
甲府市文化財調査報告 15

甲府城下町世跡 I

―北口二丁目 (桜シルク跡)発掘調査報告書 一

2001

桜シルクエ業株式会社

甲府 市教 育 委 員 会



都市「甲府」の発展は、今から遡ること482年前の大永16年に、武田信虎が相川扇状地の圏闘ヶ崎の

地に新たな館を築いたことに始まります。甲府の地名は「甲斐の府中 (首都 )」 を表すもので、文字ど

おり甲斐国の政治・経済 。文化の中心として成長 してまいりました。

武田氏が減亡 した16世紀の末は中世から近世への一大転換期であり、東国支配の重要拠点となった

甲府では、壮大な石垣をめぐらせた甲府城の築城工事が豊臣秀吉の側近大名によって進められ、今日

に継承されるみごとな都市プランのもとに大規模な城下町も整備されました。江戸時代260年間は江戸

城防衛の要衝であり、徳)|十一門、続いて柳沢家、甲府勤番支配が甲府に配置され、明治維新以降は県

都 として発展を続けております。

本書は甲府駅北日の土地開発計画区域内における発掘報告書でございますが、平成11年度に実施し

た調査では武田氏の時代から現代にかけての遺構・遺物が発見され、中世城下町に始まり近世 。近代

都市へと発展 したこの地の歴史的変遷過程を明らかにすることができました。取 り分け、大量に出土

した近世の陶磁器は、甲府城下町における生活実態を解明する上で欠かせない資料であり、北九州な

ど遠隔地の陶磁器生産地との物流を調べる上でも非常に重要なものとなっております。

本書の刊行により甲府城下町の研究が一層深化するものと自負するところでございますが、こうし

た調査・研究の成果が広 く市民一般の地域学習に活かされ、21世紀のまちづ くりに大いに活用される

ことを願ってやみません。

末筆 となりましたが、調査にあたり御理解と多大なる御協力をいただきました桜シルクエ業株式会

社及び関係者各位に、衷心より御礼申し上げます。

平成13年 3月

甲府市教育委員会

教育長 金 丸 晃



例  言

1.本書 は、甲府城下町遺跡の うち、山梨県甲府市北 口二丁 目 1番 7号ほかに所在す る「甲府城下町

遺跡 (桜シル ク跡 )」 の発掘調査報告書である。

2。 発掘調査 は、桜 シル クエ業株式会社 と甲府市教育委員会 との協議 に基づ き、発掘調査 に関わ る契

約 を締結 して実施 した。

3.調査期間は、試掘調査 を平成 11年 2月 10日 か ら 4月 12日 まで実施 し、本調査 を同年 5月 12日 か ら
8月 13日 まで 4子った。 さらに追加調査 を、同年 9月 28日 か ら10月 6日 まで実施 し、号|き 続 き整理 ft

業 を行 った。

4.試掘調査 は平塚洋一 (文化財主事 )、 本調査 は志村 憲― (文化財主事 )・ 早川 さやか (調査員)が
担 当 した。

5.本書の編集・執筆 は、市瀬文彬文化芸術課長 を編集責任者 とし、志村憲―が行った。
なお、志村の指示の もと、遺物観察表 は鈴木由香、 ピッ トー覧表 は望月秀和が作成 した。

6.木 製品・金属製品等の保存処理については、財団法人帝京大学山梨文化財研究所の畑大介氏 に御
協力をいただいた。

7.遺構全体図・航空写真 に関 しては、株式会社 シン技術 コンサル と写真測量の委託契約 を行 い、 そ
の図面 を基本 として本書 に掲載 した。

8。 本報告書執筆 にあた り、甲府の製糸産業 と九茂製糸場 につ いて、丸茂製糸場設立者の御子孫で あ

る九茂喬平氏 よ り多々待「教示 をいただいた。

9.本書の挿図は、飯室久美恵・長田由美子 。小林 明美・鈴木 由香・ 関本芳子・高添美智子・塚原澄
子・林  久美子・望 月貴美子・望 月秀和・志村憲―が作成 した。

10。 本書 に係 わる出土遺物及び記録図面 。写真等 は甲府市教育委員会で保管 している。

11.報告書の作成 にあたって、多 くの方々か ら御指導 と作「協力 をいただいた。

井尻工業株式会社、小野正敏、河西 学、時枝  務、橋 口定志、成田涼子、畑 大介、堀 内秀樹、
宮里 学、水本和美、宮久保真紀、望月郁也 (順不同 。敬称略 )

12.発掘調査 に際 しては、次の一般参加者 に御協力 をいただいた。

荒木昭彦、飯室久美恵、岡 悦子、小沢菊太郎、小沢 四郎、金井 い く代、川 口格一、岸本美苗、
栗田宏一、小林 明美、小宮通子、佐田金子、佐田 昇、清水公子、木本義光、鈴木正文、
高添美智子、高添陽平、武井美知子、武井裕大、塚原澄子、花曲敬子、根岸利昭、平原 司、
本道歌子、本道政清、三上和子、望月宏美、望 月貴美子、 山田利三、三浦正廣、渡辺 茂

(順不同・敬称略 )



例

本書 に掲載 した遺構図・遺物実測図は以下の とお りである。

1.遺構・遺物番号は、各調査区単位で通 し番号 とした。

2.全体図・遺構 。遺物実測図の縮尺 は、図面上 に表示 したスケールの とお りである。

3.遺構断面図中の レベル ポイン トに付 した数字は、標高 を表す。

4.挿図中の EoW・ S・ Nは、東 。西 。南 。北 を表す。

5。 遺物観察表 中の色調 は『標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修  1997後期 )に基
づ いて言己載 した。

6。 実測図内のスク リー ン トー ン指示は以下の とお りであるが、部分的に指示 を個 々の図面上 に表示

した もの もある。

……地    山 … …礫  。 石

……炭 化 物 ……溶 融 物

… …攪   乱
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第 1章 調査の経緯と概要
第 1節 調査 に至 る経緯

山梨県甲府市北 日二丁 目における今回の発掘調査は、桜 シル クエ業株式会社の店舗及び駐車場建設

に伴 って実施 された。当地区は平成元年か ら開始 された甲府市の新都市拠点整備事業予定地 にあた り、

今後開発が促進 され る地域である。江戸時代、 当地域一帯は甲府城下町の郭内で、二の堀 と森下小路

に挟 まれた武家屋敷地 にあたる。平成 7年度 に実施 された甲府駅北 口周辺の試掘調査では、当調査区

北東側 に中～近世の遺構が良好な状態で遺存 していることが確認 された。

平成■年 1月 頃か ら、桜 シル クエ業株式会社 による店舗・駐車場の建設計画が表面化 した。そのた

め、平成■年 2月 10日 か ら同年 4月 12日 まで試掘調査 を行い、中世か ら近世 にかけての井戸・土坑 。

石列など遺構 を検 出 した。 これを受 けて甲府市教育委員会は、事前の発掘調査の必要性がある旨の調

査報告 を桜 シル ク株式会社 に提 出 した。 これに基づ き両者で協議 を行い、工事 により遺構面が破壊 さ

れる部分 について本調査 を実施す ることになった。委託契約の締結は 5月 6日 である。

本調査 は平成■年 5月 12日 か ら 8月 13日 まで実施 し、 さらに同年 9月 28日 か ら10月 6日 まで追加調

査 を行 った。一方、平成■年 9月 15日 には遺物整理作業及び報告書作成業務 について委託契約 を締結

し、平成 12年 4月 1日 か ら平成 13年 3月 まで整理作業お よび報告書作成業務 を実施 した。

第 2節 調査方法

発掘調査 に先立 ち、平成■年 2月 10日 か ら同年 4月 12日 にかけて試掘調査 を実施 した。調査区南側

の店舗建設予定地部分 (A区)に 2本、駐車場建設部分 (B区 )に 3本の計 5本の試掘 トレンチ (T-1
～ 5)を 設定 し、重機で表上の掘削 を行 うとともに、人力で遺構の確認作業 を行 った (図 2)。

試掘調査の結果 を基 に、建設工事 による遺構面の破壊が予想 され る店舗建設予定地部分 (A区)700m2

と駐車場建設部分 (B区)300m2の計 1000m2に対 し本調査 を実施す ることを決定 した。近世段階の遺構 は

現在の地割線 とほぼ平行す るもの と推測 され、現状の地割 に対 し平行 にグ リッ ドを設定す ることに し

た。その結果、東西草由は西側か らA～ I、 南北車山イま南狽↓より 1～ 22、 言+198の グ リッ ド (4× 4m)が
設定 された (図 3)。 掘 り下げにあた り、近代の盛土層・攪乱層 については、重機 により除去 を行った。

グ リッ ド設定後 は、人力で遺構及び遺物の確認 を行 っている。

B区の二の堀検 出は、堆積層が極めて軟弱なため堀底 までの調査の危険が指摘 された。工事 により

遺構面破壊の可能性 もないため、堀の立 ち上が り部 を検出 して調査 を終了させ た。 また調査終了後、

B区周辺では駐車場の建物基礎 と看板の設置工事 による遺構面への影響が心配 されたため、新たに追

加調査 トレンチ (T-6～ 8)の 3本を設定 し調査 を実施 した。
遺構図面作成段階では設定 したグ リッ ド杭 に水糸 を張 ってメ ッシュを設定 し、作図 を行 った。試掘

調査及び追加調査 トレンチは、平板 を使用 して作図を行 っている。遺物の取 り上 げについては、基本

的に追構 ごとに行 った。遺構がほぼ完全 に検 出された 8月 上旬の段階で航空測量 を行い、空中写真及

び全体図の作成 を行 った。
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甲府城下町逼跡 (桜シルク跡)A区 武家屋敷跡 (井戸、蒲、土坑 ) 中世～近代 0 甲府奴関係遺跡A区 柳沢権太夫屋敷及び山手御役宅跡 中世～近世

甲府城下町遺跡 (桜シルク跡)B区 甲府城二の堀・土塁、井戸、溝 中世～近代 G 甲府城関係遠跡 B区 武家屋敷跡及び御鈍手小路 近世～近代

県史跡甲府城 近世初頭の近世城郭 近世 0 甲府城関係違跡B西区 武家屋敷跡 近世

甲府城屋形曲輪 (駐輪場予定地 ) 甲府城屋形曲輪堀跡 (瓦大量に検出) 近世 C 甲府城下町遺跡 集石、土坑墓 中世～近世

甲府城屋形曲輪 (駐車場 ) 大規模瓦溜 (浅野家紋瓦 ) 近世 ⑦ 甲府城下町遺跡 土坑 2基、瀬戸美濃系陶器 中世

甲府城内堀 甲府城内堀石垣 近世 甲府城下町遺跡 井戸・ピツト・甲府城二の堀 中世～近世

甲府娩関係遺跡30街区 山手御問土橋、清水曲輪石垣 近世 甲府城下町遺跡 溝 3条・土坑墓 中世～近世

甲府城下町遺跡 溝 2条・溝状遺構 3条・ビツト・土坑 近世 日向町遺跡 溝、ビット、土坑、 411F」 中世～近世

甲府城下町遺跡 溝 1条・井戸 i基 近世～近代 甲府城下町遺跡 井戸 溝・土坑 2基 近世

甲府城下町遺跡 (裏先手小路 ) 道路面 近世 甲府城下町逼跡 井戸 (かわらけ 。漆器製品出土 ) 中担

甲府城下町遺跡 (百石町 ) 土師器出土 古境 新紺屋小学校遺跡 散布地 近世

甲府城下町遺跡 井戸 l基 屋敷境検知石 近世 甲府上水遺跡 甲府上水跡 近世

甲府城関係遺跡42・ 43街区 溝跡 近世 塩部遺跡 住居跡・溝 弥生～中世

図 1 甲府城跡・ 甲府城下町遺跡主要調査地点
(No 3・ 21は県埋蔵文化財センター調査)
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第 2章 地理的・歴史的環境
第 1節 地理的環境

近世の甲府城下町は、相川扇状地の一帯に建設・整備 された戦国時代の城下町 を南方の沖積平野に

移 して建設 された。中央 には標高304.8mの一条小山を利用 して造 られた甲府城の天守台 。本丸・二の

九などが答 え立 ち、 これ を中心 に家臣屋敷地・商職人町が同心円状 に配置 されていた。甲斐国中央の

低地 に位置す る甲府城 とその城下町は、甲府盆地縁辺の高台か ら遠望す ることがで き、城主の権威 と

権力を民衆 に見せつけていた。

今回、発掘調査が実施 された桜 シル ク跡地 は、甲府城北側 に整備 された城下町の一角で、相川扇状

地の扇端部、標高281～ 282mの 南傾緩斜面上 に位置す る。調査地点北側 には二の堀が東西に横切 り、

家臣屋敷地 と商職人町 を分 けていた。二の堀の水 は、相川扇状地の東西 を南流す る相川・藤サIIの両河

川か ら取水 した ものではな く、扇央部か ら扇端部 にかけて流れ るい く筋かの小河,IIか ら引いた もの と

推定 され るが、一年 を通 じて水量 は少なかった もの と思われ る。

調査地点 には相川扇状地 に一般的に見 られ る責褐色の粘質上が堆積 してお り、地表下約 5mで砂層
の透水層が検 出された。

第 2節 歴史的環境

都市「甲府」の発展の契機 は、永正 16年 (1519)、 武田信虎が相川扇状地上の郵闘ケ崎の地 に新たな

居館 を造営 し、 これを中心 として甲斐の府 中を建設 したことに求め られ る。城下町の南に位置す る一

条小山には、大永 4年 (1524)に砦が築かれ、山上 にあった一蓮寺は山裾 に移設 された (『高白斎記』)。

城下町南端の東西出入 り口部 には八 日市場 。三 日市場が開設 されたことが明 らかで、職商人の集住 を

表す元υ「町・元連雀町・元城屋町・元紺屋町・元υF町・工町 といった地名が城下町南半に密に分布 し

ている。 また、一条小山の南側 には一蓬寺の門前町が形成 されていた。

甲府城 の築城 開始 は武田氏滅亡後の天正 18年 (1590)頃 と推定 されてお り、豊臣秀吉側近の羽柴秀

勝、加藤光泰、浅野長政・幸長父子が建設にあたった。甲府城 は東国では数少ない総石垣の近世城郭

であ り、内堀 。二の堀・三の堀 により城 と城下町が厳重に防御 されていた。二の堀 と土塁で囲 まれた

内郭が武家屋敷地で、 15か所の見付 けが置かれ、人々の出入 りを監視 した。二の堀の外側 には、北 に

上府 中26町、南東部 に下府中23町の計 49町が整備 されている。

宝永元年 (1704)、 り「沢吉保が武蔵国川越か ら十五万石で入部 した。翌宝永二年 には甲府城の屋形曲

輪・楽屋山輪の殿舎の建設 と石垣の修築願いを幕府 に提 出 し、城 と城下町の大規模 な再整備 に着手 し

た。柳沢時代 は、郭外の侍屋敷 225軒、役人屋敷 60軒、足軽屋敷 627軒、同心組屋敷 100軒・小人組屋敷

14軒 を数え、続 く甲府勤番支配の時代 と比べて も屋敷数が多い。り「沢時代の城下町は、『裏見寒話』に

「甲州の長臣柳沢権大夫 。同市正・酒井志摩 。メII日石見・鈴木主門 。松平多治見・柳沢帯刀 。同矢柄・

平岡政盛等の屋敷善美 を尽せ り、就 中権大夫の畜邸 は石垣切石長屋の様子一万石以上 に見ゆ、東塀裏

植込、梅楓 にて一町程続 きた り」 と記述 され るほどに、華麗な重臣屋敷が建 ち並んでいた。

享保 9年 (1724)、 り「沢氏は大和郡 山に転封 とな り、甲府城・甲府城下町の守備 を目的に甲府勤番支

配が設置 された。その後、享保 12年 (1727)の大人により、柳沢時代 に築かれた武家屋敷や、櫓 など

の城内建築物の多 くは焼失 し、残 った殿合 も撤去 された。江戸時代後期 に著 された 『甲斐廼手振』に

は「武士屋敷何れ も茅屋根也。近来稀 に瓦井同断長屋 もみゆる」、「三百俵取以上大抵厩あ り」、「長屋

建の円多 し。中には長屋建 にて門 を引戸一枚 に して潜 りの方無之」 とあ り、武家屋敷の状況 をうかが

うことがで きる。 この時代 に今回の発掘調査地一帯に居住者 した武士 としては、山岡 。長・永井・北

条などの勤番士 を古絵図 (絵図 2～ 5)か ら確認す ることがで きる。
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明治時代 に入 ると富国強兵、殖産興業の方針の もとに近代化が押 し進め られた。荒廃 した甲府城 は

明治 6年 (1873)に 内堀で画 された内城部分の保存が決 まり、郭内 (旧武家屋敷地 )の市街化が促進
された。 この年、権令 に就任 した藤村紫朗 は「物産富殖 ノ告論」 を発 し、明治 7年 (1874)10月 には

錦町に200名 規模の県営勧業製糸場の建設 を行 うなど甲府城郭内の再 開発 に着手 した。明治 36年 (1903)

には中央線が甲府 まで開通 し、 甲府城 内城の北側 は鉄道用地 となった。

明治初年 には、調査区周辺にあった勤番士の屋敷 は撒去 され、畑地 となった。大正時代 に入 ると市

街地 には製糸工場が多 く建設 され、富士見町の矢嶋製糸第二工場 など大規模工場 も建て られた。 この

時期 に県外資本の参入 も始 まり、その先駆 けとして今回の発掘調査対象地 に進 出 したのが、長野県茅

野地方 を本拠 とす る丸茂製糸場である。

丸茂製糸場 は大正 8年か ら建設 され、翌 9年 2月 に操業が開始 された。 しか し、昭和の金融恐 1荒や

生糸相場の暴落などにより経営 はい きづ ま り、合資会社舞鶴製糸場 と名前 を変 える。昭和 19年 には、

立川飛行機の飛行機部品を生産す る軍需工場 として転用 され、昭和 20年 7月 6日 の甲府空襲 を無事未

り越 えて終戦 を迎 えた。

昭和 22年には経営権 と建物が桜 シル クエ業へ売却 され、新たに桜 シルクエ業株式会社の甲府工場 と

して生糸生産 を復活 させた。 しか し、平成元年 には工場が閉鎖 され、建物 は撤去 された。最後 まで残

っていた旧丸茂製糸場倉1業時か らの レンガ造 りの煙突 (写真93)も 、平成■年 3月 に撤去 され、製糸
工場の痕跡 は完全に消滅 した。

第 3節 調査の概要

A・ B区の追構面 は、 ともに大正 8年の製糸工場建設等 による攪乱 を受 けた部分が多い。遺構 は地
表下 0.6～ lmの地山層 に掘 り込 まれた状況で確認 されている。
A区は近世の森下小路沿 いに位置 した武家屋敷地で「四十九番」 と記 した古絵図 (絵図 3)も 存在
す る。溝 28基、掘立柱建物跡 1基、井戸 11基、埋桶 13基、土坑 26基、石積遺構、支柱状遺構、 ピッ ト
727基が検 出された。中世か ら近代の遺構 である。現在の街路 と直交す る南北方向の溝 は、屋敷割 りの

変遷 を窺 う上で貴重である。 また、大量 に検 出された近世の陶磁器 は、甲府城下町 における武士階層

の生活・文化の解明は もとより、近世陶磁器の器種構成 と流通状況 を知 る上 で重要である。近代の遺

構 は、戦前 まで 日本の輸 出産業 を担 った製糸工場の痕跡であ り、大正 8年に建設 され戦後 まで稼働 し
ていた。

B区は攪乱 を受 けていたが、調査 に より古絵図の描写 を裏づ ける二の堀 と上塁の位置が確認 された。
他 に近世遺構の確認は井戸 1基に とどまったが、土塁基底部下層か ら溝 9条、井戸 2基、土坑 2基、
ピッ ト78基が検出され、中世段階の遺構 であることが確認 された。

調査区全域か ら検出された中世の遺構・遺物 は、武田氏館跡 を中心 に建設・整備 された戦国時代の

甲府城下町に関わるものであ り、町割 りや発展過程 を解明 してい くうえで重要 な資料 となろう。
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第 3章 A区発掘調査の成果

第 1節 遺構概観

A区は森下小路側 に位置する。江戸時代 には武家屋敷が建てられていた。近世の古詮図 (絵図 1～ 5)

か らは、屋敷割 りと街路位置の変遷があった状況が うかがわれる。遺構は溝28条、井戸■基、掘立柱

建物跡 1棟、土坑26基、埋桶13基、その他の遺構 2基、ピット727基が検出された。ピッ トの規只1的な

配列 を確認することはできなかった。遺構確認面は黄褐色土の自然堆積層である。

時代が明確 に確定される中世の遺構は、井戸 5基・土坑墓 1基が検出された。中世の遺物は、ほぼ

A区全域か ら検出された。かわらけ 。瀬戸美濃系陶器・中国製磁器・李朝白磁など16世紀代を主体 と

する。特 に 5号井戸内からは大量の木製品 。漆製品なども検出されている。

最 も多いのは近世の遺構である。街路 と平行若 しくは直交 し、ほぼ同軸の方位を取 る遺構が多い。

特に森下小路に直交する南北方向の溝・暗渠は屋敷の境界を示す ものと推定され、屋敷割 りの変遷を

把握する上で重要である。礎石建物跡は未検出であるが、 2丈四方の規模をもつ掘立柱建物肋が確認
された。ただ し、時期・機能については判然 としない。遺物は18世紀以降の陶磁器が多い。特に 8号

井戸からは一括廃棄された18～ 19世紀初頭の陶磁器が大量に検出された。

近代の遺構は棚列・石積遺構・支柱状遺構 。11号井戸などが検出されている。いずれ も丸茂製糸場

に関連するものであろう。特にレンガ積の■号井戸は、丸茂製糸場操業時に 2基設置された内の 1基

である。遺物は、製糸場で使用された器械部品や生活用品が出土 した。

第 2節 基本層序 (図 4)

A区は相川扇状地扇端部に位置 し、南側 に僅かに傾斜 している。A区南側で標高約281m、 北側で282
mを測 り、 lmほ どの比高差が見 られる。製糸場建設と撒去により攪舌とを受けた部分が多い。
土層は、現地表面から約60cm下の地山層 との間に、 3～ 4層の堆積が認められる。第 1層 は地表下
20～ 40cmで、セメント片などを合む近年の整地盛土層である。続 く第 2層 は石炭殻 を含む黒褐色土層

であり、大正 9年の製糸場建設に伴 う造成などによって形成された堆積層 と考えられる。

第 3層 は近世の堆積層で、10～ 20cmの厚 さをもった黒褐色土層である。部分的に炭化物が混入する

が、火災層は確認されていない。18～ 19世紀代の遺物を合む江戸時代後期の堆積層である。第 4層の

暗褐色土層は10cm以下の厚さで、部分的に検出された。遺物はないが、自然堆積層の直上 に位置する

ことから、近世以前の堆積層 と推定される。第 4層が部分的な確認にとどまっていることは、17世紀

初頭の城下町建設時に、武家屋敷地造成のため切土されたことを示唆 している。

自然堆積層は、 5号井戸の断面観察から地表下 5m地点までに 6層が確認された。最上部の第 5層
は、相川扇状地上に一般的に見 られる責褐色の粘質土層であり、約2.5mの厚 さをもつ。第 6層 は緑色

砂質粘土層、第 7層 は灰褐色粘土層、第 8層 は礫層である。第 9層の緑色砂質粘土層は第 6層 とほぼ

同質である。第10層 の砂層は、標高約277m地点に位置する透水層である。

第 3節 遺構 と遺物

(1)溝
溝は28条が検出された。暗渠についてもここに合めて報告する。

1号溝 (図 5～ 6、 写真 4・ 7・ 51)

調査区南側の道路 と平行す る。近世か ら近代 にかけて存続 した溝で、N-69°一Wを 軸 とし、約30m

にわた り検 出された。 2号溝 に切 られ、 10号溝 と同時存在 した もの と考 えられるが、 3号溝 との切 り
合 い関係 については不明である。溝の東側 には長 さ■ .3mにわた り石列が検 出されてい るが、西側部
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分 については未検 出である。溝の底部は平坦であ り、流れの方向については不明。道路か らの溝幅 1.1

mを測 る。長 さ25～ 40cmの加工 された安山岩が一段、約 80度の角度で検 出されたが、当初 は数段積 ま

れた屋敷境の石積 みであった と考 えられ る。石材 はいずれ も地 山層 に据 えられてお り、東端の窪み部

分 には石列下部 に長 さ約 1.3m、 径 7 cmの丸大材の胴木が置かれていた。石材の背後 には径約 10cmの栗

石が売填 されている。溝 内か らは、 18世紀か ら近代の遺物が多 く検 出された。 さらに溝廃絶後 に打 ち

込 まれた径約 10cmの丸大材が、道路 と平行 してほぼ 1間 (1.8m)間隔で 4本検 出された。

溝西側 は、近代の支柱状遺構・近代石積遺構等 により攪乱 を受け、石列 は検 出されていない。幅 1.

0～ 1.5m、 深 さ約 20～ 30cmを 測 る。B-1グ リッ ドの溝北側では、部分的に 5号溝の上面 に位置す る、

礫 を多 く合む硬化面が検 出されている。西壁セクシ ョンでは 3時期の変遷が捉 えられ る。 1期か らは

近代、 2・ 3期の層か らは江戸時代後期 (19世紀代 )の遺物が確認 された。 2・ 3期の溝 は19世紀代

の遺物 と割石 を合む埋設土 に覆われてお り、幕末か ら明治初期 に廃絶 した もの と考 えられる。

出土遺物 (図19-1～ 22、 図20-23)は 、 18世紀か ら近代 にかけての大量の肥前系磁器・瀬戸系陶

磁器が検 出されている。段重蓋 (9)に は焼継 ぎが見 られ る。山水土瓶 (18)は 19世紀代 に多 く見 られ

る。22は高台内に「有限会社三井商店」 とある。 19世紀代 と推定 され る大量の桟瓦が検 出されたこと

か ら、溝沿いに塀な どの構築物が存在 したことが分か る。

2号溝 (図 7、 写真 5。 52)

G-1～ 6グ リッ ドに位置す る。N-18°一 Eに軸 をもつ石組みの暗渠である。遺構 は最 も上層か ら

確認 され、 1号溝 を切 る。溝幅約 5 cm、 深 さ10cm、 総延長約 18.5mを測 る。暗渠の側面 は約 20cmの長

方形の 自然石 と、蓋部分 は径 20～ 30cmの 自然石 により築かれている。出土遺物 (図20-24～ 27)は、

馬の 目皿 。肥前系磁器・瀬戸系磁器・土瓶 など19世紀代の遺物が主に検 出されている。 しか し 1号溝

の上 に築かれていることか ら、近代の区画の暗渠 と考 えられ る。

3号溝 (図 7、 写真 6)

F-1・ 2グ リッ ドに位置す る。N-22°一 Eに軸 をとる、石列 を伴 う溝である。北根1は攪乱、南側
は近代の支柱状遺構 によって切 られ る。長 さ1.2m、 溝上部幅約 0。 7m、 内幅約 0.2m、 深 さ20cmを 測 る。

石列 は東側 に面 を持 ち、径 20～ 40cmの安山岩の検知石が確認 されている。覆土内か らは桟瓦な ど19世

紀の遺物が検 出されている。

4号溝 (写真 9)
F-6。 7グ リッ ドに位置● る。N-22°一 Eに車由をとり、可ヒ。南イ則は攪舌しを受 け、長 さ6.6m、 幅約

0。 3m、 深 さ約 20cmを測 る。溝底部 には砂粒の堆積が見 られ る。出土遺物 は確認 されていない。

5号溝 (図 5)

1号溝の北側約 lmに位置す る。N-69°一Wに軸 をとり、 1号溝 と平行す る。攪乱等 により不明な

部分 も多いが、 2・ 3・ 10・ 28号溝 に切 られている。東側か ら約 9.Om、 9.Om、 2.Omの 長 さで部分的

に検 出された。溝幅 は約 0.4～ 1.Om、 深 さ約 10～ 20cmを 測 る。 F・ G-1グ リッ ド部ぢ)の 2.3mは溝が

途切れている。D-2グ リッ ドでは、溝北側上端 に長 さ0.9mの平行す る石列が検出された。底部 には

砂粒が僅かに堆積す るが、流水の痕肋 は確認 されなかった。小片のため図化 は行 っていないが、 19世

紀 を下限 とす る肥前系磁器・瀬戸美濃系陶器・土器・鍋 な どの遺物が検 出されている。 1号溝 と平行
し、ほぼ同時期 に存在 した もの と考 えられ、塀等の雨落ち溝であった可能性が高い。

6号溝
DoE・ H-2グ リッ ドに位置す る。 N-69°一Wに軸 をとり、東か ら西側へ緩やかに傾斜す る。攪

舌しにより切断 されているが、西イ員1で長 さ2.2m、 幅 1.lm、 東側で長 さ3.Om、 中冨0.5～ 0.7m、 I条 さ 7～ 10

cmを 測 る。覆土 は黒色土で、中世のかわ らけ片が検出されている。

7号溝 (図 8、 写真 10・ 13・ 54)
E-5～ 7グ リッ ドに位置す る。北側 はN-22°一 E、 南側 はN-35°一 Eに軸 をとる、石組の暗渠で

ある。南・北側 は攪舌とを受けている。溝南側で 8号溝 と分岐す るが、新旧関係 は不明である。長 さ約

9.Om、 溝上部幅約 0.8m、 内中言0。 10～ 0。 15m、 深 さ約 30cmを 測 る。長径 10～ 20cmの 自然石が 2～ 3段、

高 さ25cmに積 まれ、径 20～ 30cmの蓋石 をのせ る。
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1,黒 褐 色 土 層

2,黒 褐 色 土 層

3,淡 黄褐 色 土層
4票 褐 色 土 層

明赤褐色粒子少量含む。やや軟質。

明赤褐色粒子多量含む。固く締まる。
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A区 7号清平面図・セクション・石積側面図図 8
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覆土か ら石 臼・鋤・磁器・瀬戸系陶器・土器な ど19世紀代の追物が検 出された (図 21-28～ 34、 図

22 35～ 36、 図44-2)。 石不責みの一部 には石製品 (33～ 36)が転用 されていた。蓋石上面か ら、 19世

紀代 に比定 され る桟瓦 (29～ 31)が大量 に検 出されてお り、暗渠 もこの時期 に構築 された もの と考 え
ら矛をる。

8号溝 (図 17、 写真55)
E-4グ リッ ドに位置す る。N-22°一 Eに主軸 をとり、溝南側 は西方向に軸 を曲げる。12号溝 を切
るが、27号溝 との重複関係 については不明である。溝 は長 さ約 5.Om、 幅約 0.4～ 0.8m、 最 も深 い とこ

ろで約 30cmを 測 る。溝南側では径 20～ 30cmの 自然石 を用いた、長 さ1.3mの石列が検 出された。

出土遺物 (図 22-37～ 41)は少ない。 40は、陽刻の上 に金箔が付着 した土製品である。 41は棟 の角

部 に設置 されていた瓦 と考 えられ る。遺物の下限時期か ら、 19世紀代の溝 と推定 され、 7・ 9号溝 と

同時期 に存在 した もの と考 え られ る。

9号溝 (図 7)
E-3グ リッ ドに位置す る。N-22°一 Eに軸 をもつ石積 みの溝である。南・北側 は攪舌とを受 けてい
る。長 さ3.7m、 溝上部中冨約 0.6m、 内幅 20cm、 深 さ約 20cmを測 る。縁石 は、長径10～ 35cmの 自然石が

1～ 2段残存 していた。遺構東側 にはピッ ト190と 203が、溝 と平行 し 1間間隔で検 出されてい る。覆
土 より、瀬戸系磁器・土瓶 な ど19世紀代の遺物が出土 した。

10号溝 (図 5、 写真 8・ 53)

H-1～ 3、 G-5～ 7グ リッ ドに位置す る。N-18°一 Eに軸 をとり、 1号溝 に接続す る江戸時代
後期 (19世紀代 )の遺構 である。 5。 6・ 16号溝 を切 るが、 11・ 26号溝及び24号土坑 との時期差 は不
明。吉[分的に攪乱 を受 けているが、総段垂長23.6m、 幅 0.3～ 0.5m、 1朱 さ約 8 cmを 浪1る。溝西狽Jか ら多
数の ピッ トが検 出されたが、棚列・塀 などを想定 し得 る規則的な配列 は確認 されなかった。覆土 は砂

粒 を微量 に合む黒褐色粘質土で、肥前系磁器な ど19世紀の遺物が検 出されている。南側の 1号溝 に直

支す ることか ら、 19世紀代の屋敷境 を区画す る溝 と考 えられ る。

図23-42～ 48が出土遺物で、たこ唐車文の皿 (43)と 御 4申酒徳不1(45)、 桟瓦 (48)な ど18～ 19世紀

代の ものが多い。

11号清 (図 15、 写真 12)

H・ I-6グ リッ ドに位置す る。N-73°一Wに軸 をとる。北側 は24号土坑 に切 られ るが、 10号溝 と
の重複関係 は不明。長 さ約 6.8m、 幅約 0.7m、 深 さ約 20釦 を測 る。覆土 より、16世紀代のかわ らけ (図

23-49)、 近世の ミニチュア土製品 (50)、 その他小片のため図化 していないが溶融物付着土器・瀬戸

美濃系悟鉢・瓦 。瀬戸系陶器など16～ 18世紀代の遺物が検 出されている。

12号溝 (図 17、 写真 11)

B～ G-4グ リッ ドに位置す る。N-70°一Wに軸 をとり西側へ緩 く傾斜す る。DoE-4グ リッ ド

では2.3m程攪乱 を受 けているが、延長24.Omが検 出 された。溝断面はU字状 を呈 し、幅約 0.4～ 0.7m、
深 さ約 20～ 40伽 を浪Iる 。 8・ 18号溝 に切 られ るが、 17号溝 との重複関係 は不明である。

出土遺物 (図 23-51～ 60)は、かわ らけ (51～ 54)。 瀬戸美濃系陶器 (56)、 その他染付・焼土塊 な
ど16世紀代の ものが多い。

13号溝 (図 16)

H-7・ 8グ リッ ドに位置す る。N―■°一 Eに軸 をとる。16号溝 を切 り、南狽1は 24号土坑、 1ヒ狽↓は
25号土坑 に切 られ る。長 さ約 6.8m、 幅 0.3～ 0。 6m、 深 さ約 10cmを 測 る。覆土は砂粒 を合む ;黒色三Lであ

る。遺物 は、中世段階に位置づ けられ るかわ らけ (図23-61)が確認 されただけである。
14号清 (図 16、 写真20)

F～ I-9グ リッ ドに位置す る。N-69°一Wに主車由をとり、西方向へ傾斜す る。15号溝 を切 り、23・
25号土坑 に切 られ、東側 は攪舌しを受けている。長 さ約 12.5m、 幅0.3～ 0.8m、 最深約 15cmを 測 る。覆

土 は黒色上で、縄文土器・古墳時代の高 JTh脚部 (図 23-62)。 かわ らけ・陶器が検 出されてい る。

15号溝 (図 16)

G-8、 H-7～ 9、 I-5グ リッ ドに位置 し、 N-4°一 Eに主車由をとる。16号溝 を切 り、 11・ 14
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号溝 と24号土坑 に切 られ る。 21・ 22・ 23号溝 との重複関イ系については不明。延長約 19m、 幅0.3～ 1.3

m、 深 さ約 5 cmを 測 る。覆土 は炭化物 を少量含む黒色粘質上で、遺物 は未検 出である。

16号溝

H―-7グ リッ ドほかに位置す る。 N-84°一 Eに車由をとり、 10・ 13・ 15号溝 に切 られ る。長 さ7.5m、

幅0.35～ 0.8m、 深 さ約 10卿 を測 る。覆土は炭化物 を合む黒色粘質土層であ り、遺物 は未検出である。

17号溝 (写真■ )

9号溝の 1ヒ狽IB-4、 C-4・ 5グ リッ ドに位置す る。N-83°一 Eに革由をとり、長 さ8.Om、 幅約 0.
3～ 0.7m、 深 さ約 10cmを 測 る。 12号溝 との新 旧関係 は不明。かわ らけ片が少量検 出された。

18号溝

C-4・ 5グ リッ ドに位置す る。 N-22°一 Eに軸 をとり、 12・ 17号溝 を切 るもの と推定される。 C
-4グ リッ ドは長 さ約 2.8m、 幅約 0.4m、 深 さ約 4 cm、 C-5グ リッ ドでは長 さ約 3.lm、 幅約 0。 2～ 0.
4m、 深 さ 5 cmを 測 る。暗黒褐色土の堆積が確認 されたが、出土遺物 はない。

19号溝

D-2・ 3、 E-2グ リッ ドに位置す る。 N-43°一Wに車由をとり、 東側 に緩やかに傾今斗す る。 6・
9号溝 に切 られている。 D-2・ 3グ リッ ドでは長 さ約 4.Om、 幅0.42～ 0.6m、 1条 さ 5 cmを 浪1る。 E
-2グ リッ ドでは 6号溝 に切 られ るが、長 さ1.5m、 深 さは約 10cmを 測 る。黒色粘質上の覆土 より、か
わ らけ片が検 出された。

20号溝

B-2、 C-2・ 3グ リッ ドに位置す る。北東か ら南西 に湾山 しN-49°一Wに軸 をとるが、北側 は
東へ湾曲 し南 に傾斜す る。 16世紀代 のかわ らけが出上 した 3号井戸によって切 られ る。長さ約8.Om、

幅 1.0～ 1.2m、 深 さ 5～ 20cmを測 る。覆二とは炭化物 を合む黒褐色上で、遺物 は未検 出である。

21号溝 (図 15)

H-6グ リッ ドに位置す る。N-84°一 Eに車山をとり、24号土坑 に切 られ る。長 さ約 2.3m、 幅0.5m、
深 さ約 5 cmを測 る。東壁セクシ ョンか ら、幅 0。 7m、 深 さ18cmの規模 を有 していたことが分かる。覆土

は焼土粒子 を微量含む黒色土層である。遺物 はない。

22号溝 (図 15)

H-6グ リッ ドに位置 し、N-65°一Wに車由をとる。西側 は24号土坑 に切 られる。長 さ約 1,7m、 幅0.
35m、 深 さ約 5 cmを測 る。凝土 は暗褐色土で、遺物 はない。

23号溝 (図 15)

H-6グ リッ ドとこ位置す る。N-84°一 Eに車由をとり、24号土坑 に切 ら″とる。長 さ糸12.lm、 西根↓幅0.
5m、 東側幅 0,7m、 深 さ約 15cmを測 る。覆土は黒褐色上で、遺物 はない。

24号テ毒

D―-6グ リッ ドに位置す る。 N-22°一 Eに車由をとる。南・ Jヒイよ攪乱 により切 られている。25号溝 と

の重複関係 は不明である。長 さ約 2.2m、 幅 1.18m、 深 さ約 10cmを 測 る。20号溝覆土 と類似 した黒褐色

上の堆積が確認 されている。小片のため図化 は行 っていないが、近世以前のかわ らけ 。土器
。焼土塊

などが検出されている。溝 は南側へ延びていた もの と考 えられ る。

25号 ,毒

DoE-6グ リッ ドに位置 し、 N-80°一Wに軸 をとる。24号溝 とのt刀合い関わ割工下明である。長 さ

約 1.8m、 幅0.2～ 0.25m、 深 さ約 3 cmを測 る。覆土は黒色上で、遺物 は検 出されていない。

26号溝

H・ I-2・ 3グ リッ ドに位置す る。 N-69°一Wに軸 をとり西へ僅 かに傾斜す る。西側 は 4号溝 に
切 られ る。長 さ6.Om、 中冨0.3～ 0.5m、 深 さ 5 cmを 測 る。遺物 は検 出 されていない。
27号溝 (図 17)

E-4グ リッ ドに位置す る。 N-88°一Wに軸 をとる。 8。 12号溝、 ピッ ト213,305と の重複関係 は
不明である。現状長 さ2.2m、 中冨0.13～ 0,23m、 イ条さ 2～ 5 cmを 測 る。覆土 は!尋褐色ことであ り、遺物 は

検出されなかった。
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28号溝 (写真 8)

G-2～ 6グ リッドに位置する、土管が埋設された近代の溝である。N-18°一 Eに軸をとる。総延
長20m、 幅0.3-0.4m、 深 さ約10cmを 測 る。土管イよ長さ糸,lm、 径糸,15cmを浪1り 、製テ糸工場が建設さ
れた大正 8年以降の所産 と考えられる。

(2)井戸

中世か ら近代の井戸H基は、素掘 り、石積み、 レンガ積みの 3形態に分類 され る。
1号井戸 (図 9、 写真 15)

調査区中央部 F-3、 G-3グ リッ ドに位置 し、遺構確認面の標高は381.40mである。円形 を呈す
る石積みの井戸で、上面の長車由2.7m、 短車由2.6m、 深 さ約3.Omを測 る。石積みは内径約0.7mの 円形
で、現高約 1.3mを測 る。石積み下部 には、径 10cmほ どの九大材が井桁状 に組 まれていた。石積みは、
径約 30～ 40cmの安山岩製の山石 を奥行 きを長 くとって垂直に積み、間詰石 として拳大 を超 える比較的

大 きな礫石 を用いている。裏込石 はな く、背面 に黒褐色上が充填 されている。

出土遺物 (図24-63～ 67)は 16～ 17世紀前後の所産である。朝鮮製の白磁碗 (65)は 、 17世紀前後
に位置づ けられ る。真鍮製の釣 (図 44-3)は 茶道の花飾 りで使用 され る鎖の釣である可能性が考 え
られ る。覆上 には炭化物が多 く、出土遺物か ら17世紀前後 に火災 を受 けた後、埋め られた もの と推定

され る。

2号井戸 (図 9、 写真 16)

C-2グ リッ ドに位置す る。南は近代の石積遺構、西は近代の攪乱 によって破壊 を受けている。確
認面¢)標高は281.10mで ある。上面ての長車由3.2m、 短草由2.2m、 深 さ2.3mを測 る。断面 はロー ト状 を呈
し、上面か ら1.7m下がった ところで内径約 1.3mと な り、そこか らほぼ垂直に掘 り下げている。かわ
らけ 。瀬戸美濃系陶器な ど16世紀代の遺物 (図 24-68～ 75)が検 出された。かわ らけ (68～ 71)は、
武田氏館跡な どで類似 した ものが出土 している。 73は成分不明の溶融物が付着 した土器であ り、周辺

で鍛冶が行われていた可能性 を示す。遺物か ら16世紀代の井戸 と判断 される。

3号井戸 (図 9)
B-2、 C-2グ リッ ドに位置す る、円形 を呈 した素掘 りの井戸で、 20号溝 を切 って検出された。
内径約0.9mを 測 る。危険 を伴 うため、深 さ1.2mま での確認 にとどめた。遺構上面か ら16世紀 に比定
され る完形のかわ らけ (図24-76)が出土 した。
4号井戸 (図 9、 写真 17)
I-3グ リッ ドに位置す る、筒状の素掘 りの井戸である。上面で径 1.8mの 円形 を呈 し、深 さ約4.5
mを測 る。上面か ら約0.5m下がった部分か ら内径0.9mと 狭 まり、底部では約0.65mと なる。遺構 内
か らは多 くの炭化物が確認 される。

出土遺物 (図24-77～ 81)は 16世紀代の所産で、瀬戸美濃系陶器 (79。 80)は大窯第 1・ 2段階に
比定 され る。銭貨 (図45-2～ 4)も 出上 した。16世紀代の火災 を契機 に廃絶 された もの と判断 され る。
5号井戸 (図 9、 写集■8・ 56～ 58)
B-2グ リッ ドの西壁際に位置す る、筒状の素掘 りの井戸である。径 1.3mの 円形 を呈 し、深 さ3.8
mを測 る。上面か ら約 1.Om下がった ところで内径0.9mと 狭 まり、底部か ら0.7m上の硬質礫層部で0.
7m、 底面では約 0.5mと なる。かわ らけ 。瀬戸美濃系陶器・青磁・漆碗 。木製品 。石製品 (図 24-82
～89、 図25-90～ 108、 図26-109～ ■0)は、いずれ も16世紀代 に位置づ けられ る。瀬戸美濃系陶器 (86・
87)は大窯第 2・ 3段階、初山窯の碗 (84)は 16世紀後半に比定 され る。覆土か ら炭化物・焼土塊が
多量 に検 出されたことか ら、 16世紀代後半の火災 を契機 に埋め立て られた もの と推定 され る。

6号井戸 (図 9、 写真 19～ 20。 59)

C-1グ リッ ドに位置す る、石積み井戸である。上面で径 1.4mの 円形 を呈 し、深 さは4.2mを超 え
る。底部の確認はで きなかったが、下部か ら桶 。胴木・石積みにより構築 されている。石積み部分 は

内径約 0.7m、 深 さ3.2mを 測 る。石積 みの最上面 は長径 80cmの大 きめの石材 を使用す るが、井戸内面
は径 20～ 30cmほ どの 自然石が不責まれ、間に米占上が充填 されていた。月同木 は幅約10× 6.5cm、 長 さ約 75cm
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/K≦ラ戸

1,盛  土  層
2,黒 褐 色 土 層

3,黒 褐 色 土 層

4,黒 褐 色 土 層

5,暗 褐 色 土 層

8,灰 黄 褐 色 土 層

フ号井戸

炭化物・焼土粒子若干、礫 (d05～ 3 cm)少 量含む。固く締まる。

炭化物・焼土粒子微量、土器・江戸時代磁器倹出。やや固く締まる。

炭イヒ物・焼土粒子少量、黄褐色土ブロック状に混入。やや軟質土。

砂礫と黄帽色土ブロック含む。粒子は粗しヽ。

礫若干、黄褐色土。黒褐色土ブロック状に混入。やや軟質土。

―
アスフアルト

} 2

iO号井戸

炭化物。焼土粒子・黄褐色上を少量と砂礫をやや多く含む。上目はや

や粗いが縮まりは強い。

炭化物・焼土粒子・黄褐色土粒子・砂礫を少量含む。粘性があり、綺

まりが強い。

炭化物・焼土粒子を微量含み、礫が混入する。粘土ブロックが密に入

つている粘土層。

炭化物・焼土粒子・砂礫を少量と黄捐色粒子をやや含む。

5層と類似するが、 5層 よりも締まりが強い。

炭化物・焼土粒子を微量と白色・黄褐色粘土ブロックを含む。

白色。黄褐色粘土ブロックを多く含む。

白色・黄褐色・黒褐色粘土ブロツクを若干含む粘土層。

8層と類似するが、土目がやや細かしヽ。

白色・黄褐色粘土ブロックをやや多く含む。

白色・黒褐色・黄捐色粘土ブロックを多く含み、少量の礫が混入し、

下部は締まりがややゆるい。

炭化物・焼上粒子を少量含む。砂礫が少量混入し、締まりがゆるしヽ。

2790

B号井戸

ｋ
虫

2820

1,盛  土  層
2,黒 褐 色 土 層

3,黒褐色粘質土層

4,灰黄褐色粘質」冒

5,黒褐色粘質土層

8,黒褐色粘質土層

7, オリーブ黒色粘質主層

B, オリーブ黒色粘質土層

9,灰 色 粘 土 層

10, オリーブ黒色粘質土層

11,黒褐色粘質土層

12, オリーブ掲色粘質土層

13.黒 色粘質土層

2800

2790

9号井戸

o               2m

図10 A区井戸平面図・セクシヨン・エレベーション
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の角材 を井桁状 に組んでいた。桶 は長 さ80cm、 厚 さ1,7cm、 幅約 10cmの木材 を20本ほど組み合わせてお

り、 2段 目まで確認 した。
出土遺物 (図 26-111～ 115)の 多 くは16世紀代 に比定 される。図化 を行 ってはいないが、厚 さ2.lcm

の近世の丸瓦片が検 出された。中には被熱 を受 けた もの も見 られ る。遺構 は 1号溝 に切 られ、 18世紀

以降の遺物が検 出されていないことか ら、 17世紀代の井戸の可能性 もあ り得 る。

7号井戸 (図 10、 写真 21・ 60)

I-4グ リッ ドに位置 し、東壁 に掛かって検 出された。素掘 りの井戸で、形状 は円形 を呈す るもの
と考 えられ る。内径 は不明であるが、検 出部で約 1.8mを測 る。出土遺物 (図 26-■ 6～ 122)イ よ、18世

紀代 を中心 とした ものである。

8号井戸 (図 10、 写真 22～ 23・ 62～ 66)
B-3,4グ リッ ドに位置す る、近世の素掘 りの井戸である。掘方部分で長軸 3.lm、 短軸 2.4m、

深 さ3.lmを 測 る。上面か ら1.2m下がった部分か ら内径が狭 まり、下部では約 1.5mと なる。井戸上部

側壁部か らは径 15帥ほどの礎石が 2か所検 出されている。覆土上層 は径約 10～ 20釦の 自然石が大量 に

投げこまれ、その内部か ら18世紀後半の陶器・磁器 。瓦・土製品などが大量 に出土 した。 さらに下層

か らは径約 5～ 10cm、 長 さ 2mほ どの木材が検 出されている。木材の多 くは相穴が穿たれてお り、炭
化物 も検 出された。木材 は、井戸上屋の構築材 とも考 えられ る。覆土中に焼上が多 く確認 されたこと

か ら、火災 を契機 に埋め られた もの と推定 され る。

出土遺物 (図 27～図32-123～ 218)は 、 18世紀後半か ら19世紀初頭 にかけての肥前系磁器・瀬戸美

濃系陶器・土製品・瓦・木製品などが大量 に検 出された。126は 素地 は肥前で生産 され、絵付 けを江戸

で行 った「江戸染付」であ り、同一イ回体片が 1号溝 と24号土坑か らも検 出されている。広東碗製品 (図
27-130～ 134)は、 18世紀後半か ら19世紀 にかけて流行 した碗 である。泉 )H堺製の悟鉢 (図30 183
～185)は 18世紀代か ら流行 し、遠隔地 との物流が行われていたことを示す。涼炉 (図 31-209・ 210)

は、煎茶で使用 された もの と考 えられ、居住者の階層制 と趣味 を物語 る遺物である。

9号井戸  (図 10、  写真 24-25・ 61)

E-3グ リッ ドに位置す る。確認面の標高は381.40mである。円形 を呈 し、上部 に石積みを施す。
上面の長軸 2.4m、 短草由2.Om、 深 さ2.lmを測 る。石積み上面の内径 は約0.9mであるが、内部は若千
フラスコ状 に広が る。石積みは径 30cm前後の 自然石 を高 さ1.5mほ どに積 み上 げている。石積み下部の

地 山層 を若干掘 り込んで、幅約 7 cm、 長 さ90cmの角材 (図43-368)が六角形状 に組 まれていた。出土
遺物 (図 32-219～ 225)イよ中世か ら近世の ものである。小片のため図化 は行 っていないが、近世の漆

椀片 も検 出された。

10号井戸 (図 10)

B-3グ リッ ドに位置 し、西壁 に掛かって検 出された。円形 を呈す るもの と推定 され る。正確 な内
径 は計測で きないが、検 出部上面で径 2.Om、 上面か ら0。 9m下がった部分で径 1.2m、 現状深 さ約 2.0
mである。覆土中か らの遺物の検 出はなかった。
11号井戸 (写真 26)

調査区北西側 B-3・ 4グ リッ ドに位置す る、近代の井戸である。 レンガ と石積みにより築かれ、
深 さ約 4.5m、 上面の長軸 3.5m、 短草由3.Omを測 る。上部 レンガ積 みの井戸側 は内径 2.2m、 深 さ約 2.

Omを測 る。縦 10.2cm、 横 22.5cm、 高 さ5.5cmの赤褐色の レンガを小 日積 みで26段積み上 げている。下
部の石積み も上部 と同 じく内径 2.2mを測 り、径 30～ 40cmの玉石状の 自然石 を積み上 げている。昭和 20

年代以降の機械部品が大量 に廃棄 されていた。

この遺構の北西側 10mの位置に、平成 11年 3月 まで レンガ造 りの煙突 (写真93)が残存 してお り、
同 じレンガ造 りであることか ら、九茂製糸倉1業時か らの遺構 であることが判明 した。

(3)掘立柱建物跡 (図■、写真 14)

F～ H-2～ 4に位置する、N-18°一 Eに軸をとった正方形の掘立柱建物跡である。桁行6.5m、 梁
間6.5m、 面積 42.25m2を測る。 8基 (ピ ット276・ 278。 285・ 302・ 417・ 465。 496・ 497)の柱穴はい
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ずれ も径 50～ 70cm、 深 さ約 30cmを 測 る。 6基の柱穴の底部か らは、径 20～ 40cmの扁平な自然石が確認
されている。図化 していないが、 ピッ ト497か ら16世紀代の瀬戸美濃系陶器、 さらにピッ ト298では近

世の磁器 と陶器が検 出された。建物跡は近世 に位置づ けられ るが、機能は不明である。

(4)理型ホ誦

検 出された13基は近世 ～近代の遺構である。桶部材 は腐食が著 しく、計測不能な ものが多い。

埋桶 1(図 12、 写真 27)
H-2グ リッ ドに位置す る。上部は長径約 70cm、 短径約 60cm、 下端 はほぼ円形 を呈 し、径約 50cm、
深 さ約 10cmを 測 る。桶 は径 40軸の底板が確認 され、 5枚の板材 に分割 される。著 しい腐食のため図化
で きなかったが、底板の東側上面か ら長 さ約 20cmの鎌状の金属製品が検 出され、その上 に径 15～ 25cm

の 自然石 4点が確認 された。他 に肥前系磁器 2点、陶器 1点、瓦片な ど19世紀代の ものが検 出された

が、小片のため図化 は行 っていない。

埋桶 2 (図 12、  写真 28)

E-2グ リッ ドに位置す る。上部 は楕円形 を呈 し、東側の一部 は攪乱 を受けている。上面の長径 70
cm、 短径 38cmを 測 る。下部 は長径 46cm、 短径 33cm、 深 さ約 15cm。 桶 は腐食が著 しく、径約 30cmの底板

が確認 された。図化 していないが、 18～ 19世紀代の肥前系磁器 1点 と、金属製品 (図 44-16～ 17)が

検出されている。

埋桶 3 (図 12、  写真 29)

E・ F-3グ リッ ドに位置す る。上面 は円形 を呈 し、径約 45cmを 測 る。下瑞は径約 35cm、 深 さ12cm
である。桶 は径 30cmの底板が確認 され、 2枚の板材 に分割 され る。側板 は残存 していたが、腐食が著
しく計測不能である。小片のため図化 していないが、肥前系磁器・陶器・土器・瓦など、 19世紀代の

遺物が検 出されている。

埋桶 4 (図 12、  写真 30)

I-2グ リッ ド、埋桶 12の西側 に位置す る。円形 を呈 し、上端径約 60cm、 下端径約 50cm、 深 さ約 35
cmを 測 る。底板・側板 は腐食が著 しく、計浪1不能であった。出土遺物 は確認 されていない。

埋桶 5 (図 12、  写真 31・ 38)

E-5グ リッ ドの埋桶 8の北側 に位置す る。円形 を呈 し、上端径約 45cm、 下端径約 40cm、 深 さ約 15
cmを 測 る。底板 は確認 されなかったが、厚 さ l cm前後の側板 と竹製の範が検 出されている。図化 して

いないが、肥前系磁器・甕・瓦・土管・集緒器など19～ 20世紀 にかけての遺物が検 出されている。

埋桶 6 (図 12、  写真 32)

F-6グ リッ ドに位置す る。南西側 はピッ トにより攪乱 を受ける。掘方はほぼ円形 を呈 し、上端径
約 65cm、 下端径約 50cm、 深 さ約 10cmを 測 る。底板 は腐食が著 しいが径 50cmほ どであろう。厚 さは不明

である。幅 15cm、 厚 さ l cmの側板の断片が検 出されているが、他 に遺物 は確認 されていない。

埋桶 7 (図 12、  写真 33)

G-5グ リッ ドに位置す る。円形 を呈 し、上端径約 50cm、 下端径約 45cm、 深 さ 8 cmを測 る。長 さ40
cm、 幅 7 cmの底板の断片が検出された。遺物 は確認 されていない。

'里

本誦8 (図 12、  賽弄多筆34。 38)

E-5グ リッ ドの 5号理桶の南側 に位置す る。不整形 を呈 し、 26号土坑 とピッ ト242が重複す るが、
新旧関係 は不明。上端長径約 1.lm、 短径約 60cm、 深 さ約 20cmを 測 る。底板 は腐食が著 しかったが、径

40cm程度 と推定 され る。底板 は 3枚の板材 に分割 され る。底板周辺か ら径 13～ 20cmの 自然石 7点が検

出された。遺物は緑色凝灰岩製の砥石 (図34-242)1点 と寛永通宝 (図 45-11)が検 出された。
埋桶 9(図 12、 写真 35)
H-5グ リッ ドに位置す る。ほば円形 を呈 し、上端径約 70cm、 下端径約 60cm、 深 さ約 20cmを 測 る。
桶 は径 41cmの底板が確認 された。底板 は厚 さ約 1.5cmを 浪1り 、 4枚の板 に分割 される。肥前系磁器 。陶

器製土瓶蓋・土製品・瓦など、 19世紀代の遺物が検 出されたが、珂ヽ片のため図化 していない。
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埋 桶 ]

1 階偶魯土層 操(拒～15m)4～ 5点検出。反化物焼土粒系
少量含む。

I・ 黒褐色土層 開七物者干多し。鎌状の金属製品検出。

/

�
埋 桶 5

埋 桶 6

£

♀
埋 楠 7

/

ゝ

埋 桶 9

1.灰鶏 色」目 炭rヒ物を微量含む。やや固く舗まる。
2 戻褐色土層 茨化物を少鼠宮む。やや目く締まる。
3.暗褐色土層 黄褐色土(地山)を少景含む。やや固く締まる。
4 暗褐色士層 砂分を多く含む。やや軟質。

O        m

A区埋桶 1～ 13平面図・セクション・エレベーション

~獄
匡異弄雪
だ~

埋 桶 3

1 票褐色」書 炭化物・焼土粒子微盪含む。砂分を含み国〈  1・ 閲裁雛■月 炭(1～ 2an)を多く含む。やや固く締まる。
締まる。                 2,晴 褐色土層 亦褐色土粒子を微量含む。やや自く締まる。

2 鰤 炭化物・焼土粒子微
=含
む。褐検協、やや欧貫。 3 黒掲色劇響 粘性あり。

幾

埋桶 10

埋桶 13

埋 桶 12

埋桶 11

図 12
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ナ里桶 10 (図 12、  写真 36)

B-5グ リッ ドの■号井戸東側 に近接す る。円形 を呈 し、上瑞径 56cm、 深 さ 8 cmを 測 る。底板 は径
約 40cm、 厚 さ約 1.5cmを 測 り、 8枚の板 に分割 され る。肥前系磁器 1点 と銭貨 (図 45-12)が検 出され
ている。

ナ里桶 11 (図 12、  写真 37)

H-5グ リッ ドに位置す る。不整円形 を呈 し、上端長径 70cm、 短径 58cm、 下端 は長径 60cm、 短径 40
cm、 深さ45cmを 測る。桶は腐食が著しく計測不能であった。遺物はなかった。
ナ里桶 12 (図 12)

I-2グ リッ ドに位置す る。 円形 を呈 し、上端径約 60cm、 下端径約 45cm、 深 さ約 15cmを 測 る。桶 は
腐食が著 しく、計測不能で あった。遺物 は確認 されていない。

ナ里桶 13 (図 12)

G-2。 3グ リッ ドのライン上 に位置す る。円形 を呈 し、上端径約 80cm、 下端径約 45～ 60cm、 深 さ
約20cmを 測 る。桶 は腐食が著 しく、計測不能だった。遺物 はない。

(5)土 坑
土坑 は26基が検 出されている。時期・性格の不明な ものが多いが、 8号土坑 は中世墓である。 23・
25号土坑 は近世の水利遺構、 25号土坑 は近世の地下室、26号土坑 は池跡の可能性がある。 ここでは、

これ ら径約 lmを 越 える掘 り込みをすべて土坑 に分類 し記述す る。
1 1許」三うt (区]13、  雫妻夢等39・ 67)

F・ G-2グ リッ ドのライン上 に位置す る。不整形 を呈す る近世の上坑である。 ピッ ト262・ 277。
250と の重複関係 については不明であるが、ピッ ト278に切 られ る。長軸 1.65m、 短径 0.7m、 深 さ20cm

を測 る。遺構検 出段階において肥前系磁器・瀬戸系陶器・土鍋 など19世紀代の遺物が礫 を伴 って多数

出土 した。上層 を除去 した段階で、N-73°一 Eに軸 をもつ長 さ約 1.9mの石列が検 出されている。その
間か ら19世紀代の桟瓦が多数出上 した。19～ 20世紀前半の遺構であるがギ隆格 については不明である。

出土遺物 (図33-226～237)は、いずれ も18～ 19世紀代 に比定 され る。長皿 (227)は焼継 ぎが見 ら
れ る。鉢 (228)は 19世紀代の肥前磁器である。小壺 (232)、 小鍋 (233)、 土釜 (234)、 鍋 (235)な
どは台所用品である。軒平瓦 は、寄棟部分 に使用 され る三角形の瓦である。唐車文 と菊文が見 られ、

19～ 20世紀前半にかけての瓦 と考 えられ る。

2号土坑
B-3グ リッ ドに位置す る。 ピッ ト35に切 られ る。楕円形 を呈 し、長径 0.9m、 短径 0.6m、 深 さ約
25cmを 測 る。上面か らは径約 10～ 25cmの 自然石多数検 出され、覆土か ら縄文土器 。肥前系磁器・瀬戸

系陶器・瓦・銭貨 (図45-8～ 9)が検 出された。 これ らの遺物の図化 は行っていない。遺物か ら18
世紀以降の上坑 と考 えられ るが、性格 は不明である。

3号土坑 (図 13)
B-4グ リッ ドに位置す る。12号溝 とピッ ト88,89に切 られ る。楕円形 を呈 し、長径 1。 lm、 短径 0。
7m、 最深約 0.4mを測 る。上面では径約 20帥の 自然石 8点が、底部か らは径 35cmの扁平な石 1点が検
出された。暗黒褐色上の覆土中には、部分的に炭化物の堆積が確認 され、 16世紀代 に比定 され るかわ

らけ 5点が出上 した。土坑 は近世以前に位置づ けられるが、性格 については不明である。
4号上坑 (図 13)

C-4グ リッ ドに位置す る。 12号溝 を切 って検 出された。楕円形 を呈 し、長径約 0.73m、 短径 0.64
m、 深 さ0。 66mを 測 る。暗黒褐色上の覆土か らは、径約10～ 20cmの 自然石が検出されたが、遺物 は未
検出である。時期 。′l■格 については不明である。

5号上坑 (図 15)
D-5グ リッ ドに位置す る。 21号土坑 を切 る。楕円形 を呈 し、長径約 0.9m、 短径 0.4m、 深 さ15cm
を測 る。覆土 より径 10～ 15cmの 自然石数点が確認 された。遺物 はな く、時期・性格 は不明である。
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1号土坑検出状況 1号土坑石列検出

図 13 A区 1号・3号。7号土坑平面図。エレベーション

3号土坑

7号土坑
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6号土坑
E-4グ リッ ドに位置す る。東狽Jは攪乱 を受けている。楕円形 を呈 し、長径約 1.lm、 短径 0.54m、
深 さ17.5cmを 測 る。黒褐色上の覆土か らは、 17～ 18世紀の肥前磁器 1点 (図38-287)が検 出された。
遺構 は18世紀以降に位置づ けられるが、性格 は不明。

7号土坑 (図 13、 写真 40)

F-4グ リッ ドに位置す る。楕円形 を呈 し、12号溝及び ピッ ト307・ 315に切 られ る。 N-50° 一 Eに
軸 をもち、長径 0.9m、 短径 0.7m、 深 さ約 0.5mを測 る。上坑底部か ら径 45cmの扁平な自然石が出土 し
た。遺物は、 16世紀代の瀬戸美濃系陶器片 と北宋銭 (図45-10)が検 出されている。 16世紀代の遺構
であるが、性格 は不明である。

8号土坑 (図 14、 写真 41・ 68)
G-5グ リッ ドに位置す る。楕円形 を呈す る中世の上坑墓である。北側 はピッ ト339、 南側 は溝跡 に
切 られる。N-21°一 Eに軸 をとるもの と考 えられ、長径 0.85m、 短径 0.60m、 深 さ約 0.2mを測 る。遺
構】ヒ側でイま人骨頭吉[と 歯、 中央書[か ら銭貨 3枚 (図45-5～ 7)、 南側 よりかわ らけ (図34-238)が
検 出されている。覆土か らは、15～ 16世紀の白磁片 (239)が 1点検 出された。

9号土坑 (図 14)

G-5グ リッ ドに位置す る。楕円形 を呈 し、長径約 0.9m、 短径 0.65m、 深 さ約 17cmを 測 る。覆土は
暗黒褐色上であ り、かわ らけ と土器の小片 と、釘 (図 44-15)が検 出された。遺構の時期・性格 は不
明である。

10号土坑 (図 14)

I-4グ リッ ドに位置 し、遺構上面 は近代の攪舌Lを 受 けていた。楕円形 を呈 し、長径約 0.8m、 短径
0.6m、 深 さ約 43cmを 測 る。土坑 内か らは、径 30cmの扁平な自然石が確認 されている。遺物 は検出され

ず、遺構の時期・性格 は不明である。

11号上坑 (図 14)

G-6グ リッ ドに位置す る。楕円形 を呈 し、遺構 内には円形の ピッ トが確認 されている。長径 0.85
m、 短径 0.75m、 深 さ約 18cmを 測 る。 ピッ トは径 8 cm、 深 さ約 15cmである。かわ らけ 。月巴前系磁器・
瀬戸系陶器 。平瓦 など19世紀代 を下限 とす る小片が検 出されている。遺構の1生格 は不明である。

12号上坑

G-6。 7グ リッ ドのライン上 に位置す る。円形 を呈 し、径約 1.lm、 深 さ約 25cmを 測 る。検 出段階
において、上面 に径 5～ 25cmの集石が見 られた。肥前系磁器 。悟鉢・平瓦・丸瓦 。焼土塊が出上 した。

遺物の一部 は熱 を受けている。近世段階に位置づ けられるが、遺構 の性格 は不明である。

13号上坑 (図 14)

H-9グ リッ ドに位置す る。N-73°一Wに軸 をもつ、隅九長方形の上坑である。上面 は削平 を受け
てお り、東西約 1.Om、 南北 0.7m、 深 さ約 0。 lmを測 る。 ピッ ト666に切 られ る。土ユ克内か ら瓦 などが
検 出されてお り、近世の遺構 と判断 され る。

14号土坑

G-1グ リッ ドに位置す る。ピッ ト261に切 られ、西側 は近代の攪乱 を受けている。円形 を呈 し、径
約 1.5m、 深 さ約0.4mを 測 る。肥前系磁器・瀬戸系陶器・かわ らけ・瓦・蒔絵櫛な ど近世遺物の小片
が検 出されている。

15号土坑

G-3グ リッ ドに位置す る。埋桶 3。 13に近接 し、近代の28号溝 に切 られ る。隅丸方形 を呈 し、長
軸 0.9m、 短車由0.85m、 深 さ約 13cmを 測 る。遺物 はな く、遺構の時期・性格 は不明である。

16号上坑

H-4グ リッ ドに位置 し、10号溝の東側 に平行 して検 出された。長軸 1.13m、 短車由0.4m、 深 さ15cm
を測 る。遺物 はな く、遺構の時期・性格 は不明である。

17号土坑

F-6グ リッ ドに位置す る。1ヒ狽1は攪舌とを受 け、 ピッ ト373に切 られ る。長車由1.2m、 短車由0.6m、 最
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炭化物・砂粒多量含む。やや軟質 (ピ ツト)

黄褐色砂粒含む。やや軟質。  (ピ ツト)
黄褐色粒子をやや多量含む。やや圏く締まる。 (溝跡?)

黄褐色粒子少量含む。やや固く締まる。

黄褐色粒子微量倉む。やや固く締まる。

黄褐色粒子多霊含む。やや固く締まる。

黄褐色粒子少量含む。やや固く縮まる。かわらけ破片 銭貨出土。

2815

]]号土坑

2816

1,淡 黄褐 色土層

2,黒 褐 色 土 層

3,黒 褐 色 土 層

4,灰 黄褐 色土層

5,黒 褐 色 土 層

8,黒 褐 色 上 層

7,黒褐色シルト層

土坑
黄褐色粒子・白色粒子を多量含む。やや固く締まる。

黄褐色粒子多量含む。やや粘質があり、固く綺まる。

やや軟質。

黄褐色粒子微量含む。やや固く縮まる。

黄褐色粒子 自色粒子少量含む。やや固く締まる。

黄褐色粒子微量含む。やや固く締まる。

黄褐色粒子微量含む。やや固く締まる。

＼
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0                       1m

図 14 A区 8号 。9号 。10号 。11号・13号土坑平面図・セクション・エレベーション

iO号土坑
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深 10cmを 測 る。 16世紀代の瀬戸美濃系鉄釉陶器・土製播鉢・近世瀬戸系陶器・瓦・土器な どの小片が

検 出された。近世 18世紀以降の土坑であるが、性格 は不明。

18号土坑

H-6グ リッ ドに位置す る。15号溝 を切 り、ピッ ト194・ 604・ 7211こ切 られ る。東側 は攪舌しを受けて
いる。北側 19号土坑 との重複関係 は不明。長方形 を呈 し、N-21°一 Eに軸 を持つ。長軸 2.6m、 短革由0.
58m、 深 さ20cmを 測 る。覆土は炭化物 と砂分 を少量合む黒色粘質上で、遺物 は検 出されていない。土

坑の時期・性格 は不明である。

19号土坑

H-8。 9グ リッ ドのライン上 に位置す る。東側の18号土坑 との重複関係 については不明である。
南北 1.5m、 東西 0.8m、 深 さ27cmを 測 る。中世のかわ らけ小片や近代の レンガ片などが検 出されてい

る。遺物か ら近代の遺構 と考 えられ る。

20号土坑

I-6グ リッ ドに位置 し、西側 は1覺舌とを受 ける。長車由0.7m、 短車由0.4m、 1朱 さ 5 cmを波Jる 。遺物 は
未検 出であ り、時期・性格 は不明である。

21号土坑 (図 15、 写真 42)

D-4・ 5グ リッ ドのライン上 に位置す る。 N-21°一 Eに主車由をとる。 ピッ ト225。 226。 228。 229
及び 5号土坑 に切 られるが、ピッ ト231～ 233と の重複関係 は不明。隅丸方形 を呈 し、径約 1.9m、 深 さ

約 15cmを 測 る。出土遺物 (図34-244～ 247)イま、18世紀代以降に比定 される。土製品 (247)イよ明和 9

年 (1765)～ 天保元年 (1830)に鋳造 された「南僚二朱銀」の模造品である。中世の瀬戸美濃系陶器・

桟瓦・焼土塊 も検 出されている。遺物の一部 には焼継 ぎが見 られ、 19世紀代 に廃絶 した土坑 と考 えら

ヤとる。

22号土坑 (図 15、 写真 42・ 69)

D-5グ リッ ドに位置す る。N-21°一 Eに主軸 をとる長方形の遺構である。ピッ ト235に切 られ、244
を切 る。ピッ ト227と の重複関係 は不明である。長軸約 1.9m、 短草由約 1.3m、 深 さ約 35cmを 測 る。北東

隅が一部突出す る。内部 は平坦面であるが、北西隅にテラス状の段差がある。

出土遺物 (図35-248～ 263)イよ、いずれ も18～ 19世紀代の遺物である。肥前系赤絵磁器 (250)・ 香

合 (251)な どは、武士層など比較的上層階級の所持品 と考 えられ る。散 り蓬華 (252)は 18世紀後半か

ら出現 した器種である。瓦 (260～ 263)の ほか土坑内か ら大量の桟瓦が検 出されている。遺物の器種

構成や大量の瓦が検 出されたことか ら、武家屋敷の建物 に伴 う19世紀代の遺構 と推定 され る。

23号土坑 (図 16、 写真44,45。 47・ 70)

G-7・ 8・ 9グ リッ ドに位置す る。攪舌Lの ため遺構の全容は把握で きなかった。 13・ 15号溝 を切
り、 4号溝 に切 られている。N-17°一 Eに軸 をもち、南北 8.Om、 東西は北側で 1.5m、 南側で2.5m、

深 さ約0.5mを測 る。底吉[は。平坦で、25号土坑 とほtF同 レベルである。覆土_L面 は礫 に覆わヤと、礫内か

ら近世遺物が大量 に検 出された。遺構下層部 は25号土坑 と類似す る粘土質の堆積層である。

出土遺物 (図36-264～ 280)イよ18～ 19世紀代 にかけての ものが主体で、かわ らけ 。肥前系磁器・瀬

戸系陶器 。堺製播鉢など生活用品が多 く検 出された。焼塩壺 (278。 279)イよ18世紀代 に比定 され るも

の と考 えられ る。瓦 はいずれ も小片のため図化 していないが、 19世紀代の桟瓦である。25号土坑 と、

土層の堆積状況や遺物の時期などに類似性が見 られる。

24号土坑 (図 15、 写真 43～ 44)

G・ H-6グ リッ ドに位置す る。N-69°一 Wに軸 をもち、長軸約6.5mを測 る長方形の大規模土坑で
ある。重複関係 については東西方向の■号溝 (近世 )と 21・ 22・ 23号溝 (時期不明 )、 南北方向の 10号

溝 と13・ 15号溝 (時期不明 )、 ピッ ト634・ 635・ 636を切 り、ピッ ト609と 28号溝 に切 られ る。ピッ ト605・

608・ 615・ 616・ 617・ 618・ 619。 620。 714の 重複関係 については不明である。遺構 は 2基の方形プ ラ
ンにより構成 され る。東側部分 は東西 4.Om、 南北 3.6m、 i朱 さ糸90。 7mを測 る。南壁か らは長 さ約 lm
の杭が検 出された。両プ ランの時期差 については不明である。西側部分 は2.5m四 方の方形 を呈 し、最

深 0.25mを測 る。両プ ランの段差部分北側 には階段状のステ ップが見 られる。
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0           1m

炭化物少量含む。やや固く締よる。

礫 漆喰夢塁含む。固く怖まる。
黄掲色粒子多量含む。やや固く締よる。

小石 明赤掲色粒子微望含む。やや固く縮まる。
炭化物 明赤掲色粒子 砂粒少量含む。やや目〈締よる。

炭化物 本片多霊含む。瓦混入。軟質。
炭化物少量含む。やや軟質。
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露

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒 色 砂 質 層 黄色、赤掲色土粒子少量、砂礫多量含む。
黒褐色粘質土層 黄色、赤褐色土粒子微望、炭イし物 焼土粒子 石少粒夢堅含む。

近代遺物混入。

砂礫少量 炭イヒ物 焼土粒子 砂粒多量含む。やや国〈綸まる。  2825

5嶺顎と1妄彬協:路とそ写戸霰托多≧督思F常、目:掃gB:  N~
炭化物 焼土粒子彼量、砂粒多量含む。やや固く締まる。磁器検出。

炭化物 暁土粒子 砂粒少量含む。軟質。
炭|ヒ物 焼土粒子少量、砂擦多量含む。ややlgく 、軟質。
炭化物 焼上粒子少量、砂礫微量倉む。やや締まる。

黄褐色土粒子少堅、砂礫微璽含む。固く締まる。

高解 壷掃 ピ 縄 詠 。塙 縄 齢 跳  N
貢褐色土粒子微量、炭イヒ物多量、土層下部に砂際多量含む。粗い。
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,4.黒褐色粘質土層

凹 幽 凹 艘 凹 凹 凹 凹

dご草ご草」せg
〒
些駕二暮二怪怪怪

15,票 褐 色 土 層

16,黒 色 粘 質 土層

17,黒 色 粘 質 土層

18.黒 色粘 質 土層

19,黒 褐 色 土 層

20,黒 掲 色 土 層

2+,黒  色 土 層

2816.   ,

1,掲 灰 色 土 層

2,褐灰色粘質土層
3,灰 黄掲 色土 層
4.黒 褐 色 土 層
5,灰 貢掲 色 土層
6,褐灰色砂質土層
7.褐灰色粘質土層
8,淡 黄掲 色 土層
9,褐灰色粘質土層
10,黒 掲 色 土 層

11,晴 褐 色 土 層

12,淡 茉掲 色土 層

13,皓褐色 tlN質土層

14,黒 色 粘 質 土層

本掲色粒子 小礫多塁、炭化物少量含む。やや軟質。
小礫 木片多璽含む。軟質。
黄褐色粒子 砂粒多望倉む。やや軟質。
掲灰色土 砂粒少望含む。やや軟質。
赤褐色砂粒含む。やや軟質。

明赤褐色粒子微量含む。竹材混入。軟質。

明芥掲色砂粒微量含む。やや固く締まる。

砂粒少量含む。やや軟質。

黄褐色ブロック混入。やや固く締まる。

砂粒多璽含む。やや軟質。

黄掲色粒子多量含む。やや固く締よる。

やや固く締まる。

黄褐色粒子多量含む。やや固く締まる。

明赤褐色粒子少量含む。国く締よる。

③⑬

図15 A区 5号 。21号・22号 。24号上坑平面図・セクション

Ш。
⑤

③

③
〔
）

0               2m

艶̈ 知
磁/

焼土粒子 砂礫微望含む。国 <締まる。
砂礫微量含む。鉄分微量沈着。国く締よる。

反化物 境土粒子 V/礫 黄掲色土粒子微雪含む。やや国く締よる。    _
炭イし物 砂礫微量含む。やや軟質。            O
焼土粒子・砂礫 貢褐色土粒子微璽含む。国く締まる。   メ

」動

囀
卿巧頚
硼〉

―
Ｉ

Ш

Ｏ
一駕

-27-



14号馬

1,黒

2,黒

層

層

土

土

色

色

炭化物。焼土粒子、鉄分少量含む。固く締まる。

粘性あり。やや固く締まる。

◎

◎

ヘ

i5号溝

1,灰 黄褐色土層

2,黒 褐 色 土 層

3,黒 褐 色 土 層

4,褐 灰 色 土 層

5,黒褐色シルト層

6,黒 褐 色 土 層

7,黒褐色シルト層

B,黒 褐 色 土 層

9,黒 褐 色 土 層

10,黒捐色シルト層

明赤褐色粒子微量含む。やや固く締まる。

明赤褐色粒子・鉄分少量含む。やや固く締まる。

鉄分夕量含む。固く締まる。

明赤褐色粒子・炭イヒ物少量含む。やや固く縮まる。

鉄分少量含む。やや軟質。

炭化物微量含む。やや固く締まる。

黄褐色粒子極微量含む。やや軟質。

明赤褐色粒子・炭化物微量含む。やや固く締まる。

やや軟質。

灰オリーブ色シルト混入。やや軟質。

0               2m

代

13号溝

3  5

1,黒 褐 色 土 層 炭イと物・暁上粒子、黄褐色土ブロック少量含む。砂分若干多く固く縮まる。

2,黒 色 粘 土 層 u10～ 30cmの石多く含む。瓦、陶磁器など江戸時代後期の遺物検出。

3,黒 褐色粘土層 反化物・焼土粒子微量含む。砂分と黄褐色土ブロツク若干混入。固くよく締まる。

4,黒 褥色粘土層 炭化物・焼土粒子微量含む。砂分少量と黄褐色土ブロツク多く含む。黒色粘土多く固く締まる。

5,暗掲色粘土層 4層と類似するが黒色粘土は少ない。

8,暗 褐色粘土層 5層とほぼ同一層。
7,暗 褐色粘土層 砂分と赤褐色の沈着物混入。やや固く綺まる。
8,黒 褐色粘上層 炭化物微量含む。やや固く締まる。
9,黒 褐色粘土層 炭化物微量、砂分少量含む。やや固く締まる。
10,黒掲色粘質土層 炭化物・焼土粒子微量含む。砂分と黄褐色土粒子混入。固く締まる。

図16 A区 23号・25号 上坑平面図・セクシヨン、14号溝セクション

―
―

＜

23号 土 坑
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12号溝

26号 土 坑

◎◎

27号溝

D◎ ①
。翌翌D′

黒 掲 色 砂 層 粒子の細かい砂層。平瓦検出。          (8号 溝の埋土層)

淡黄褐色砂層 粒子の細かい砂層。金増付かわらけ (図⊇240)出 土。(8号溝の埋土層)
黒褐e粘土層 炭化物、焼土粒子少霊含む。固くよく締まる。   (12号溝の埋土層)
黄 褐 色 土 層 地山層。

黄褐色と黒色の砂分多く、炭化物、焼土粒子少量混入。

赤褐色の沈着物を右干含む粘質土。炭化物、境土粒子少量混入。

炭化物、焼土粒子微量含む。締まりあり。

鉄分の沈着付を多く含む。砂、炭化物は3層より少なく、やや締まりはゆるい。

名
丞 塾

oA′

oC′

A―・

B一―・

2813バ

９
号
溝

層

層

層

層

土

土

土

土

色

　

色

色

褐

色

褐

褐

黒

黒

黒

黒

1,黄 灰 色 土 層 炭化物を少霊含む。やや固く締まる。
2,黒 掲 色 土 層 小石、炭化物を多く含む。漆喰検出。
3,皓オリープ褐色土層 炭イヒ物、黄色土ブロックを少量含む。
4,黒 掲 色 土 層 僚、瓦多く、炭化物少量含む。やや固く締まる。
5,灰 黄褐色土層 灰色土多く、炭化物微避含む。やや国く締まる。
6,灰褐色粘質土層 葵褐色土ブロックを微量含む。国く締まる。
7,灰 黄褐色土層 云褐色の沈着物を少量含む。やや固く締まる。
8,淡葵褐色土層 砂分を多く含む。やや軟質。
9,黒褐色粘土質 明赤褐色の沈着物を微量含む。やや固く締まる。

0              2m

図17 A区 26号土坑、8号清平面図・セクション・石列側面図
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遺構 は19世紀代 に廃絶 した もの と考 えられ る。東側部分の遺構底部 には粘質土が多 く堆積 している

が、遺構 か らタト菩Бへの排アl(機能 を伴 う溝が確認 さF/Lて いを■ こヽと、 さらに「皆段】犬の段差があることか
ら、東京の近世遺跡で多 く確認 されている地下室遺構である可能性 も考 えられ る。

覆土か らは、18～ 19世紀代の遺物 (図37-281～ 286)が検 出された。図化 していないが肥前系磁器 。

小杉茶碗・瀬戸系陶器・土瓶蓋・平瓦・桶 など、主に19世紀代の生活用品の小片が多数出上 している。

25手謗三L七花 (匝�16、  雫茅要筆44・ 46)

F-8・ 9グ リッ ドに位置 し、 14号溝 を切 る。遺構西・南側が攪乱 を受けるているなど、遺構の金
容はす巴芋屋で きなかった。上面 はN-45°一Wに軸 をとり、1条 さ糸与50cmを 測 る。下端 には径約 3 cmの杭 6
本が、40～ 60cm間隔で検 出された。遺物 (図38-288～ 297)イよ、 16世紀代か らの近世の所産で、小杉

茶碗 (288)。 肥前系磁器碗 (293)な ど19世紀代の ものが多い。かわ らけ 。肥前系磁器 。瀬戸系陶器・

堺製橋鉢・桟瓦などの小片 も検 出された。

23号土坑 と同様 な粘質土が堆積 し、杭が確認 されたことか ら、両土坑 は一体の水利遺構 と考 えられ

る。 19世紀代の遺物 を含む礫 に覆われてお り、 この時期 に埋設 された もの と推定 される。

26手妻ニヒtt (膠コ17)

DoE-4・  5グ リッ ドに位置 し、 南側 は攪舌Lを 受 けてヤヽる。 耳ヒ狽Jの平面プ ランイ剤勝子状 を呈 し、
長車由約 4.3m、 深 さ約 0.5mを測 る。遺構 中央部か ら長 さ1.4mに わた り石列が確認 された。雁ラ可は南叡↓
に面 を持 ち、加工 された径 20～ 40cmの安山岩 4石が出土 した。石列の裏込め部分か ら自然石や 19世紀

代の桟瓦 などが多数検 出された。遺構西側 には、桟瓦 を多数合む瓦溜 ま りが存在 した。桟瓦の出土は、

遺構の廃絶時が 19世紀代であることを示唆す る。遺構北東隅には 7号溝が見 られ、遺構底部 に粘土質
が堆積す ることか ら、池などの水利遺構 と考 えられる。

(6)ピ ッ ト

727基が検 出された。掘立柱建物跡の柱穴 として (ピ ッ ト276・ 278。 285。 302・ 417・ 465。 496・ 497)

が確認 された。ピッ ト533か らは12cm四方の角柱 (写真 72)が検 出されている。杭や底部 に扁平な自然

石が据 えられたピッ トもあるが、規則的な配列 は認め られない。他の ピッ トは、別掲 「A区 ピッ ト観
察表」にまとめた。

(7)そ の他

石積遺構 (図 18、 写真 48)

森下小路側 の C-1・ 2グ リッ ドに位置す る。2.8m四 方のプ ランで、内法 は南北 1.85m、 東西 1.95
m、 高 さ約 lmを 測 り、 5～ 6段の石積みが囲続 す る。石積みは径約 25～ 30cmの玉石状の 自然石 を、
落 とし積 みでほぼ垂直に積む。底部か ら80cmの位置には、径約 25cm、 長 さ lmの土管が南側の側溝ヘ
通 じる。内部か ら径約 7 cmの杭が 2本直立 して検 出され、黒褐色泥質上が多 く堆積 していた。集緒器・

招輪など製糸工場設備の部品や、靴・缶・瓶 など大正～昭和時代の遺物が検 出されている。遺構 は、

堆積土 と土管等か らか ら、汚水沈殿池等の機能 を備 えた製糸工場の水利施設 と考 えられ る。

支柱状遺構 (図 18、 写真 49～ 50)

森下小路側 F・ E-1に 位置す る近代の遺構である。 1・ 3号溝 を切 り検出された。支柱 間は3.7m
を測 りほぼ道路 と平行す る。長 さ1.2～ 1.5m、 1条 さ30～ 40cmの十字】犬の掘 り込みに、中冨10cm、 長 さ1.

0～ 1.lmの角材 を十字状 に組み、その交点に相穴 を穿ち径 20cmの円粧が垂直に据 えられている。円柱
は四方か ら長 さ約 40cmの木片により支 えられ、上面 には径 20～ 30cmの 自然石が据 えられていた。周辺

か らは近代の遺物が検 出されていることか ら製糸工場関連の遺構 と考 えられ る。

(8)遺物観察表
A区出土遺物 を、別掲の表 にまとめ、一覧化 した。
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石積遺橋

支柱状遺構

0          1m

図 18 A区石積遺構・支柱状遺構
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表l A区 ビット観察表①
番号 位置 平面形 長径 短径 ,朱さ 出土遺物・重複関係

1 B-1 楕円形 底部に平石 1号溝に切られる

2 C-1 円形 1号溝に切られる

3 C-1 円形

4 C-1 円形 5を切 る

5 C-1 不整円形 41こ切 られる

6 B-2 円形 頼戸美濃系 鉄釉悟鉢 焼土塊

7 B-2 惰円形 土器 焼土塊

8 B-2 円形 かわらけ

B-2 惰円形 底部に操 10を切る

B-2 惰円形 9 9に切られる

B-2 不整円形
B-2 円形 7 かわらけ

C-2 不整円形 3号井戸に切 られる

B-2 楕円形
B-2 円形

B-2 円形 かわらけ

B-2 円形 かわらけ

C-2 楕円形 かわら1)20号溝に切られる

C-2 円形 20号澪に切 られる

C-2 円形 暁土塊

C-2 円形

C-2 楕円形 7

C-2 円形

C-2 円形

C-2 円形 底部に平石

C-2 楕円形
B-3 円形

B-3 楕円形 絢器 (大窯 3)上部に礫
B-3 円形 5

B-3 不整円形
B-2 円形 9

B-3 円形

B-3 円形

B-3 円形

B-3 不整円形 2号土坑を切 る

B-3 染付(近代)平瓦(近代)10号井戸に切られる

C-2 円形

B-1 円形 暁土塊 1号溝に切られる

C-3 円形 焼土塊 20号溝を切る

C-3 円形

C-3 円形

C-3 円形 20号溝を切る

C-3 円形 底部に礫 20号溝を切る

B-3 楕円形
B-3 不整円形 8号井戸に切 られる

B-3 円形 焼土塊

C-3 楕円形
C-3 円形 9 かわらけ 土器

C-3 円形 かわらけ

C-3 楕円形 土器 炭化肋 焼土塊 20号溝を切る

C-3 楕円形 染付 (近世)土器
C-3 円形 かわらけ 焼土塊

C-3 椿円形 底部に平石

C-3 不整円形 20号溝を切る

C-3 楕円形
C-3 楕円形
C-3 円形

B-3 円形

B-3 円形

C-3 円形

C-4 円形 かわらけ

番号 位 置 平面形 長径 短径 ,朱 さ 出土遺物・重複関係

B-4 円形 かわらけ 焼土塊 上部に礫

B-4 円形 平瓦 (近世)上部に礫
B-4 楕円形
B-4 楕円形 12号溝に切られる

B-4 楕円形 かわらけ 底吉日に撰

B-4 楕円形
C-3 楕円形 上部に礫 20号溝を切る

C-4 宥円形 ? 底部に平石 8号井戸に切られる

C-4 円形 ? 4

C-4 円形 かわらけ

C-4 円形

C-4 楕円形 底部に礫

C-4 円形

C-4 楕円形
C-4 楕円形 かわらけ

C-4 楕円形 78に切 られる

C-4 楕円形 77・ 163を切 る

C-4 円形 6

C-4 楕円形 土器 (香炉形)焼土塊 底部に礫
C-4 円形

C-4 円形

C-4 円形 上部に礫

C-4 楕円形 焼土塊 上部に礫 18号溝を切る

C-4 不整円形 上部に礫

B-4 楕円形 」二言円|こ程製

B-4 楕円形
B-4 惰円形 3号土坑を切 る

B-4 不整円形 3号土坑を切 る

B-3 10号井戸に切られる

B-4 楕円形 12号溝に切 られる

B-4 不整円形 底部に礫 12号溝を切る

B-4 円形 底部に礫 12号溝を切る

C-4 楕円形 かわらけ 陶器 土器 焼土J/■

B-3
C-4 円形

C-4 惰円形 かわらけ 焼土塊 底吉Fに礫

C-4
C-4 円形 底部に礫

C-4 楕円形
C-4 円形 底部に礫

C-4 楕円形
B-4 楕円形 かわらけ 陶器 悟鉢 底部に礫

B-4 円形

B-4 楕円形 17号溝を切る

B-4 桔円形 17 17号溝を切る

B-4 不整円形 かわらけ 焼土塊 17号溝を切る

C-4 円形

C-4 円形 焼土1/E

C-4 円形 17号溝を切る

C-4 円形

C-5 円形 かわらけ

C-5 楕円形 17号溝を切る

C-4 楕円形 陶器 平瓦 (近世)

C-4 楕円形
C-5 不整円形
B-4
B-5
B-4 楕円形 平瓦 (近世)120,726を 切 る
B-4 不整円形 4 119に切 られる

B-5 円形 かわらけ 焼上塊

C-5 円形 焼土塊
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表2 A区 ピット観察表②
呑号 位置 平面形 長径 短 径 i条 さ 出土遺物・重複関係

C-5 円形 かわらけ 土器 207に切られる

C-5 円形 6

C-5 円形

C-5 円形 5

127 C-5 円形 8

B-5 惰円形 かわ らけ 土器 底部に平石

B-5 不整円形 底部に映

B-5 不整円形
1 B-5 円形 底部に礫

C-5 不整円形
C-5 円形

C-5 円形 18号溝に切られる

C-5 楕円形
C-5 円形 土器 焼土塊

C-5 楕円形
C-5 不整円形
D-1 楕円形 17

D-1 楕円形
D-1 円形 弦器 (近世 )

D-1 円形

D-1 円形

D-1
D-1 11 5号溝を切る

B-3 楕円形
D-1 土器

D-1 不整円形 杭 5号溝を切る

D-1 円形 5号溝を切る

D-1 不整円形 6

D-1 楕円形
D-1 楕円形
E-1 楕円形
E-1 楕円形
E-1 楕円形 平瓦 (近世 )

E-1 楕円形 4

E-1 円形 平瓦 平桟瓦 (近世～近代)

E-1 円形

E-1 楕円形
E-1 円形 土器 平瓦 桟瓦 杭 161を切る

E-1 円形 1601こ切 ら/Lる

B-3 楕円形 J二言卜|こを整

C-4 円形 続土塊 底部に礫 78に切られる

B-4 不整円形 上部に礫 17号溝を切る

E-2 楕円形 9

E-2 不整円形 茨釉陶器 杭

E-2 楕円形 底部に平石

E-2 不整円形 かわらけ

F-2 不整円形
E-2 円形

7 E-2 円形 6号溝に切られる

E-2 円形

7 D-2 円形

7 D-2 不整円形
7 D-2 楕円形
7 D-2 楕円形 12

7 D-3 楕円形
D-3 惰円形 6 19号溝に切られる

D-3 楕円形 7

D-3 楕円形 17

8 D-3 円形 磁器 (近世 )

D-3 楕円形
D-3 楕円形

番 号 位 置 平面形 長径 短径 ,朱 さ 出土追物・重複関係

D-3 円形 6

185 E-3 楕円形
E-3 かわらけ 瓦 土器

187 E-3 桔円形 陶器 土器 染付

E-3 円形

E-3 円形

E-3 円形 4 レンガ

E-3 円形

E-3 円形 12 か 男うら t,

E-3 円形

E-3 円形 土器 18号土坑を切る

E-3 不整円形 土器 平桟瓦

E-3 円形

B-4 楕円形 10

E-3 不整円形 頼戸美濃系陶器 かわらけ

E-3 楕円形
E-3 円 形 かわらけ 底部に平石

E-3 円形

202 E-3 円形

E-3 楕円形 土 器

E-4 円形 底部に礫

205 E-4 円形 括 鉢

C-4 不整円形 9 17号溝を切る

207 C-5 円形 123を 切る

E-4 脩円形 6

E-4 楕円形
E-4 円形

D-1 円形

212 E-4
E-4
E-4 円形

E-4 円形 9

E-4 惰円形
D-4 楕円形
D-4 惰円形 かわらけ 土器

C-5 円形 17号溝を切る

E-4 楕円形 底部に平石 瓦 8号溝に切られる

E-4 6

222 E-4 不整円形 陶器 土器 底部に礫

223 E-4 不整円形 9 21号土坑を切る

E-4 円形

225 D-4 円形 外面鉄釉陶器(近世)21号土坑を切る

D-4 円形 21号 土坑を切 る

227 D-5 円形

228 D-5 円形 13 21号 土坑 を切 る

229 D-5 不整円形 21号土坑を切る

D-1 磁 器

D-5 円形 土器 底部に礫

232 D-5 円形 土器 かわらけ 土鍋 底部に礫

D-5 円形 染付 平瓦 (近世)底部に礫
D-5 楕円形
D-6 楕円形 壼部に礫 22号土坑・236を切る

D-5 円形 磁器 (貫入 近世)底部に礫

237 E-5 不整円形
E-5 不整円形 土器 焼土塊

E-5 惰円形
D-5 楕円形 土器 染付(タ コ唐草)底部に礫

D-5 円形 釘 磁器 陶器 瓦 底部に礫

E-5 不整円形 暁土塊

D-5 円形

D-5 円形 22号土坑に切 られる
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表3 A区 ビット観察表③
番 号 位 置 平面形 長径 短 径 i朱 さ 出土遺物・重複関係

D-5 不整円形 丸皿(大窯2)陶器青磁瓦底部に礫

D-5 不整円形 7

E-5 円形

E-5 不整円形 土製品 水晶

E-5 楕円形
250 G-2 円形

E-5 円形 底部に礫

E-5 円形

253 E-5 円形 土製品 (釘付着 )

E-5 不整円形 底部に礫

255 E-5 楕円形
F-1 楕円形 底部に礫 瓦 杭

E-5 11

E-5 楕円形
-1 円形

3-2 不整円形 涯ミ吉隅に程壁

3-2 円形 尭土塊 底部に礫 杭 14号土坑を切る

3-2 円形 12

-2 楕円形 底部に礫

-2 円形 底部に礫

3-2 不整円形
3-2 楕円形

267 G-2 FEl形

-2 不整円形

3-2 円形

270 3-2 円形

3-2
272 -2 楕円形 かわらけ

273 -2 惰円形

-2 不整円形 かわらけ天目茶碗焼土塊 赤絵染付

3-2 不整円形
276 3-2 円形 底部に平石

G-2 不整円形 磁器平瓦(近世)278を切り396に切られる

278 G-2 円形 平石 1号土坑を切り2771こ切られる

-2 楕円形

3二 2 円形

3-2 円形 先土塊

3-2 円形

-2 不整円形

F-1 不整円形 上部にltX杭

3-3 楕円形 旬器 染付 磁器 釘

F-4
"わ

らけ土器焼土塊 307・ 308に切られる

F-5 円形

-3 楕円形 15

F-3 円形 土器

F-3 不整円形 弦器

F-5 円形 11

G-3 不整円形 院土塊 底部に礫

G-3 不整円形
F-3 円形 17

F-3 不整円形
F-4 円形

F-4 円形

G-4 不整円形 染付 陶器 平瓦

G-4 円形

F-4 円形

F-4 不整円形
302 G-4 円形 底部に平石

G-4 不整円形 五輪塔 (火輪 )

G-4 円形 9 磁 器

F-4 楕円形

番号 位 置 平面形 長径 短径 i条 さ 出上遺物・重複関係

F-4 円形

307 F-4 不整円形 5 染付平瓦(近世)286.308,7号 土坑を切る

F-4 不整円形 上器 286を 切 り3071こ 切 られる

309 F-4 円形

G-4 不整円形 12号溝を切 る

G-4 楕円形 染付

G-4 円形

G-4 円形

G-4 円形

F-4 不整円形 砥石 平瓦 (近世)7号土坑を切る
G-5 楕円形
F-5 円形

F-4 不整円形 陶器 染付

E-4 不整円形
E-4 不整円形 6

E-4 不整円形 白磁 土鍋

322 F-4 惰円形
F-4 円形

F-4 不整円形
F-4 円形 13

F-4 円形 石英

327 F-4 楕円形
F-4 楕円形
G-4 楕円形 17

F-5 円形

F-5 不整円形
F-5 円形 染付 平瓦

F-5 楕円形 平瓦 (近世)

334 F-5 円形

335 F-5 円形

-5 円形 いわらけ土製品黒1召石 上部に礫

337 F-5 円形 14

F-5 円形 かわらけ 平瓦 (近世)

339 G-5 楕円形 8号土坑 を切 る

G-5 楕円形
G-5 円形

G-5 楕円形
G-5 円形

G-5 円形

345 F-5 円形

E-5 円形

F-5 円形

F-5 楕円形
F-5
F-5 円形 平瓦 (近代 )

F-6 楕円形
F-5 円形 8

F-5 円形

F-5 円形

355 G-5 円形 黒曜石

356 G-5 楕円形 10号溝に切られる

357 G-5 楕円形
G-5 円形 7

G-5 円形

G-5 椿円形 17

G-5 楕円形 15

G-5 楕円形
G-5 楕円形 土 器

G-5 円形

E-5 円形

F-5 楕円形 暁土塊
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表4 A区 ピット観察表④
番号 位 置 平面形 長径 短 径 i条 さ 出土遺物・重複関係

367 F-5 円形 瀬戸美濃系陶器

F-5 円形 かわらけ

F-5 円 形 かわらけ

F-5 指円形 7号溝に切られる

F-5 円形 4

372 F-5 不整円形 底部に礫

373 F-5 円形 17号土坑を切 る

F-5 楕円形 かわらけ (江戸時代)

375 F-5 円形

376 F-5 椿円形
377 F-7 7

G-5 円形 平瓦 28号溝に切られる

G-6 円形

H-1 円形

H― ユ 円形
H-1 不整円形

383 H-1 円形 医部に礫

384 H-2 円形 ニデ鉢 かわらけ焼土塊 底部に礫

H-2 楕円形
H-2 不整円形 底部に礫

H-2 円形

H-2 円形

H-2 円形 7

H-2 円形 12

391 H-2 円形

H-2 楕円形 中世 瀬戸皿 底部に礫

H-2 惰円形 底部に礫

H-2 円形 焼土塊

F-6 円形 17

F-2 不整円形 277を切る

397 H-2 不整円形 平瓦 (近世 )

H-2
H-2 楕円形 土鍋 磁器 陶器 土器

I-2 円形 底部に礫

I-2 円形 底部に礫

I-2 不整円形 底部に礫

I-2 円形

I-2 楕円形
[-2 円形 底部に礫

I-2 楕円形
I-2 楕円形 杭

I-2 円形 瀬戸美濃系陶器

【-2 桔円形 かわらけ 瓦 底部に平石

4 I-2 楕円形
4 l H-2 円形 9

4 2 H-2 円形

4 H-2 17 4

4 4 H-2 円形 焼土塊 丸瓦

H-2 円形

H-2 楕円形
4 7 H-2 不整円形 底部に平石

4 H-2 不整円形 瀬戸美濃系陶器 冗 底部に礫

4 H-2 円形 TK石

I-2 楕円形
I-2 円形

422 I-2 楕円形
423 H-2 楕円形 かわらけ

H-2 楕円形
H-2 楕円形 磁 器

I-2 円形

I-2 楕円形

番号 位置 平面形 長径 短径 深 さ 出土遺物 。重複関係

I-2 円形

I-2 円形

I-2 円形 8

I-2 円形

I-2 円形

H-2 楕円形
H-2 円形

H-2 円形 11

H-2 不整円形
H-2 惰円形
H-2 楕円形 殉器 稜皿 (大窯 2)

H-2 円形

H-2 円形 5

I-2 円形

442 I-2 円形

F-4 円形

I-2 楕円形 11 此

I-2 円形

H-2 円形

447 ロー 2 円形

H-2 楕円形
I-2 不整円形 嵐言層に礫

I-3 惰円形
I-2 楕円形
I-2 円形

453 I-3 楕円形 4

H-3 円形

H-3 円形

H-3 楕円形
H-3 円形

I-3 円形

I-3 惰円形
【-3 不整円形 絢器

I-3 楕円形
H-3 円形 映釉橋鉢

H-3 円形

H-3 円形

H-3 円形 底部に平石

H-3 円形

H-3 かわらけ

I-3 円形

I-3 円形

I-3 円形

I-3 円形 7

I-3 円形 11 底部に礫

I-3 円形

H-3 楕円形
H-3 円形

H-3 円形

I-3 円形

I-3 円形 17

H-3 円形 かわらけ 10号溝に切 られる

H-3 円形 4

H-3 楕円形
H-3 円形 嵐部に礫 杭

H-3 円形

H-3 楕円形
485 H-3 円形 14

H-3 不整円形 染付 内塗外青 灯明皿 陶器 土器

487 I-3 円形

488 H-3 不整円形 土瓶 灯明皿 陶器
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表5 A区 ピット観察表⑤
番号 位置 平面形 長径 短 径 深 さ 出土遺物・重複関係

H-3 円形

490 I-3 楕円形 鉄釉灯明皿 丸瓦

H-3 円形

H-3 円形

493 H-4 円形

I-3 円形 土器 染付

H-4 円形

H-4 楕円形
H-4 惰円形 狗器 天目茶碗か ?底部に平石

H-4 楕円形 底部に平石

H-4 円形 17 底部に礫

I―-4 円形

【一-4 円形

I-4 円形

503 I-4 円形

I-4 円形

I-4 円形 かわ らけ

I-4 楕円形 かわらけ

I-4 円形

I-4 不整円形
F-4 円形

H-4 円形

H-4 円形

512 I-4 楕円形 泥ミ吉田に,驚

I-4 楕円形 底部に礫

I-4 円形

I-4 円形 土器

H-5 楕円形 瀬戸 平瓦

H-5 円 形

H-5 楕円形 かわらけ 染付 平瓦

H-5 円形 7

H-5 円形 染付

H-5 円形

522 I-5 円形

F-4 円形

524 I-5 円形

525 F-4 不整円形
I-5 円形

H-5 楕円形
I-5 円形

I-5 楕円形
I-5 円形

I-5 円形

532 H-5 10号溝に切 られる

H-5 円形 軒平桟瓦 角柱

H-5 円形 10号溝に切られる

535 H-5 円形

536 H-5 円形 土 器

537 H-5 不整円形 かわらけ金属製品土製品陶器平瓦丸瓦

H-5 円形

H-5 不整円形
H-5 円形

H-5 不整円形 磁 器

H-5 円形

H-5 不整円形
I-5 楕円形 染付 (碗 )平瓦 15号溝・549を切る

545 H-5 円形

546 H-5 円形 陶器  (貫入有 り)底部に撰
I-5 円形

【-5 楕円形
【-5 楕円形 平瓦 544に 切 られる

番号 位 置 平面形 長径 短 径 i朱 さ 出土遺物・重複関係

I-5 円形

I-5 楕円形
552 H-5 円形 かわ らけ

H-5 不整円形 8

[-5 楕円形
555 I-5 楕円形
I-5 円形 10号溝に切られる

557 I-5 円形

558 I-5 円形

559 【-5 円形

【-5 楕円形
【-5 不整円形
H-5 楕円形 かわらけ

563 H-5 円形 銅 線

H-5 円形

565 H-5 円形

I-5 円形 土器 底部に礫

567 I-5 円形 24号溝に切られる

D-6 円形 土器 底部に礫

569 D-6 楕円形 底部に礫

570 D-6 円形

E-6 楕円形
572 E-6 円形

E-6 円形 底部に礫

574 E-6 楕円形
575 E-6 円形 8

576 E-6 楕円形 17 6

577 E-6 円形 底部に礫

E-6 楕円形
E-6 円形

F-5 円形 かわらけ 焼土塊

F-5 楕円形 平瓦

F-5 桔円形
F-5 楕円形 埋桶 6を切 る

F-6 円形

F-6 楕円形
586 F-6 円形

F-6 円形 4号溝に切られる

F-6 楕円形 土器 軒平桟瓦 (近世)底部に礫
F-6 円形

590 F-6 円形

F-6 円形 平冗 (近世 )

F-6 円形

593 F-6 円形 染付 鉄釉陶器 土器

F-6 円形

F-6 円形 かわらけ

F-6 円形 かわらけ 陶器 レンガ 底部に礫

F-7 円形 8

F-7 楕円形 9

F-7 円形

F-7 円形 陶器 杭

F-7 円形

F-7 楕円形
G-6 円形 1

H-8 円形 8 18号土坑を切る

G-6 円形 7 土器 陶器 橋鉢

G-6 円形 0

607 G-6 円形 かわらけ瀬戸芙濃系陶器石製品釘平瓦

G-6 円形

G-6 円形 28号溝を切る

G-6 円形
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表 6 A区 ピット観察表③
番号 位置 平画形 長 径 短径 ,朱 さ 出土遺物・重複関係

G-6 円形

G-6 円形 11

613 G-6 楕円形 5

G-6 楕円形
G-6 不整円形
G-6 楕円形
H-6 楕円形
H-6 円形

H-6 円形 底部に礫

620 H-6 楕円形
H-6 円形

622 I-6 円形 かわらけ

623 I-6 円形 23号溝に切られる

I-6 円形

625 I-6 不整円形
I-6 不整円形

627 I-6 円形

I-6 底部に映 23号溝に切られる

I-6 楕円形
G-7 楕円形
G-7 円形

G-7 円形

G-7 円形 染付 磁器

H-7 24号土坑に切 られる

H-7 円 形 24号土坑に切 られる

H-7 円形 24号土坑に切 られる

637 I-7 円形 底部に礫

I-7 円形 探

H-7 円形 17 底部に礫

640 H-7 円形

H-7 不整円形 10

H-7 円形 7

H-7 惰円形 15号溝を切る

H-7 円形

H-7 円形 7

H-7 惰円形 13 丸皿か ?

647 H-7 円形 7 16号溝を切 る

H-7 円形 5 陶器 16号溝を切る

I-7 円形

I-7 円形

I-7 惰円形 染付

I-7 円形 底部に礫 16号溝を切 る

653 I-7 円形 底部に礫

I-7 円形 7 16号溝を切る

655 G-8 杭

G-8 円 形

G-8 楕円形
G-8 円形

659 I-8 円形 土器 底部に礫 16号溝を切る

I-8
661 I-8 弦器

662 H-9 楕円形 13 磁器 底部に平石

663 H-9 不整円形 17 底部に平石 15号溝を切 る

H-9 楕円形
665 H-9 不整円形 暁土塊

H-9 楕円形 13号土坑 を切 る

H-9 円形 底部に礫

H-9 惰円形 17 底部に礫 14号溝に切 られる

H-9 不整円形 底部に平石

H-9 円形

H-9 楕円形 底部に平石

番号 位置 平面形 長径 短径 i朱さ 出土遺物・重複関係

H-9 楕円形 8 底部に平石

673 H-9 楕円形 4

H-9 円形 4

675 I-9 円形 3 底部に礫

676 I-9 円形 7

I-9 円形 7

I-9 円形 症ミ言田にを驚

679 I-9 円形

H-9 楕円形 13

I-9 惰円形
F-9 不整円形

683 G-9 円形 14号溝を切る

684 G-9 円形

685 G-9 円形

G-9 楕円形
687 G-9 円形

G-9 円形

G-9 円形

F-5 円形 6

G-4 8

692 G-5 円形

G-5
G-7 楕円形 10号溝 。28号溝に切 られる

695 I-2 円形 底部に礫

H-2 円形

697 I-2 不整円形
698 H-3 円形

699 H-3 円形

H-3 円形

H-3 円形

H-3 8

I-3
I-3
I-3 底部に平石

I-3 9

I-5 5

I-5 楕円形
709 H-5 円形 ■号溝に切 られる

I-6
I-6 底部に礫

I-6 円形

7 3 I-6 円形

7 4 H-6 円形

7 5 H-7 円形 3 15号溝を切る

7 6 H-7 円形 9 15号溝を切る

7 7 H-7 惰円形 5 15号溝を切る

7 8 H-7 楕円形 7 15号溝を切る

7 9 H-7 4

H-7 不整円形 5

H-8 不整円形 15号溝を切る 18号土坑を切る

722 G-9 楕円形
F-8 円形 杭

B-5 不整円形
725 E-5 不整円形 石 英

B-4 不整円形 119に切 られる

G-4 楕円形 底部に礫 28号溝に切 られる
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表7 A区遺物観察表① ( )復元値、く 〉残存値

図 番号 出上位置 種別 。器種
法   量  (cm)

部位 観察所見 (技法・文様 。その他) 推定生産地 推定年代 備考
口径 底径 器高

1 1号溝 磁 器 碗 (106) (3 8)
口縁 ～

底部
染付 砥部焼か 18～ 19世紀

2 1号溝 磁 器 碗 (10 5)
口縁 ～

底部
染付 瀬戸 19世紀

3 1号溝 磁 器 碗 (86) 45
口縁～

底部
染付 一刷

4 1号溝 磁 器 端反碗 (96) 1) 4 95
一縁
部
口
底 染付 瀬戸

5 1号溝 磁器 碗 (60) 31
口率赤～

底部
染付 肥前 19世紀

6 1号溝 磁 器 /1ヽ 皿 (7 8) (38)
口縁 ～

底部
染 付 瀬戸

7 1号溝 磁 器 碗 〈6 5〉
口縁 ～

底部
染付 肥前

1号溝 磁 器 碗 (12 7) (56)
口縁 ～

底部
染付 肥 前

1号溝 磁 器 段重蓋 10 0
最フく甲邑
11 1

口縁～

把手
染付、焼継ぎ 月日言打

10 1号溝 磁 器 段重蓋 97
最大鴨
11 2
孟上言Iまで

26
口縁 ～

蓋上部
染付 肥前

11 1号溝 磁 器 植木鉢 孔
”

く33〉 底部 染 付 瀬戸か

1号溝 磁 器 仏飯器 (6.1)
口縁 ～

底部
白磁

1号溝 陶器
灯明受皿

(台付 )
(6 25) 41

口縁～

底部
底部無釉、日縁部被熟

1号溝 陶 器 灯明皿 (85) (3.3)
口縁 ～

底部
外面体部～底部無釉

1号溝 陶器 灯明皿 (9 5) (20) 日豚
～

底部
外面体部～底部無釉

1号溝 陶 器 灯明受皿 (945) (53)
口縁 ～

底部
外面体部～底部無釉

1号溝 陶器 急須蓋 (5,7)
最大幅
(585)

回縁 ～

把手
素焼き、外面布目

1号溝 陶 器 山水土瓶 76
口縁 ～

底部
19刊L孫己

1号溝 陶器 行平蓋
最大幅
(15 8)

口縁 ～

体吉田
内面鉄釉
外面 トビガンナ

19世紀

1号溝 磁 器 碗 (64) (35) (46)
口縁 ～

底部

内面白釉、外面絵付部金彩
高台内「高古」

高古焼

1号溝 磁 器 皿 (100)
日縁 ～

底部
コバル ト染付 肥前 近代

1号溝 磁 器 碗 (53) (29〉
体部～

底部
青磁
高台内「有限会社三井商店」

瀬戸 近代

1号溝 瓦 九瓦
長さ
く25 8〉

中高
く1515〉

厚 さ
20 外面ヘラ成形 近世

2号溝 磁 器 碗 (115)
口縁 ～

底部
焼継ぎ
裏面焼継ぎ文字

肥前
1740年 ～

1780年代

2号溝 磁 器 碗 (112) (58)
口縁～

底部
口縁釉ハギ 肥前

2号溝 磁 器 瑞反碗 (82) (32)
日縁 ～

底部
瀬戸 19世紀

2号溝 陶器
大皿
(馬の目皿 )

(243) 12 4
口縁 ～

底部
瀬戸 19世紀

7号溝 土器 七 輪 (28 4) く11 6〉
口縁 ～

体部
内外面ロクロ成形、内面被熟

7号溝 瓦 軒桟瓦
厚さ
1 75

7号溝 瓦 軒桟瓦 車千吉「 |こ亥lEFO

7号溝 瓦 軒桟瓦
外径
75

径

弓

円

４

チJtti^ご

18

7号溝 瓦 丸瓦
長さ
(16 4〉

幅
170

さ

６５

厚
■

側面吉呂|こ亥lF「○

7号溝 石製品 石 臼 (24 3)
口縁 ～

体部
安山岩製

7号溝 石製品 石 臼 (32 0) (1025) 下 臼 安山岩製

7号溝 石製品 石 臼 (3225) (308) 上 臼 安山を製

7号溝 石製品 石臼 (2845) (27 5) (112) 上 白 安山岩製

8号溝 陶器 灯明皿 (80) (28) 17
口縁 ～

底部
外面体部～底面無釉
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表8 A区遺物観察表② ( )復元値、〈 〉残存値

図 番号 出土位置 種別・器種
法  量 (cm)

部位 観察所見 (技法・文様。その他) 推定生産地 推定年代 備考
口径 底径 器高

8号溝 陶器 灯明受皿 (87) (45)
口縁 ～

底部
外面体部～底部釉ハギ

8号溝 磁 器 碗 (153) 〈3 0〉
口縁 ～

体音「
染付 中国製か

8号溝 土器 かわらけ ? 体吉隔 外面黒褐色、陽刻部分金箔付

8号溝 瓦 あご付棟瓦
外径
11 5

径
お

内

７

ｅ

０

厚

Ｚ 表面ヘラ整形

10号溝 磁 器 碗 (63) 一縁
部
口
底

染付 一刷

10号溝 磁 器 皿 (158) 〈3 2〉 一縁
部
回
体
内面たこ唐車文
外面唐革文

肥前 18～ 19世症

10号溝 陶器 不 明 (68) (3 2〉 底 部 底部回転糸切 り
1号土坑遺
物と接合

10号溝 磁 器 御キ申マ西徳不可 (6 5〉 一部
部
体
底
染付、たこ唐草文 一刷 18～ 191士綻

10号溝 陶器 行平蓋 (168)
最大幅
(170)

く26〉
口縁 ～

体 蔀

内面鉄釉
外面 トビガンナ

19世紀

10号溝 陶器 植木鉢 (246) (14 8〉 一縁
部
口
体
体部外面～口縁内面緑釉

融戸
勇右衛門窯

18～ 19tr紅

10号溝 瓦 軒桟瓦
長 さ 甲岳

3 65
厚 さ
1 55

11号溝 土器 かわらけ (96) (70) 21 一縁
部
口
底
内外面ロクロ成形、底部回転
糸切 り、口縁部炭化物付着

近 世

■号溝 土製品
ミニチュア製品
徳不可か

(295) (1 9〉 底部
内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

江戸近郊 近世

12号溝 土器 かわらけ (68) (4 13
口縁 ～

底部

内外面ロクロ成形、底部回転
糸切 り、内面炭化物付着

近 世

12号溝 土器 かわらけ (69) (4.4) 16
口縁 ～

底部

内外面ロクロ成形、底部回転
糸切 り、内面炭化物付着

近 世

12号溝 土器 かわらけ (115) (6_0) 27 一縁
部
口
底
内外面ロクロ成形、底部回糠
糸切 り、内面炭化物付着

12号溝 土器 かわらけ (1075) (56) 2 55 一縁
部
口
底
内外面ロクロ成形、底部回覇
糸切 り、内面炭化物付着

12号溝 土器 土鍋 (137) (13 0) 一縁
部
口
底
内面炭化物付着
外面指頭痕

12号溝 陶器 丸皿 (118) く2 2〉 口縁吉轟 瀬戸・美濃 大窯 2

12号溝 土器 悟鉢 (13.0) (4 5〉
体部～

底部
外面削り痕
内面炭化物付着

12号溝 磁 器 皿 (80) (1 1〉 底部
染付、内面「冨」、
高台部「天J

中国 16世紀

12号溝 陶器 端反皿 (98) く2 6〉
口縁 ～

体部
瀬戸美濃 大窯 2

12号溝 石製品
血 輪 冶

火輪
上部幅
89
底部幅
16 5
最大幅
23 7
高さ
11 45
安山岩製 中世

13号溝 土器 かわらけ 55 完形
内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

中世

14号溝 土器 高不脚 く3 9〉 脚部 内外面ナデ成形 古墳時代

1号升戸 土器 かわらけ (74) (48) 17
口縁 ～

底部

内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

16世紀

1号井戸 陶器 丸皿 (64) (1.2〉 底部 瀬戸・美濃 大窯 1

1号井戸 磁 器 自磁碗
口縁 ～

底部
見込み及び高台部に砂 目 朝 鮮

16世紀末～

17世紀初藤

1号井戸 磁 器 碗 (100) (1 6〉 口縁言F 染付 中国製 16世紀

1号井戸 石製品 碁石
長径
24 雛鞘

)享 さ
04 完形 頁岩製

2号井戸 土器 かわらけ (123) 29
口縁 ～

底部

内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

16世紀

2号井戸 土器 かわらけ (126) (68) 26
口縁 ～

底部

内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

16tr糸己

2号井戸 土器 かわらけ (77) (50)
口縁 ～

底吉日

内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

16刊し旅己

2号井戸 土器 かわらけ (80) (40)
口縁 ～

底部
内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

16氾」糸己

2号井戸 陶器 皿 (118) (1.9〉 口縁吉呂 瀬戸美濃 大窯 2

2号井戸 土器 かわらけ (140) (8,7) (40)
口縁 ～

底部
溶融物付着

2号井戸 土 器 橋鉢 体部
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表9 A区遺物観察表③ ( )復元値、く 〉残存値

図 番 号 出上位置 種別・器種
法  量 (cm)

部 位 観察所見 (技法 '文様。その他) 推定生産地 推定年代 備 考
口径 底径 器高

2号井戸 石製品 くぼみ石
最大幅
98
高さ
61
↓しイ全

59
,しイ未ё

20 輝石安山岩製

3号井戸 土 器 かわらけ 120 完 形
内外面ロクロ成形、底部回覇
糸切 り、口縁部炭化物付着

16世紀

4号井戸 上 器 かわらけ (6 9)
口縁 ～

底部
内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

16tr糸己

4号井戸 土 器 かわらけ (75) く1 7) 口縁部 内外面ロクロ成形 16世紀

4号井戸 陶 器 丸皿 (106) (70) (20)
口縁 ～

底部
瀬戸・美濃 大窯 2

4号井戸 陶 器 括 鉢 口縁言| 内外面鉄釉 瀬戸・美濃 大窯1

4号井戸 木製品 不 明
長さ
78

呂

ぉ '早

ご

1 25

5号井戸 土 器 かわ ら 1す (126) (70) 23
口縁 ～

底部
内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

16世紀

5号井戸 土 器 かわらけ 2 15
口縁 ～

底部
内外面ロクロ成形、底部回転
糸切 り、内面炭化物付着

5号井戸 陶 器 碗 く1 9〉 口縁部 鉄釉 初山窯

5号井戸 陶 器 鉢 (4 9〉
口縁 ～

体部
志戸呂か

5号井戸 陶 器 括 鉢 (300) く4 2〉
口縁 ～

体部
鉄釉 瀬戸・美濃 大窯 2

5号井戸 陶 器
碗
天目茶碗

(112) く40〉 一縁
部
口
体

瀬戸・美濃 大窯 3

5号井戸 磁 器 青磁・皿 (120) (5 0)
口縁 ～

底部
口縁輪花

中国
龍泉窯

15～ 16世紀

5号井戸 漆 器 碗 (13 5) (7 9)
口縁 ～

底部
内面朱
外面黒、鶴松文様朱

5号井戸 木製品 曲物底
長さ
105
幅
側
厚さ
04

5号井戸 木製品 桶 蓋
長 ご

80
邑

２

厚 さ

07

5号井戸 木製品 桶蓋
長さ
94

中冨
2 75 '早

e
07

5号井戸 木製品 曲物
長さ
13 6

幅

望

ナ早 i:::∫

06

5号井戸 木製品 箸
長さ
2155〉

一邑
ャ
厚さ
0 45

5号井戸 木製品 箸
長さ
く16.2〉

幅
0 65
厚さ
0 45

5号井戸 木製品 箸
長 e
(19 5〉
幅
腑
厚さ
07

5号井戸 木製品 箸
長さ
(16 2〉

甲邑
0 65 '早

e
0 45

5号井戸 木製品 箸
長さ
14 95
鴨
岬
厚さ
0 45

5号井戸 木製品 箸
長さ
25 4

中冨
0 45

さ

６

厚
∝

5号井戸 木製品 箸
長さ
26 15

一島
マ
厚さ
05

5号井戸 木製品 箸
長 ご

27 6
一島
ぅ
厚さ
0 55

5号井戸 木製品 不 明
長さ
23 5

甲岳
10 65

ザ早ё

07

5号井戸 木製品 不 明
長さ
19 3

幅
1 05
厚 さ
05

5号井戸 木製品 不 明
長さ
1195〉

一島
ぉ

さ

４

厚
∝

5号井戸 木製品 不 明
長さ
18 7

中巨
103
厚さ
07 上部炭化

5号井戸 木製品 不 明
長 ご

17 5
幅
幽
厚さ
0 75

上部炭化

5号井戸 木製品 下駄
さ

望

長

２０
幅
10 2

)早 ご

43
局ご
10 3
表面十字の刻み有 り
歯部擦痕

5号井戸 木製品 下駄
さ

ゼ

長

１８

一邑
ぉ
厚さ
1 65
27
表面指形の使用反
表面下部が炭化

5号井戸 石製品 石 臼 (30 7) (292) (123) 上 臼
安山岩製、外面上部縁辺炭イヒ
物付着

5号井戸 石製品 ヒデ鉢 (28 0)
口縁 ～

体吉[
安山岩製、内面炭化物付着

111 6号井戸 陶 器 九皿 (105) (60) 2 45
口縁 ～

底部
底部輪 トチ痕 瀬戸・美濃 大窯 2
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表10 A区遺物観察表④ ( )復元値、く 〉残存値

図 番号 出土位置 種別・器種
Iツや      進護垂  (crn)

部位 観察所見 (技法 。文様 。その他) 推定生産地 推定年代 備考
口径 底径 器高

6号井戸 陶 器 橋 鉢 体部 志戸呂 16世紀後半

6号井戸 陶 器 括鉢 日縁吉「 胎土赤褐色

6号井戸 石製品 砥 石
長ご
106

甲島
4 35 '早

ご

2 45

6号井戸 石製品 茶 臼 20 0 14 1 19 85 上 臼 安山岩製、被熱

7号井戸 磁 器 碗 (90) く4 5〉
口縁 ～

体部
花部分赤絵と金使用 肥前 18世紀

7号井戸 磁 器 晩 (90) (4 7〉
口縁 ～

体部
染付、コンニャク印判 肥前

18世紀
前半～中期

7号井戸 磁器 /1ヽ 碗 (60) (22)
口縁 ～

底部
染付 肥前 18世紀

7号井戸 陶 器 皿 (124) (78) 22
口縁 ～

底部
瀬戸

7号井戸 陶 器 碗 (14 7) く4 3〉
口縁 ～

体部
内外面灰色

7号井戸 陶 器 花瓶か (80) (10 0〉
口縁 ～

体部
胎土灰褐色、緑釉、耳付痕、
日縁研磨

信楽系か

7号井戸 土 器 焼塩壷蓋 (8 7)
蓋上部
(74)

口縁 ～

蓋上部
堺 18世紀

8号井戸 磁 器 碗 (9 4) (28)
口縁 ～

底部
染付 肥前系 18世紀

8号井戸 磁 器
碗
(筒形碗 )

(80)
日縁～

休部
染付 肥前

125 8号井戸 磁 器 碗 (88) (32)
回縁 ～

底部
あざみ文様 肥前

8号井戸 磁 器 碗 (82) 75
口縁 ～

底部
江戸染付
焼継ぎ

一削

げ

合

，
２

技

薄

ル

）

口
，

坑

8号井戸 磁 器
碗
(筒形碗 )

72 5 95
口縁 ～

底部
見込み五弁花文 月巴前

8号井戸 磁 器 /1ヽ
碗 (6_8) (2 3〉

口縁 ～

体部
肥前系

8号井戸 磁 器 碗 (6.7) 27
El縁 ～

底部
肥前系

8号井戸 磁 器 広東碗蓋 10.25
蓋上部
60

口縁 ～

蓋上部
内外面るり釉 肥前系

18世紀木～

19世紀
131と

セットか

8号井戸 磁 器 広東碗 く4 4〉
口詐衆～

体部
内外面るり釉 肥前系

18世紀木～

19世紀
130と

セットか

132 8号井戸 磁 器 広東碗
口縁 ～

体部
工刷 18世紀後半

8号井戸 磁 器 広東碗 (105)
口縁 ～

底部
肥前

18世紀末～

19世紀

8号井戸 磁 器 広東碗蓋 (103)
蓋上部
(56)

日縁～

蓋上部

外面 コウモリ、花文
内面 白サギ 肥前系

18世紀末～

19世紀

135 8号井戸 磁 器
鉢
端反形小鉢)

(12 3) (45) (53)
口縁～

底部
外 国 引 砿 某 X
口縁部内側 連弧文帯 肥前系

17世紀木～

191ヒ糸己
皿山本
春 窒

8号井戸 磁 器 皿 (13 9) (86) (42)
口縁 ～

底部
見込み五弁花文 月巴前 18世紀

8号井戸 磁 器 皿 (131) (74) (40)
口縁 ～

底部
見込みコンニャク判五弁花文
底裏銘「渦福」

月巴言亀 18世紀

8号井戸 磁 器 皿 (172) (8 7) (475)
口縁 ～

底部
見込みコンニャク判五弁花文
底裏銘有 り

肥前 18世紀

8号井戸 磁 器 皿 108 口縁 ～

底部
波縁、内面龍文 肥前系 18世紀

8号井戸 磁 器 皿 (10 0) (49)
口縁～

底部
染付 肥前系

8号井戸 磁 器 皿 (132) (74)
一縁
部
日
底

見込み蛇ノロ釉ハギ
コンニャク判五弁花文

肥前 18世紀

8号井戸 磁 器 皿 (13 8) (80) 一縁
部
口
底
見込み蛇ノロ釉ハギ
コンニャク判五弁花文

肥前 18世紀

8号井戸 磁 器 皿 (93) 〈3 2〉
体部～

底部
見込み蛇ノロ釉ハギ
コンニャク判五弁花文

肥前 18世紀

8号井戸 磁 器 白磁鉢 (78) 〈29〉
体部～

底部
内面陽刻の唐草文 肥前系

8号井戸 磁 器 皿 (10 5) (60) 一縁
部
日
底
型押成形、見込み染付文
口縁輪花・ 口銹

肥前 17～ 18世紀

8号井戸 磁 器 皿 (13.3) 一縁
部
口
底 染付、龍文 肥前 18世紀

8号井戸 磁 器 鉢 (5 4) (4 7〉
体部～

底部
内面底部、松竹梅文 肥前系 18世紀後半

8号井戸 磁 器
鉢
(蓋付鉢 )

(149) (7 3〉
口縁 ～

体部
口縁内面釉ハギ 肥前 18世紀
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表1l A区遺物観察表⑤ ( )復元値、く 〉残存値

図 番号 出上位置 種別・器種
法 三

塁 (cm)
部位 観察所見 (技法・文様。その他) 推定生産地 推定年代 備考

口径 底径 器高

8号井戸 磁 器
否解・

火入れ
(8.0) 〈48〉

体部～

底部
蛇ノロ凹形高台
内面無釉

肥前系
18世紀木～

19世紀

8号井戸 磁 器 鉢蓋 (81)
盲克ノく甲目

(90)
(1 7〉

1不古b～

底部
染付 肥前系

18世紀末～

19世紀

8号井戸 磁 器 蓋 (52)
最大幅

(54)
口縁 ～

底部
染付 肥前系

18世紀末～

19世紀前期

152 8号井戸 磁 器 火入れ
口縁 ～

底部
染付
ベタ底

肥前系 18世紀

8号井戸 磁 器 碗 65
口縁 ～

底部
口縁内面釉ハギ 肥前系 18世紀

8号井戸 磁 器
言 榎

火入れ
(5 7) (4.5) 6 75

口縁 ～

底部
ベタ底 肥前系

8号井戸 磁 器 徳利 く90〉
体部～

底部
染付 肥前系 18世紀

8号井戸 磁 器 仏飯器 47 〈5 1〉 一部
部
体
底

肥前系
18世糸己～

19世紀

157 8号井戸 陶器
碗

(小杉茶碗)
(9 0) (2 8)

口縁 ～

底部
鉄 絵 京都、信楽系

1730年代
～1860年代

158 8号井戸 陶器
碗

(小杉茶碗 )
(92)

口縁 ～

底部
京都、信楽系

1730年代
～1860年代

8号井戸 陶 器
碗

(小杉茶碗 )
(9 5) (36)

口縁 ～

底部
京都、信楽系

1730年代
～1860年代

8号井戸 陶器 碗 (13.1)
口縁～

底部
肥前系

8号井戸 陶器 碗 (110)
口縁～

底部
貫入 瀬戸

8号井戸 陶器 碗 (10.0) く48〉
口縁 ～

体吉Б
買 入 瀬戸

8号井戸 陶 器 碗 (8 4) 〈5 0〉
口縁 ～

底部
灰釉、貫入 京都、信楽系

8号井戸 陶器
碗

(呉器手碗 )
(4 6) く4 5〉

体音E～
底部

貫入 肥前系
1650年 ～

1740年

8号井戸 陶器 碗 く43〉
体部～

底部
瀬戸

8号井戸 陶器 皿 (10 4) 18
口縁 ～

底部
外面体部～底部無釉 瀬戸

8号井戸 陶器 鉢 口縁部 三島手鉢 唐津

8号井戸 陶器 皿 (10 2) く43〉
1不苦b～

底部
白釉・黒釉、内面鉄絵
高台のみ無紬

瀬戸 美濃

8号井戸 陶器 大皿 (176) 12 0 (47) ″縁
部
口
底
削出し高台、呉須絵笹文
外面体部～底部無釉

瀬 戸 18世紀 小西窯

8号井戸 陶器 徳利 く7 7〉 体吉B 外面のみ灰釉 (緑色) 瀬戸

8号井戸 陶器 徳利 (8 6) 〈31) 一
立
口
笠
口

体
底
底部無/h 瀬戸 18世紀 尾呂窯

8号井戸 陶器 不 明 (15,4) (9 0) (70)
口縁 ～

底部
内外面鉄釉

8号井戸 陶器 火入 (18 0) (7 3〉
部
部
杯
底

瀬戸

8号井戸 陶 器 鉢又は片口 (96) 〈6 5〉
体 罰
`～底部

瀬戸
かみた
窯群

8号井戸 陶器 土鍋 (152) (64) (73)
口縁 ～

底部
外面底部無釉

8号井戸 陶器 半胴甕 (174) (11 5〉
体部～

底部
鉄釉、底部無釉 瀬戸・美濃

177 8号井戸 陶器 土瓶 (82) (3 3〉
口縁～

体吉[
シノギ、鉄釉

8号井戸 陶器 甕 (27 8) (7 4〉
口縁 ～

体吉F
柿釉、外面口縁部黒色釉タレ 瀬戸

179 8号井戸 胸器 鉢 (180) (5 9〉
体部～

底部
外面底部印花文、内面底部
ハリ痕 4ヵ 所

瀬戸

8号井戸 陶器 悟 鉢 (130) (59)
口縁 ～

底部
内外面鉄釉
櫛目9本単位

瀬戸

8号井戸 陶器 橋 鉢 く46〉
体部～

底部
内外面鉄釉、胎上に長石含む
櫛目8本単位

信楽か

8号井戸 陶器 括 鉢 (4 6〉
体部～

底部
内外面鉄釉
底部回転糸切 り

瀬戸

8号井戸 陶器 播鉢 (356) (18 4)
口縁 ～

底部
堺 18世紀中葉

8号井戸 陶器 悟鉢 (392) (12 0〉
口縁 ～

麻部
櫛 目 8本単位 堺 18世紀中棄

8号井戸 陶器 悟 鉢 (34 8) (12 1〉
口縁 ～

底部
堺 18世紀中棄
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表12 A区遺物観察表⑥ ( )復元値、く 〉残存値

図 番号 出上位置 種別・器種
法   量  (cm)

部位 観察所見 (技法。文様 。その他) 推定生産地 推定年代 備考
口径 底径 器 高

8号井戸 陶 器 蓋 (103)
最大幅
(105)

(2 5〉
口縁 ～

把手
外面茶褐色の施釉

8号井戸 陶 器 徳利 (76) く55〉
体吉田～

底部
底部刻印有 り

8号井戸 陶 器 餌入れ (44) (40) 23
口縁 ～

底部
底部回転糸切 り 瀬戸

8号井戸 陶 器 髯水入れ (1 8〉
体部～

底部
鉄絵 瀬戸

8号井戸 陶 器 油受け皿 77
口縁 ～

底部
内外面欽釉
底部釉拭き取 り

8号井戸 陶 器 油受け皿 1,8
口縁 ～

底部
内外面鉄TA
底部釉拭き取 り

8号井戸 陶 器 油受け皿 10 6 22
口縁 ～

底部
内外面鉄釉、外面釉拭き取 り
内面炭化物付着

8号井戸 陶 器 油受け皿 10 5 22
口縁 ～

底吉|
内外面鉄釉、外面釉拭き取り

8号井戸 陶 器 油受け皿 10 0
口縁 ～

底部
内外面鉄釉、外面釉拭き取り

8号井戸 陶 器 灯明皿 15
口縁 ～

底部
内外面鉄釉、外面釉拭き取 り

8号井戸 土 器 かわらけ (96) (56) (23)
口縁 ～

底部
内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

8号井戸 土 器 かわらけ (81) (5 7) (23) 一縁
部
口
底
内外面ロクロ成形
底部回転糸切り

8号井戸 土 器 かわらけ (79) (6 0) (18)
一縁
部
口
底
内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

8号井戸 土器 焼塩壷 (1 9〉
一

立
口
立
ロ

体
底
内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

18世紀末

8号井戸 土器 焼塩壷蓋
蓋上部
64 0 95

口縁 ～

蓋上部
内面布目 18世紀末

8号井戸 土器 焼塩主蓋
蓋上部

6 75
10

口縁 ～

蓋上部
内面布 目 18世紀末

202 8号井戸 土 器 不 明 (18 6) (198) 一縁
部
口
底
内外面ロクロ成形
口縁部炭化物付着

203 8号井戸 土器 不 明 (13 6) (16 0) 5 05 一縁
部
回
底
内外面ロクロ成形
内外面炭化物付着

8号井戸 土器 鉢 (80) (2 5〉 一
立
日
立
ロ

体
底
内面白釉
外面塁書有 り

205 8号井戸 土器 火消壷 (22 5) (78〉
一

立
口
立
ロ

体
底
外面ロクロ成形、内面指頭痕、
三足貼付

8号井戸 上 器 不明
'早

ご

13 板作成形

8号井戸 土 器 丸七輪 〈9 2〉 体 部
外面ロクロ成形
内面炭化物付着

208 8号井戸 土 器 手焙り? 1) く74〉
体 晋I;～

底部

ロクロ成形、外面再緑色の施釉
外面文様有 り

8号井戸 土 器 涼炉 11 7 〈5 8)
体部～

底部

ロクロ成形、外面研磨
胎土雲母混入

8号井戸 土 器 涼 炉 (118) (7 9〉
体吉「～

底部

ロクロ成形、外面研磨
胎土雲母混入、内面被熟

8号井戸 瓦 軒丸瓦
外 TJA

14 0
1州往

98 '旱

ご

2 15

8号井戸 瓦 軒丸瓦
外径
14 2
内径
10 0 '早

ご

2 25

213 8号井戸 冗 軒丸瓦
外径
13 6
内径
10 4
厚 さ
21

8号井戸 瓦 丸瓦
厚さ
1 85
子し4乙
18

8号井戸 瓦 丸瓦
厚さ
22

8号井戸 瓦 平桟瓦
サ早ご

19

8号井戸 木製品 下駄
長さ
21 0
鴨
翔

)早 ご

1 15
歯部磨耗

8号井戸 木製品 下駄歯
最大幅
12 25
賃莞イヽ申冨
93
高さ
9 95

)早 さ
16

9号井戸 上器 かわらけ (61) (4 0) 14
日縁 ～

底部
内外面ロクロ成形
灰褐色被熟

9号井戸 土器 かわらけ (80) (2 5〉
口縁 ～

体部

内外面ロクロ成形
灰褐色、被熱

9号井戸 磁 器 皿 (10 1) (60) 21
口縁 ～

底部

222 9号井戸 磁 器 染付皿 (60) (1 0〉 底部 染付
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表13 A区遺物観察表⑦ ( )復元値、〈 〉残存値

図 番号 出上位置 種別・器種
法  量 (cm)

部位 観察所見 (技法・文様。その他) 推定生産地 推定年代 備考
口径 底径 器高

223 9号井戸 須恵器 甕 月同吉焉 外面叩き目

9号井戸 陶 器 橋 鉢 体吉[ 内外面鉄釉 志戸呂か

225 9号井戸 木製品 桶 蓋
巨後
(262)

さ

０
厚
ム

226 1号土坑 磁 器 碗 (90)
口縁 ～

底部
染付 一則 18～ 19世紀

227 1号土坑 磁 器 長皿
長
短

2 85
口縁 ～

底部
染付、型打成形、焼継 ぎ 一刷 191L糸己

l号土坑 磁 器 鉢 8 75
口縁 ～

底部
染付、ロクロ型打成形 (輪花) 一刷 19世紀

l号土坑 陶器 打ヽチ不 (56) (29) 23
口縁 ～

底部
瀬戸

1号土坑 陶 器 灯明皿 (78) (25)
口縁 ～

底部
口縁部と内面施釉
外面炭化物付着

江戸近郊

1号土坑 陶器 土瓶 く9 0〉
口縁 ～

体部

1号土坑 陶器 小壷 〈7 75〉
日豚 ～

体部
内外面柿釉、外面体部黒色粘 瀬戸 19世紀

1号土坑 陶器 土鍋 (161) く6 2〉
口縁 ～

体部
徹状卍手只占4寸
柿釉、内面炭化物付着

19世紀

1号土坑
質
器
瓦
土

土釜か 体部 外面型文様

1号土坑 土 器 鍋 (22 6) (254)
口縁 ～

底部
寸巴≡声言[うチ多

=子

し

1号土坑 瓦 軒平瓦
さ

５

厚
１
，

唐草と菊文 19～ 20世紀

1号土坑 土製品 泥人形
長さ
1 27

中冨
0 95
厚さ
0 35

完形
大黒
裏面に指紋痕

238 8号土坑 土 器 かわらけ
口縁 ～

底部
内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

16世紀

8号土坑 磁器 白磁皿 口縁 中国 16世紀

2号土坑 土器 不 明 (193) (11 1〉
口縁 ～

体部

ロクロ成形、内面上部赤釉
炭化物付着

2号土坑 土器 土製鉢 (2 4)
口縁 ～

底部
見込み指頭痕
底部、脚の痕跡 2ヶ 所

近世

埋桶 8 石製品 祗 石
長さ
10 25

言
田

医
υ

さ

８

厚
歩

緑色凝灰岩製

13号土坑 石製品 しデ鉢 (395)
口縁 ～

`本

菩【
安山岩製、内面炭化物付着

244 21号土坑 磁 器 皿 (10 4) 2 75
口縁 ～

底部
染付 肥前

245 21号 土坑 陶器 徳利 く5 3〉 体部 外面鉄釉 瀬 戸 18世紀

21号上坑 磁 器 八角鉢 (80) (3 9〉
体 吾勝～

底部
染付、ロクロ型打成形
蛇ノロ凹形高台、焼継ぎ

肥前 18～ 19世紀

21号上坑 土製品 模造銭
さ

０５

長
２
幅
硯

さ

２５

厚
∝

南錬二朱銀の模造 江戸近郊 1765年以降

22号土坑 磁 器 小郷 (60) (2 3〉
口縁 ～

休部
染付 肥前 19世紀

22号土坑 磁 器 碗
口縁 ～

底部
染付 瀬戸 19世紀

250 22号土坑 磁 器 眈 (79) く3 3〉
口縁 ～

体吉Б
赤絵染付 月巴前 18世紀

251 22号土坑 磁 器 香合 34 15
口縁 ～

底部
蓋接合部のみ釉ハギ 瀬戸・美濃 19世紀

22号土坑 磁 器 散 り蓮華
中冨
(3 85)

厚さ
0 85

染付 肥前系 19世紀

22号土坑 陶器 餌入れ (50) く2 0〉
体部～

底部
底部回転糸切 り 瀬戸 18～ 19世紀

22号土坑 陶器 上瓶 (5_6) く5 0〉
口縁～

体部
赤日、鉄釉 19世紀

255 22号土坑 土 器 かわらけ (100) (70)
口縁 ～

底部
内外面ロクロ成形、底部回転
糸切 り、回縁部炭化物付着

22号土坑 土 器 /1ヽ 皿 (68) (3 2)
口縁 ～

底部
内外面ロクロ成形、内面白釉
底部回転糸切 り

22号土坑 土製品
ミニチュア
蓮華

長さ
2 45

旧

ワ

厚 さ
0.45

表面のみ施釉

22号土坑 土器 不 明
厚さ
1 65

外面ウロコ状

22号土坑 瓦 器 丸瓦

さ

０

厚
歩

表面ヘラ削り整形
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表14 A区遺物観察表① ( )復元値、く 〉残存値

図 番 号 出上位置 種別・器種
法   量  (cm)

部位 観察所見 (技法 '文様。その他) 推定生産地 推定年代 備考
口径 底径 器高

22号土坑 瓦 平瓦
)旱 さ
1 65

22号土坑 瓦 軒桟瓦

262 22号土坑 瓦 軒桟瓦
ナ早ご

1 80

22号土坑 瓦 軒桟瓦
厚さ
1 55

三巴文

23号 土坑 磁 器 碗 (105)
口縁 ～

底部
染付 月巴前 18世紀

23号土坑 磁 器 碗 (99) (3 0)
口縁 ～

底部
染付 肥前 18世紀

23号土坑 磁 器 青磁・皿 (128) (2 1〉
口縁 ～

底部
口縁輪花、内面口縁部陰刻 中国 15tr糸己

23号土坑 磁 器 紅猪 ロ 25 完形 型押 し成形 一則 19世紀

268 23号土坑 磁 器 碗 (58) (2 9〉
工
Ｈ

ｉ

ロ

杯
底

瀬戸

23号土坑 陶器 皿 (116) 27
口率表～

底部
瀬戸

23号 土坑 陶器 皿 底 部 唐津系

271 23号土坑 陶器 皿 (1 5〉
口縁 ～

底部
内面菊花文様 京 ,信楽系 19世紀か

272 23号土坑 陶 器 信鉢 く6 4〉
体吉I～
底部
内外面鉄釉、櫛目19本単位
底部回転糸切 り

瀬戸 美濃
18世紀～

19世紀

23号土坑 陶器 橋鉢 (29 3) (12 0)
口縁 ～

底部

内外面鉄釉、櫛目14本単位
底部回転糸切 り・ヘラ整形

瀬戸 美濃
18世紀～

19世紀

274 23号土坑 土器 かわらけ (90) 15 口縁部 内外面ロクロ成形 近 世

23号土坑 陶器
錬鉢又は

片口
(170) (6 8〉

口縁 ～

体部
瀬 戸

江戸中期
以降

23号土坑 陶器 徳利 (7 8) く9 7〉
体言[～
底部
外面施釉
削出し高台

瀬戸 美濃 18世紀

23号土坑 上器 かわらけ 22
口縁 ～

底言日

内外面ロクロ成形
口縁炭化物付着

23号土坑 土器 焼塩壷 (63) (8 4〉
口縁 ～

体言田
板作成形 18tr糸己

279 23号土坑 土 器 焼塩壷 (56) (8 7〉
1不吉b～

底吉臣
板作成形 18刊し糸己

280 23号土坑 土器 土,Π (25 8) (24 8) (52)
口縁 ～

底部
内外面ロクロ成形
外面炭化物付着

24号土坑 磁 器 皿 (106) (36)
口縁 ～

底部
染付、ロクロ型打成形
高台内「大明年製」

月巴前
17世糸己後半
～18世紀

282 24号土坑 陶器 皿 底部 瀬戸

24号土坑 磁 器 香合蓋
長さ
(23〉

中冨
(1 5〉

厚さ
(0 4〉

染付

24号土坑 瓦 平桟瓦
長 浴

26 45
甲呂
25 7

サ早e
17 19世紀

24号土坑 丸
長さ
184

幅

＆

サ早ё

15

26号土坑 磁 器 徳利 (54) 〈6 3〉 体 部
～

底部
染付 瀬戸か 19刊し糸己

287 6号土坑 磁 器
碗
(端反碗 )

(80) く3 9〉
口縁 ～

体言田
染付 一副

17世紀後半
～18世紀前半

288 25号土坑 陶器 小杉茶碗 (91) (35) (5 45)
口縁 ～

底部
18～ 19世紀

25号 土坑 磁 器 碗 (90)
口縁 ～

体吉|
染付 一刷

1780～
1810年代

皿山本
登窯

290 25号土坑 陶器 半胴か (2565) 〈8 1〉
口縁 ～

体言|
内タト面本市釉 瀬戸 19世紀

25号土坑 陶器 碗 か (9 0) 〈3 4〉
体 部

～

底部

292 25号土坑 磁 器 土瓶蓋 (79)
最大幅
(1015)
(18)

口縁 ～

蓋上部
上面鉄絵

25号 土坑 磁 器 碗
体 部

～

底部
染付
見込みコンニャク判五弁花文

肥前
1780～
1810年代

皿山本
登窯

294 25号土坑 陶 器 橘鉢 体菩[ 内外面鉄釉 瀬戸・美濃

25号土坑 磁 器 白磁碗
口縁 ～

体言|
中国 15～ 16世紀

25号土坑 陶器 灯明皿 1_75 完形
内外面白釉
碁笥底

瀬戸
18世紀
中期～
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表15 A区遺物観察表③ ( )復元値、く 〉残存値

図 番号 出上位置 種別・器種
法  量 (cm)

吉[位 観察所見 (技法。文様。その他) 推定生産地 推定年代 備考
口径 底径 器 高

297 25号土坑 磁 器 紅猪口 1 55 完形 型打成形 肥前 18～ 19世糸己

ピット51 陶器 皿 (102) (4.9) 23
口縁 ～

底部
底吉附U出 し 志戸呂か

ピット274 陶 器 丸皿 (9 25) (47) 1 75
口縁 ～

底部
見込み無釉
削出し高台

瀬戸・美濃

ピット315 石製品 砥 石
長 さ

57

一岳
っ
厚 さ
1 45

301 ピ ッ ト369 土器 かわらけ (60) (3 5) 19
口縁 ～

底部

内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

302 ピット533 木製品 角柱
長さ
(3265〉

長径
13 0

組往
12 7

ピット562 土 器 かわらけ (6 0) 15
口縁 ～

底部
内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

ピット588 土 器 鍋 (152) (13 9)
口縁 ～

底部
口縁部指頭痕
見込み炭化物付着

I-6 磁 器 小 郭 (69)
口縁 ～

底部
型紙招 一削

18世紀
前半

D-5 磁 器
碗

(瑞反碗 )
(80)

口縁 ～

底部
染口、日銹、見込み文様 瀬戸 194r糸己

E-4 磁 器 碗 (63) 5 35
口縁 ～

底部
染付、貫入 肥前系

D-4 磁 器 碗 (68) 51
口縁 ～

底部
瀬戸

A区 磁 器
湯飲み碗
(筒型)

(60) く4 9〉
口縁 ～

体部
コバル ト矛由 瀬戸 19世紀

A区 磁 器 碗 (61) 2 65 3 45 一縁
部
口
底
染付、蛇ノロ高台、見込み文
様

肥前系 19世紀

H-2 磁 器 碗 (88) (36) 一縁
部
口
底 染付、高台内 4文字記載 月巴前 18世紀

E-2 磁 器 碗 (90) 〈3 5〉 く4 3〉
口縁 ～

底部

染付、見込み「軍武年製」
高台内マーク有り

瀬戸 19世紀

313 A区一括 磁 器 碗 10 0 4.1
口縁 ～

底 都
畳付に砂付着、染付 肥前

A区 磁 器 碗 (101)
口縁 ～

底部
染付

Tr-3 磁 器 碗
口縁 ～

底部
染付 肥前

1820
～1860年代

316 G-8 磁 器 碗 10 05 〈4_8)
口縁 ～

体吉|
染付 肥前

T-3 磁 器 腕蓋 (85)
蓋上部
34

口縁 ～

蓋上部
染付、焼継ぎ 肥前 19世紀

A区 磁 器 碗 底部
見込みコンニャク判五弁花文
高台内「渦福」

肥前 18世紀

A区 磁 器 碗 (1525)
口縁 ～

底部
見込み手描き五弁花文
高台内「渦福J

肥前 18世紀中葉

A区 磁 器 大皿 (24 3) (14 0) 3ユ
口縁 ～

底部
口縁輪花
焼継ぎ、底部焼継ぎ文字

肥前系 19世紀

E-5 磁 器 皿 (151) (83) 41
口縁 ～

底部

ロクロ型打成形、口縁輪花
・ 口銹、内面絵有 り 肥前系 19世紀

H-2 磁 器 徳利 (1195〉 体部
文字表面行書、裏面亭書
「作Fネ申マ西」

肥前 18～ 19世紀

H-2 陶 器 土瓶蓋
最大幅
66 く2 0〉

口縁 ～

蓋上部
上面のみ施釉、イッチン 19世紀

324 F-5 陶器 山水土瓶蓋 (69)
最大幅

(82)
(1 3〉
口縁～
芸 卜喜E
上面のみ施fh 19世紀

325 A区 磁 器 カンテラ 4 55
口縁 ～

底部
18～ 19世紀

F-5 陶 器 灯明受皿 10 0
口縁 ～

底部
外面底音瞬曲拭き取 り、
外面炭化物付着

327 E-2 陶器
灯明受皿
(台付)

5 15 完形 底部無釉 信楽か 19世紀

D-5 陶器 灯明皿 (6 85) (31)
口縁 一

底部
外面無釉、 口縁炭化物付着 18～ 19世紀

E-4 陶器 灯明皿 (68)
口縁 ～

底部
体部～底部無納、貫入 瀬戸 18～ 19世旅己

330 G-8 陶 器 練鉢 (大 ) (30n く12 1〉
口縁 ～

体部
内外面体部～底部施釉 瀬戸

18世紀
第 9小期

F-5 陶 器 練鉢 (中 ) (203) (6 7〉
口縁 ～

体吉日
内外面体部～底部施釉 瀬戸

第11小期
(1850年 ～)

B-2 陶器 碗 (117) 〈7 3〉
口縁 ～

体吉ド
外面底部無釉 瀬戸 18世紀 尾呂窯

A区一括 土 器 かわらけ (122) (7 0)
口縁 ～

底部
内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り
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表16 A区遺物・B区近代遺物観察表⑩ ( )復元値、く 〉残存値

図 番号 出土位置 種別・器種
法  量 (cm)

部位 観察所見 (技法・文様 。その他) 推定生産地 推定年代 備考
口径 底径 器高

A区 土器 焼塩壷 (67) (56)
口縁 ～

底部
板作成形 18世紀

D-5 土 器 鉢 (10.2) 6 85
口縁 ～

底部
内外面ロクロ成形

F-5 土器 鍋 (20,8) (171)
口縁 ～

底部
内外面ロクロ成形
外面炭化物付着

H-2 陶器 幡 鉢 (130) (12 6〉
体部～

底部
鉄釉、櫛目磨耗 瀬戸 18～ 19世糸己

H-2 土製品 泥人形 く3 09〉 1 73 底部穿孔

F-5 土製品 泥人形
長さ
(2 7〉

一島

４
'旱

さ
1 20

表面一部緑釉
底部穿孔

F-5 ガラス ガラス棒
長さ
く4 0〉

径
0 35

E-5 瓦 軒桟瓦 糀
腐
内径
5 45

さ

９

厚
■

E-5 瓦 軒桟瓦 耀
門
内径
4 75

さ

２

厚
Ｚ

343 A区 瓦 軒桟瓦
厚さ
19

E-5 瓦 軒桟瓦
'旱

e
1 75

I-4 石製品 ヒデ鉢 17 4 く8 6〉 脚部 安山岩製、三脚

A区 石製品 硯
長さ
〈8 55〉

中言
7 95
厚さ
26 オカの窪み頭著、線刻有 り

T-3 石製品 砥 石
長さ
く6 8〉

一昌

■
厚さ
07

D-7 石製品
五輪塔
地輪

部

・
６
底
１６

上部
16 1
高さ
11 65 確“

安山岩製

A区 石製品
五輪塔
火輪

底部
16 2
上部
73
高さ
8 25 確仰
子
!埼ξl安山岩製

B-5 石製品
上 輪 吟

火輪
底音|
150 郵慨

局ご

84 安山岩製

T-5 磁 器 碗 (103) 47 (32) 一縁
部
口
底
外面戦車と日章痰
高台底部番号とマーク

大正～
口召不日20年

T-5 磁 器 卜邪 55 完形 大正～昭和

353 B区 ガラス 化粧容器 54 完形 白色 20世紀

B区 磁 器 化粧容器 完形 底部無釉 20世紀

T-5 ガラス 伯粧容器 完形 白色 20世紀

一 括 骨 歯ブラシ
長さ
15 65

ご

５５

厚

０ 完形 持ち手表面に「特」 20世紀

357 石積遺構 ガラス インク瓶 16 5 完形
外面「PILOT」 の銘
割型成形

20世糸己

358 T-5 ガラス 薬瓶
長63
短4 2

完形
外面「鉄道病院 鉄道
診療所」の銘、割型成形

20世紀

石積遺構 ガラス ビール瓶 完形 割型成形 20世紀

360 T-1 ガラス ガラス棒
長さ
(193)

幅

ヤ

コバル ト色
製糸工場の器械部品

20世紀

D-5 陶器 繰糸鍋 10 75
口縁 ～

底部
深川製陶 20世紀

T-1 磁 器 碗 (146) 75 一縁
部
口
底

昭和22年以
降

T-1 磁 器 皿 (118) (70) (26) 一縁
部
口
底
内面印判 大正期

364 D-5 磁 器 碗 完形 染付 19～ 20‖士耗

T-5 磁 器 碗 (60) (28) (51)
口縁 ～

底部
内面「甲府市堅町マ梅沢穀店電一五一三」
外面俵と稲穂、底部角桝

20世紀

366 A区 1号溝 磁 器 集緒器 19 完形 外面に CDの染付 20世紀

A区 1号溝 磁 器 集緒器 19 完形 内面に○の染付 20世紀

9号井戸 木製品 月同木
長さ
90 8
鴨
蜆 '早

ご

59 近 世
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表17 A区出上金属製品観察表

表18 A区出土銭貨観察表

番号 出上位置 種別・器種 胎  質
港【  追監(mm) (富 )

観察所見 備 考
最 大 長 青莞ノヾ 中冨 最 大 厚

1 1号聴 蓋 の つ まみ 銅 23 0 1_4) 裏込めより出土

2 7号馬 鋤 鉄 366 0 122.0 15.0

3 1号井 戸 鉤 具 鍮 33.0 34,0 多言窄登  2.Omm
4 5号井 戸 釘 鉄 58.5 11.3
5 8号井 戸 煙 管 金同 42.0 15.7 16.3
8号井 戸 煙 管 61.1 11_1 10.3

7 8号井 戸 煙 管 ε同 32.4 12.1 11.6
8号芳 戸 釘 鉄 79.2
8号井 戸 釘 鉄 36 6 16.0
8号井 戸 釘 鉄 43 5 59 0 角 釘

8号井戸 釘 鉄 75 2 13.1 角 釘

8号井 戸 ε内 金同 30 5 10_7 10 3
8号井 戸 雁 首銭 0同 18 9 17 4 多F宅造  5,8mm
1号土坑 釘 鉄 26.6 11 5
9号土 坑 釘 鉄 87 0 35 0
埋桶 2 不 明 鉄 36 1 11 3 鉱の一部か ?

埋桶 2 釘 鉄 44.0 11 2
22号土坑 釘 鉄 27.3
ピ ッヽ ト241 釘 鉄 43.8 77

ピ ン` ト607 釘 鉄 55.6 10 8
B-3 不 明 鉄 29.9 中 空

E-2 釘 鉄 41.0
1号蔵 /1ヽ 御 真 鍮 13.8 13 0 0 5 〕Ftr― 切こrt

1号斎 眼 鏡 (65.3) (31 5) 近 代

( )残存値

( )は復元値、く 〉は残存値

番号 出土地点 銭種 材質
宜 ) 所 見

時代 初鋳
,旱 き さ 遺 子子状 イ兄 。今時 徴 。そ C)1也

1 1号井戸 永楽通宝 0同 24.5 5.40 1.40 完形 明 1408

2 4号井戸 撫寧通宝 金同 23 8 6.00 1.50 真 ほぼ完形 「Iヒ宋 1068

3 4号井戸 □元通宝 今日 24 4 6.85 1.60 ( 2.1〉 真 1/4欠損

4 4号井戸 □□元宝 0同 (253) 6.75 1.40 ( 1.6) 1/2欠損

8号土坑 □□通宝 銅 23.5 6.10 1.70 3.5 ほぼ完形嘉祐通宝か ?

6 8号土坑 元□□宝 銅 24.9 6.75 1.50 2_7 ほぼ完形

7 8号土坑 祥符元宝 銅 25,7 6 10 1.55 真 ほぼ完形 司ヒ多k 1008

2号土坑 天聖元宝 金同 24 9 7.20 1.20 象 完形 Jヒラ( 1023

2号土坑 寛永通宝 1同 25 1 5,75 1.50 完形 裏面上に「文」 江戸時代

7号土坑 元□通宝 ◆同 23.0 6.55 1.00 ほぼ完形 元祐通宝か ? 】ヒ舅臣 1068

埋桶 8 寛永通宝 金同 27.6 5,75 1.80 ほぼ完形 ,短尾寛、裏面21波有 り 明和 5 1768

埋桶 10 9同 23.6 5.10 2.10 ほぼ完形だが腐蝕が著しく判別不能

元祐通宝 9同 23.9 6.75 1.45 2.7 真 完形 北宋 1086

永楽通宝 0同 24.7 5.70 1.35 完形 明
ッヽ ト67

寛永通宝 銅 24.0 5.70 1.20 完形 江戸時代
ビ ッヽ ト367

熙寧元宝 3同 23.6 6.80 1.15 象 ほぼ完形だが腐蝕が著しい 耳ヒ舅臣 1068
ビ フヽ ト

17 紹聖元宝 9同 23.5 6.10 1 30 象 ほぼ完形 耳ヒラК 1094

紹興元宝 銅 23.8 6.55 1.55 真 ほぼ完形 南宋 1131
し ソヽ トbZ判

B-5 □□元宝 9同 23.6 6.55 1.45 象 2/5欠損明道元宝か ?

F-3 □□□宝 9同 23 7 5,95 1 45 ほぼ完形淳化元宝か ?

G-7 寛永通宝 金同 26.7 6.00 1 75 ほぼ完形 江戸時代

G-2 元祐通宝 3同 24.2 6.90 1 60 象 ほぼ完形攪乱内出土 耳ヒラК 1086

H-2 熙寧元宝 ε同 23.3 6 85 1 40 宣
（
ほぼ完形 耳ヒケК 1087

G-6 2銭金同貨 0同 32 0 2.35 13.5 完形波ウロヨ 明治14 1881
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第 4章 B区発掘調査の成果

第 1節 遺構概観

B区は近世の絵図 (絵図 1)に描かれ るように、甲府城二の堀 とこれ に沿 った上塁の存在が推定 さ

れた場所である。調査の結果、幅約 13mの二の堀 と土塁の痕跡が出上 した。土塁遺構 の下層か らは中

世 (16世紀 )の溝 9条・井戸 1基 。土坑 2基・ ピッ ト78基が検 出された。 さらに、追加調査で設定 し

たT-8ト レンチか らは、近世の井戸 1基が確認 されている。試掘調査 トレンチ (T-1)部 分 は地
山層 まで及ぶ攪乱 を受 けていたが、近代の建物基礎 と考 えられ る集石 と溝 5条が検 出 された。

遺物 は、かわ らけ 。瀬戸美濃系天 目茶碗・ 丸皿・橋鉢・五輪塔部材・銭貨等金属製品・木製品など

16世紀代が多 く、土塁下層か ら地 山層 にかけて検 出された。二の堀跡か らは主に製糸工場関係の遺物

が検 出された。覆土上面 には大量の石炭殻が堆積 してお り、堀が丸茂製糸場操業後か ら昭和初期 に埋

め立て られたことがわか る。石炭殻 は製糸工場の燃料 として使 った石炭 の燃 え殻である。

第 2節 基本層序 (図 46)

B区はA区の北側 50mに位置 し、相川扇状地上の標高約282mに位置す る。A区 と同様 に近代以降の

製糸工場 に関連す る攪乱が 自然堆積層 まで及んでいる部分が見 られ る。

調査区の基本土層は、現地表面か ら約 60cm下の黄褐色上の 自然堆積層 との間に、 5層 が確認 されて
いる (図 46)。 第 1層 は近代の攪乱層である。第 2層 は近代の堀埋設土層である。第 3・ 4層 は二の堀

に伴 う土塁の構築層である。第 5層 は近世以前の堆積層 と考 えられ る。

第 3節 遺構 と遺物

(1)二の堀 (図 48・ 50、 写真 77)

調査区北側 に位置 し、北側 の道路 と平行 して E-69°一Wに軸 を もつ。試掘調査 T-1ト レンチで幅
11.5m、 T-4ト レンチで幅 13.5m、 T-5ト レンチで幅13.5mを測 る。堀底 を検 出 していないが、

282.0

こ の堀
 //…

:

基 本 土 層

据 甦 星 l近代層

璽彊雹圭層三コー土塁構築層(近世)

墾彊雹圭層正三菖媒尾積層
図46 B区基本土層

１

２

３

４

５

６

0           10m

図47 B区二の堀・土塁断面概略図
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深 さは 3mを 超 える。断面 は逆台形状 を呈 し、1ヒ側の立 ち上が り部 は約 60°、南側 は約 45°を測 る。内城
の堀 は石垣が積 まれ るが、各種城下絵図 に描 かれ るように二の堀 は素掘 りであった。石炭殻が上部 に

堆積 し、近代以降の遺物が多量 に検 出された。特 に製糸工場関係の遺物が多 く見 られ、遺物 と石炭殻

の堆積状況 よ り、大正末か ら昭和初期 に埋め立 て られた もの と推定 され る。

(2)土  塁 (図 48、 50、 写真 75)
現地表面下 10cmと 極めて浅 い部分か ら土塁の痕跡が検 出された。上面及び南側 は削平 を受け、残存

部の基底幅 2.8m、 高 さ0.5m、 堀側傾斜角 45° を測 る。基底部の標高は約282mである。土塁は暗黒褐色
土層 と黒褐 色土層の 2層 に分かれ る。土塁構築層内には地 山層の黄褐色土が多 く混入 していることか

ら、堀の掘削 に伴 い、つい土 を利用 して築かれた もの と考 えられ る。

(3),毒

1号溝 (図 48)

N-24°一 Eの軸線 をもち、長 さ約 6.15mに わた り検 出された。上面幅約 1.5m、 底部幅約 1.Om、 深
さ約 15cmを 測 り、北か ら南へ緩やかに傾斜す る。溝 と平行 し、約 80cm間隔で径 5 cmの 杭 2本が検 出さ

れた。獣骨 。かわ らけが検 出されている。上塁下層 に位置す ることか ら、中世の溝 と判断 される。

2号溝 (図 48)
N-66°一Wに軸線 をもち、1号溝 と直交す るかたちで長 さ約 30cmが確認 された。上面幅 1.Om、 底部
幅約 0.5m、 深 さ約 10cmを 測 るが、傾斜方向は不明である。 1号溝 との新 旧関係 を把握 す ることはで き

なかった。遺物 は未検 出である。

3号 ,毒 (図 48)
N-3°一 Eに主車由をとる。北イ員Jは西へ湾 曲 し、長 さ約6.Omを 測 る。上端最大幅 0.95m、 最 /Jヽ幅0.4
m、 底部最大幅 0.6m、 最 /Jヽ幅0.2m、 深 さ約 15cmを 測 る。 5号溝 に切 られ るが、 4・ 6号溝 との重複
関係 は不明。かわ らけ (図 53-15～ 16)と 大窯第 1段階の端反皿小片、北宋銭 (32)が検 出された。
4号清 (図 48)
N-68°一Wに軸線 をもち、長 さ約2.5mにわた り検 出された。東側で北 に向かってほぼ直角に屈曲す
るもの と推定 され るが、 3号溝 に切 られ る。溝 は西側で上面幅 0.25m、 底ギ郭幅0.18m、 1条 さ 2 cmを 預↓
る。東イ則では_上面幅 0.45m、 底部幅 0.3m、 深 さ 7 cmを測 り、東側 に緩 く傾斜す る。銭貨 2枚・かわ ら
け 。瀬戸美濃系陶器な ど、いずれ も16世紀段階の遺物小片が検 出されている。

5考蔦  (図 48)
N-32°一 Eに主軸 をもち、北側 は東方向へ L字状 に屈曲す る。東西約 0。 7m、 南北約 3.5mの長 さで

確認 された。北側 は 1号土坑 によって切 られ、南側 は 3号溝 を切 る。上端最大幅約 0.3m、 底部幅 0.2
m、 深 さ約 3 cmを測 り、南側 に向かって緩やかに傾斜 している。遺物は検 出されていない。

6号溝 (図 48)

北側 は攪乱 を受 け、南側 は 3号溝 によって画 され る。N-16°一 Eに軸線 をとり、長 さ約 1.8mに わた
り検 出された。上端最大幅0.5m、 底部最大幅 0.25m、 最深約 15cmを 測 り、南 に緩やか に傾斜する。遺

物 はかわ らけの小片が検 出された。

7号 ,毒 (図 48)

北側 は 1号土坑、南側 は 1号井戸によって画 され る。N-53°一 Eに軸線 をとり、長 さ約 1.8mに わた
り検 出された。上端最大幅0.4m、 底部最大幅 0.25m、 最深約 8 cmを 測 り、南根↓へ緩や かに傾斜す る。

遺物 はかわ らけの小片が検出されている。

8拝矛溝  (屋コ50、  雫弄多冬78・ 81・ 88)

B区東側 5mの T-6ト レンチに位置す る。 トレンチの約 lm下部か ら、二の堀・ 土塁・溝 1条・
ピット4基が検 出された。地山層 に掘 り込 まれ、二の堀 にほぼ直交 し、 N-21°一 Eに軸 をもつ。上面
幅約 0.7m、 底面 0。 2～ 0.3m、 最深 17cmを 測 る。出土遺物 (図53-22～ 27・ 31)は、かわ らけ (22～ 25)。

銭貨・小刀状金属製品 (31)・ 瀬戸美濃系陶器 (大窯第 2段階、26～ 27)な ど、 16世紀代 に属す る。
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9号溝 (図 50。 写真79)
T-1ト レンチの東側 1.7mに位置す る、南北約 7.3m、 幅 2.8～ 3.Omの トレンチに位置す る。遺構
は、二の堀 。上塁・溝 1条・ ピッ ト1基が確認 された。地 山層 に掘 り込 まれ、二の堀 に対 しほtF直交
す る。南北方向 N-21°一 Eに軸 をもち、南方に延び る。上面幅 1.45～ 1.15m、 底面 0.5～ 0.3m、 深 さ
17cmを 測 る。覆土か らイま16世紀 4民 と考 えらイとるかわ らけが検 出さイtて いる。

(4)井戸
1 1ン )|デ= (曖]49、  要弄要等76・ 83・ 84)

調査区中央部の C-20グ リッ ドに位置す る。確認面の標高 は382mである。北東―南西方向に長軸 を
もつ、楕円形 を呈 した石積 みの井戸である。上面の長軸 4.8m、 短軸 3.8m、 深 さ3.5mを測 る。石積 み
は長軸 1.Om、 短軸 0.8mの不整形であ り、井戸底部 には、径約 10cmの木材 4本が井桁状 に据 え られて
いる。その上か ら径約 40～ 70cmの安山岩の山石 を奥行 きを深 くとって垂直 に積みあげている。

出土遺物 (図52-1～ 14)は、かわ らけ 。瀬戸美濃系天 目茶碗・ 志戸 呂製播鉢・木製品・五輪塔部
材など、いずれ も16世紀末の所産である。上塁構築工事 によ り、井戸は廃絶 された もの と推定 され る。

2号井戸  (図 51、  写真 80・ 87)
B区の南西側 23mの T-8ト レンチか ら検 出された。表土上面 は攪舌しを受 けてお り、標高281mの地
山層で掘 り込みを確認 した。上面の長径 は2.5m、 短径 2.3mを測 り、深 さ3.7mを測 る。井戸上面 か ら
約 lm下がった位置か ら径 1.2m程度 となって垂直 に落 ちこむ。内部か ら径 50～ 70cmの 自然石が多数確
認 された。遺物 は少 ないが、志野焼の小片 と木片 (図53-30)が検 出された。時期の特定 は困難 で は
あるが、 17世紀代 まで遡 る可能性 も考 えられ る。

(5)土坑
1号土坑 (図 49、 写真85)

北 は二の堀 と攪乱で削平 されている。N-17°一 Eに主草由を もつ。南北約 2.7m、 東西2.2mの方形 で、
深 さ約 20cm。 試掘時 に16世紀のかわ らけ 。天 目茶碗 。染付皿・五輪塔部材が出上 している。

2f許三L七花 (区コ49)

B区北東隅追加調査部分の上塁基底部下層か ら検 出された。N-17°一 Eに主革由を持つ、長軸 2.2m、
短草由1.05m、 深 さ 7 cmを 測 る隅丸長方形の遺構である。遺物 は未検 出であるが、近世の上塁の下層 か

ら検 出されたことか ら、 中世の遺構 と考 えられ る。

(6)ピ ッ ト (図 48・ 50、 表 19)

B区及び追加調査区において、 ピッ ト78基が確認 された。広範囲に攪乱 を受けているため未検 出の
部分 もあるが、 ほぼ全域 に広がっていた もの と考 え られ る。掘立柱建物・棚列などの存在 も推定 され

るが、今回の調査では把握 で きなかった。土塁下層か ら検 出 された ピッ ト74か らは、完形品の上製香

炉 (図52-20)が出上 している。他の ピッ トについては別掲一覧表 にまとめて幸R告す る。

(7)遺物観察表
B区出土遺物 を、別掲 の表 にまとめ、一覧化 した。

第 4節 試掘調査 トレンテ (図 51、 写真 82)

B区西側 に位置す る幅 2m、 長 さ34mの トレンチである。近世の攪舌L層 は地表下約 80cmの地 山層 に
まで及び、遺構 はいずれ も地 山層に掘 り込 まれた状態で確認 されている。北側で検出された二の堀 は

幅12.8mを測 るが、土塁 は確認 されていない。 5条の溝 はいずれ も東西方向に軸 をもつ。 5基の集石
は南北方向に一直線 に並び、溝・集石 ともに堆積土の状況か ら近代の所産 と考えられる。
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1攪  乱  層
2票 褐 色 土 層
3,黄 褐 色 土 層 地山土と類似する。
4.陪黒褐色土層
5 灰 色 絡 質 土 軟質の堀埋設土
6 黒 褐 色 土 層 焼土粒子を多く含む。 (土塁橋築層 )
弘 黒 褐 色 上層 砂分少曇、脚 脩

二習署触 )

B号溝出土遺物
P-1 かわらけ (図 53Nは 23)

P2 かわらけ (図 53 Nα 24)
P-3かわらけ (図 53Nは 25)
P-4 金属製品 (図 53 Nα 31)
P5銭  貨

1攪  乱  層
2黄 褐 色 土 層 地山土と類似する。粘性あり。

3灰 色 粘土 層 堀の埋設土
4黒 褐 色 土層 焼土粒子も多く含む。 (土垂構築眉)
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図50 B区追加調査 トレンチ、平面図・セクション
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2号 井戸

図51 B区 2号井戸平面図、試掘 トレンチ T-1平面図
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(1)溝
10号溝

N-69°一Wに軸線 をもち、 トレンチ幅 2mに わた り検 出された。上端約 1.Om、 下端約 0.6m、 深 さ
約 30cmを 測 る。黒褐色土が多 く堆積 し、溝上面及び周辺か らは大正時代以降の遺物が出上 した。

11号溝

N-69°一Wに軸線 をもち、トレンチ幅 2mに わた り検 出された。上面幅0.4～ 0.45m、 下端約 0.2m、
深 さ約 10cmを 測 る。黒褐色上が多 く堆積 しているが、追物 はない。

12号溝

N-75°一Wに軸線 をもち、西側へ緩やかに傾斜す る。近代の土管が埋設 され、上面幅 0。 2～ 0.3m、
深 さ 5～ 10cmを 測 る。

13号溝

N-65°一Wに軸線 をもち、トレンチ幅 2mに わた り検 出された。上面幅0.65～ 0.7m、 下端約 0.2m、
深 さ約 20cmを測 る。溝 内は黒褐色上が多 く堆積 していた。

14号溝

N-77°一Wに軸線 をもち、 トレンチ幅 2mに わた り検 出された。上面幅0.9～ 0.7m、 深 さ約 10cmを
測 る。径 2～ 3 clnの礫 を合む黒褐色土が堆積 していた。

(2)集石遺構

N-18°一 Eの軸線上 に、約2.8m間隔で 5基が並ぶ。上端径約 60～ 70cmの円形状の掘込みに径 15～ 20

cmの 自然石が多数埋め込 まれてお り、建物の礎石 を据 えるための根石 と考 えられ る。遺物 は未検 出で

あるが、近代の遺構 と推定 され る。
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表19 B区 ビット観察表 残存値 〈 〉
番 号 位 置 平 面 形 長 径 短 径 ヤ条 さ 物 幅 考

l D―-19 円 形

2 D―-20 円 形

3 D―-20 円 形

4 D―-20 楕 円形

5 D―-20 円 形

6 D―-20 円 形

7 D―-21 円 形

8 D―-21 円 形

9 D―-21 楕 円形

D―-21 円 形

D―-21 円 形

正)一-21 円 形

円 形

D―-22 円 形

円 形

正)一-22 円 形

D―-22 円 形

C―-21 円 形 5

C―-21 円 形 26 土 鍋

C―-21 円 形

C―-21 円 形

C―-21 円 形 13
23 C-21 円 形 15

C-21 円 形

C―-21 円 形

C-21 円 形 4

C-21 円 形

C-21 円 形

B―-21 円 形

30 B-21 円 形

31 B―-21 円 形 18
32 B―-21 円 形

B-21 円 形

B―-21 円 形

L3--21 楕 円形

B―-21 円 形

B-21 円 形 7

B―-21 円 形

B―-21 円 形

13--21 円 形

B―-21 円 形 42に 切 られ る
B―-21 円 形 41を切 る

43 B―-21 円 形

B―-21 梧 円 形 40
45 B―-21 不 整 円 形

B―-21 円 形

B―-21 円 形

B―-21 円 形

B―-20 円 形 17
B―-20 円 形

B―-20 円 形

B-21 円 形

B―-21 円 形

B―-20 円 形

B―-20 円 形 56を切 る
B―-20 不 整 円 形 7 55に切 られ る

57 B―-20 円 形 49
B―-20 円 形

59 C―-20
60 C―-20 円 形 7

61 C―-19 円 形

62 D―-21 円 形 7
63 D―-21 円 形 31 土 器

64 C―-21 円 形

65 C―-21 円 形

66 C―-21 円 形

67 円 形

T―-6 円 形

T―-6 梧 円 形

T―-6 円 形

T―-6 椿 円 形

T-7 円 形

D―-22 楕 円形

D―-21 円 形 香 炉 形 土 器

D―-22 楕 円形 〈46〉

D―-21 不 整 円 形

D―-21 円 形

(単位 i cm)
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表20 B区遺物観察表 ( )復元値、く 〉残存値

図 番号 出上位置 種別・器種
法  量 (cm)

部位 観察所見 (技法・文様。その他) 推定生産地 推定年代 備考
日径 底径 器 高

1 1号井戸 土器 かわらけ (13 8) (88) 2 65
口縁～

底部
内外面ロクロ成形、底部回転

糸切 り、外面炭化物付着

2 1号井戸 土 器 かわらけ (80) 〈1 4〉 口縁部 内外面ロクロ成形

3 1号井戸 陶器 天目茶碗 (110) く5 0〉
口縁～

体吉田
瀬戸・美濃 大窯 4

4 1号井戸 陶器 天目茶碗 11 8
口縁 ～

底部
瀬戸・美濃 大窯 3

5 1号井戸 陶器 橋 鉢 体吉| 鉄釉、被熱 瀬戸・美濃 16世紀

6 1号井戸 陶器 悟鉢 体 部 α失汗苗 志戸呂

7 1号井戸 木製品
円形曲物
底板

長さ

16 1

厚さ
06 一部炭化

8 1号井戸 木製品
円形曲物
蓋板

長径
19 0

短径

18 4

厚さ
0 95

樹皮の綴 じ組残存

9 l号井戸 木製品
物
板
曲
側

長さ

10 85
幅
2 25
厚さ
0 45

樹皮の綴 じ紐残存

1号井戸 木製品
曲物
折敷底板

長さ

32 9
“

冨
102
厚 さ

0.45
樹皮の綴 じ紐残存

木釘孔、刃物痕

11 1号井戸 木製品
円形曲物
底板

20 05 7 05 10

1号井戸 石製品
五輪塔
空風輪

底部

77
最大幅
11 3
高さ

19 75
安山岩製

1号井戸 石製品
五輪塔
空風輪

底部
67
最大幅
11 7
高さ
20 05

安山岩製

1号井戸 石製品
五輪塔
水輪

底

11 2

上部

8 85
高さ
11 75

安山岩製、体部ノミ痕

3号溝 土器 かわらけ (100) く2 6〉 口縁

3号溝 土 器 かわらけ (6 65) く1 7〉 底部
内面ロクロナデ
底部回転糸切

1号土坑 土器 かわらけ 100 2 15
口縁 ～

底吉B
内外面ロクロ成形

1号土坑 陶器 緑釉丸皿 (98) く2.4〉 口縁 内外面ロクロ成形、緑釉 瀬戸・美濃 大窯 2 妙土窯

1号土坑 陶器 天目茶碗 く4 7〉 体吉| 瀬戸・美濃

ピ ッ 卜74 土器 香炉形土器 37 完形
内外面ロクロ成形、底部回転

糸切 り、三足貼付け

D-20 土 器 かわらけ (84) (42) 2 65
口縁 ～

底部
内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

8号溝 土器 かわらけ
口縁 ～

底部

内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

8号溝
P-1 土 器 かわらけ 75 2 05 完形

内外面ロクロ成形、底部回転

糸切 り、内面口縁炭化物付着

日〓溝

P-2 土器 かわらけ 完形
内外面ロクロ成形
内外面炭化物付着

8号溝
P-3 土器 かわらけ 108 67 21 完形

内外面ロクロ成形、底部回転

糸切 り、内面炭化物付着

8号溝 陶器 端反皿 (1 6〉
口縁 ～

底部
見込み印花文 瀬戸・美濃 大窯 1

8号溝 陶器 丸皿 (95) (58)
口縁 ～

底部
被熱 瀬戸・美濃 大窯 3

T-7 陶器 碗 〈2_7〉
体吉|～

底吉[

ロクロ成形、底部周辺のみ
4L罪由

瀬戸 尾呂窯

T-7 土器 悟鉢 体吉田 櫛目9本単位

2号井戸 木製品 不 明
長さ

57
一Ｓ

ぉ

厚 さ

0 75

8号溝
P-4 金属 不 明

長さ

6 83
中目
1 71

厚さ
0 15
重量

9_64g
表面金箔付着

図 番 号 出上位置 銭種 材質
法   量 (mm) 観察所見

時代 初鋳
外径 穿径

'享

さ 重 さ 字体 特徴 。遺存状況

3号溝 熙寧元宝 24 7 18 2_1 真 完形 Jヒタ( 1587

C-21 皇栄通宝 銅 24 8 77 17 察 ほぼ完形、腐蝕が著しい 南 宋 1253
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第 5章 ま と

第 1節 古代

東側 に近接す る日向町遺跡 (図 1-〇 )で は古墳時代初頭の壺片が検 出されているが、今 回の調査
地点か らは古代の遺構 は確認 されなかった。 しか し、 14号溝か ら古墳時代の高邦脚部 1点が検 出され

てお り、遺跡周辺 に古代の集落遺跡が存在 していた可能性がある。

N-84°一 Eに方位 をとる16・ 21・ 23号溝な どは遺物がな く時期 を特定で きないが、近世段 階の町害1

と異なる軸線であ り、今後の周辺調査 により時期的解 明が進め られ ることを期待 したい。

第 2節  中世

A区で中世の遺構 として捉 えられるのは、 1～ 5号井戸及び 8号土坑である。 B区では、土塁下層
か ら検 出された遺構が中世段階に位置づ け られ る。中世遺物は、 16世紀前半の大窯第 1段階か ら17世

紀前後の志戸呂製品 までが検 出されている。出土地点 は調査区全体 に及び、永正 16年 (1519)の武田

氏館跡造営以降、 甲府城建設に伴 う城下町の再整備 に至 るまで、 この辺 りが戦国期城下町の一角 を占

めていたことが明 らか となった。

16世紀代 の溝 は、 20号溝 など曲線 を描 いた ものが多いが、 B区土塁下部か ら検 出された 8号・ 9号

溝 はN-21°一 Eの軸線 をとり、近世 甲府城下町の街路軸線 とほぼ一致す る。この ことは、近世 甲府城

下町の街路や屋敷割 りが、戦国期城下町の地割線 を基本的に踏襲 していることを示す。

8号土坑 は中世墓である。図 1に本遺跡周辺で実施 された発掘調査 を示 したが、〇・⑩地 点で も中

世の上坑墓が検 出されてお り、 また、 B区 1号井戸か らは五輪塔部材 など寺院や墓域の存在 を示す遺

物が検 出 された。『甲斐国志』「一蓮寺」の項 には、「寺領十七町七反屋敷二所ア リ」「天文永禄 ノ際ニ

至 り福田ノ富古二超過 シテ寺門二市 ヲ為 シ商売多ク集マル因テー條町一蓮寺小路 ノ名ア リ」 な どの記

述が見 られ る。 さらに「光澤寺」の項 に「文禄 中因築城賜替地今 ノ地二遷 り古寺逃不分 明今 ノ郭内柳

澤 48_大夫居地 ノ辺二在 リシ トモ云」 とあることか ら、甲府城の条城が開始 され る16世紀末 まで は、戦

国期城下町の南端 に位置す るとともに、一蓬寺の門前町が広がっていたことも考 えられ る。

第 3節 近世

今回の調査 区は、江戸時代 に甲府城 「山手御 F月」 Jヒ側 に位置す る内郭の武家屋敷地であった。調査

区南側の A区は四十九番屋敷 (絵図 3)で あ り、北側 B区は二の堀 と土塁部分 にあたる。土地利用の

変遷 は、 17世紀代、 18世紀前半 (宝永元年～享保 9年の柳沢氏領有期 )、 18世紀 中葉か ら19世紀前半、

さらに幕末 までの甲府勤番支配の時代の 4時期 に大別 される。

近世の遺構・遺物 は最 も多 く、特 に甲府勤番支配時代 の18世紀後半か ら19世紀代が顕著 で あつた。

居住者 については、 17世紀代 は資料が少な く不明であるが、 18世紀初頭のりl沢氏 による城下町再整備

後 に描かれた絵図に、飯塚 の姓 を確認で きる。享保 9年以降は甲府勤番士の山岡、 19世紀代 は長・ 永

井・北条の姓が絵図等 に記 されている。

1。 江戸前期 (17世紀 )

16世紀末か ら17世紀初頭 には甲府城の内城建設が進み、武家屋敷地 を図綻す る二の堀の掘 削 も行わ

れた もの と考 えられ る。 この時期 は資料が少な く判然 としないが、り「沢氏入部前の甲府城下町 を描 い

た と推定 され る「甲府城 内屋敷図」 (り「沢文庫所蔵 )に は二の堀 と上塁が描かれ、土塁 と平行 した東西

の通 りには、入母屋作 り風の建物が並ぶ様子が描かれている。同絵図には元城屋町通 りと違雀小路の中

間に位置す る南北の通 りは描かれていない。 この時期 の明確 な遺構 は未検 出であ り、 17世紀代 の遺物
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は検出量が少ないため、柳沢氏入部以前の調査区周辺が空閑地であった可能性 も考 えられる。

2.江戸中期 [宝永元年 (1704)～ 享保 9年 (1724)]
宝永二年 (1704)、 り「沢吉保が甲斐国の領主 とな り、甲府城 及び城下町の再整備が行われた。りF沢時

代の絵図 としては、柳沢文庫蔵 「甲府御城下絵図」 (絵図 1)、 山梨県立図書館蔵 「甲府城郭内外屋敷

図」が知 られ る。前者では、東西の森下小路がクランク状 にな り、 その部分 に南側か ら街路が突 き当

ってT字路 となっている。北側 の土塁沿 いには南北の街路 は見 られない。 しか し、後者では森下小路

は一直線 とな り、土塁側 まで南北の街路が通 じ、二の堀側の上塁沿 いに元城屋町見付か ら元連雀町見

付 に続 く東西街路が描 かれている。 これは柳沢氏の城下町再整備 による街路のつ け替 えや新規整備 に

よるもの と考 えられ る。また、調査地点の屋敷地面積 は (絵図 1)に「五百四坪」、隣接す る西側の屋

敷 は「五百六十坪」 と記載 され るが、後者では調査地点が「六百二十」、西側隣接屋敷 は「六百坪」 と

増加 している。森下小路南例 は、柳沢市正の屋敷が一区画 と拡張 された他 は変化 は見 られな
いが、街

路北側の元城屋町見付側 に近 い三軒の屋敷が南側へ拡張 されてい る。 これは森下小路 を一直線 に整備

し直 したため と考 え られ る。(絵図 1)に描かれていない土塁沿 いの街路 は、絵図 3～ 5に あることか

ら、絵図の記載漏れ、 あるいは城下町整備後の測量 による面積の修正があった もの と考 えられ る。

調査地点の居住者飯塚氏 は、寄合衆
。石高 550石の飯塚彦右衛門である。東 には寺社御用兼400石の

柳沢内蔵助、同400石の永井彦大夫の名前が見 られる。柳沢時代の遺物が少ないのは、20年間 という短

い領有期間だったことや、火事や地震な どに見舞われなかったこ とに起因す るものであろう。

3.18世紀代 [享保 9年 (1724)以 降～ ]

柳沢氏が大和郡 山へ転封 とな り、 甲ヽ府勤番支配の時代 にな ると、享保 12年12月 の裏先手小路大久保

内蔵助宅か らの出人 により勤番士屋敷 64軒が焼失す るが、森下小路 は火災 を免れている。坂田氏所蔵

の元文三年 (1738)絵 図や絵図 2では、街路設定の変化 は確認で きないが、居住者 に山岡喜知五郎の

氏名が見 られ る。山岡景典 (喜知五郎 )は、享保 9年 8月 13日 か ら元文 5年 7月 まで勤番士 を勤め、

300俵取 りである。 2代前の景弘は甲府宰相綱重に使 えていた。景典の後 は、喜太郎景基 (寛延 2年 7

月29日 ～天明 8年 8月 19日 )一栄次郎景照 (天明 8年■月 5日 ～寛政 8年 6月 23日 )一景輔 (寛政 8

年 9月 3日 ～同年 12月 3日 )一光太郎景廣 (寛政 9年 2月 15日 ～)と 続 く。天保 9年の江戸城西の丸

炎上の際に、山岡内蔵助が上納金四両弐分 を納めた記録 もある。 また、慶応 3年の 『甲府動香明細席

順』 には、山岡清二郎景佐 (慶応 2年正月23日 ～)の名前が見 られ る。以上、幕末期 まで山岡氏 7名

の氏名 を確認で きるが、嘉永 2年 (1849)発行の「懐宝甲府絵図」 (絵図 4)に記載がな く、 これ以前

に屋敷替 えが行われた もの と推定 され る。

4.  19湘壁糸己中夢言隻六F4k

弘化 2年 (1845)の絵図 (絵図 3)で は、調査区か ら元城屋町見付の街路 までが四十七番、四十八

番、四十九番の 3区画 に区画 されていた。 しか し「懐宝甲府絵図」第 1版 (絵図 4)で は屋敷割 りが

4区画に変化 し、森下小路 はり「沢時代の絵図 (絵図 1)と 同 じく調査地点でクランク状 に折れ曲が り

を見せ ている。 このことは、 A区 1号溝の東側で石積 みが検 出された ものの、西側で石積が検 出され

ず、溝の埋め られた痕跡が確認 されたことに関係す る。 また、 A区 1号溝 に直交す る 2～ 4号溝 と10

号溝 もこの時期の屋敷割 りの変遷 を示す遺構 と考 えられ る。

「懐宝甲府絵図」 は嘉永 2年か ら明治 4年 までの 3版の絵図が確認 されている (絵図 4・ 5)。 調査

区の居住者 として第 1版では長氏の名前が見 られるが、 2版以降は記載がない。他 に、「永井」「北条」

の姓 を記 した絵図があ り、幕末期の甲府勤呑士の異動が頻繁 に行 われたことが分か る。

長氏 は、先祖が武藤 と名乗 り、初代義連 は津軽信義 に仕 えていたが、後 に甲府綱重に仕 えて
いる。

天保 4年 (1833)に「追手頼  四百俵 小普請組浅野隼人支配 長熊之助」の着任 を記録 した資料があ

るが、慶応 3年「甲府勤番明細席順」 には見当た らない。永井氏 については、文政 3年 (1820)、 300

俵の永井左膳盛光が着任 し、 さらに安政 3年 7月 3日 か ら幕末 まで永井牛五郎盛久が勤番士 を勤めて
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いた。北条氏 は文久元年 (1861)に 甲府勤番 に着任 している。

(1)溝の検言寸

検 出された近世の溝 は、ほ とん どが N-18°一 Eま たはN-69°一 Eの軸線 をとり、現在の街路 と平行

(直交)す る。 2号・ 12号・ 10号・ 4号溝 は、武家屋敷 を区画す る境界の塀か溝肋 と考えられ る。 2

号溝 は 1号溝 を切 っていることか ら、幕末か ら近代 に位置づ けられ る。 10号溝 は遺物か ら19世紀代 と

判断で きるが、他の 2本は時期の特定がで きない。しか し、絵図 1～ 5を詳細 に検討す ることにより、

今後、使用日寺期 を明 らかに してい くことが可能 と考えられる。

(2)8号井戸検 出遺物
A区 8号井戸か らは、一括廃棄 された と考 えられ る大量の肥前系磁器・ 陶器・土製品 と、上屋部材

と推定 され る柄穴などを穿った柱材が多数検 出された。肥前系磁器 は18世紀後半か ら19世紀初頭 に位

置づ け られ るもので、覆土か ら大量の炭化物が検 出されたことか ら、享和 3年 (1803)4月 3日 の大

人に よって廃絶 された井戸の可能性が高い。

磁器 には、肥前系の広東碗 など18世紀後半か ら流行 した器種が多い。幕末の廃絶 と考え られ る 1号

溝の出土遺物 と比較 してみて も、瀬戸系の磁器製品の割合は極めて低 い。 この ことは、 19世紀初頭段

階 までに甲斐国内に流通 した磁器 は肥前系が主流であったことを示 してい る。 しか し、その後 は、尾

張藩が享和 2年 (1802)か ら行 った陶磁器専売制度の影響 により、甲斐国内へ の瀬戸系陶磁器の流入

が加速 された もの と考 えられ る。 また、一括廃棄 された遺物 は、 19世紀初頭 に甲府城下町の中級武家

屋敷で使 われた食器の標準的な器種構成 を示 しているもの と思われ る。

(3)園池遺構

A区26号土坑 は南側が攪舌Lを 受 け遺構 の全容 を確認す ることはで きなかったが、北側か ら 7号溝が

接続 し、粘土質土壌の堆積 も多いことか ら、園池の遺構 と考 えられ る。溝 は暗渠であ り、 26号土坑 と

ほぼ同時期の瓦が検 出され、 19世紀代 に同時存在 していた もの と推定 され る。 また、池状遺構 の凝土

上面や西側 の21号・ 22号土坑周辺か ら大量の桟瓦が検 出されたことか ら、遺構西側 に建物の存在が う

かがわれ る。 22号土坑か らは赤絵の碗や香合 など嗜好品が検出されてお り、池 に面 して来客 を迎 える

座敷 な どの空間が設けられていたことも考 えられ る。

(4)二の堀 と土塁

二の堀 と土塁部分 は大正 8年の製糸工場建設や堀埋戻 しにより整地 されてい くが、(写真90)に は大

正時代の堀の痕跡が写っている。試掘調査ではT-1'4・ 5の 3本の トレンチか ら幅 12～ 13mの堀

と、高 さ0.5mの 上塁基底部が検 出 された。調査か ら二の堀 と土塁の全体像 を‡巴握す ることは困難であ

るが、柳沢文庫所蔵 「楽只堂年録」付図 (絵図 1)の記載により、ある程度の復元が可能である。

同絵図には B区付近 に「元城屋町御見付オ元連雀町見付迄長百二十六間半 土手高八尺鋪 (敷)六

間半 堀幅六間右間大槙木二十五本小篠」 と記載 され、二の堀は長 さ約 227m・ 幅約 10.8m、 土塁は基

底部幅約 11.7m。 高 さ約2.4mを測 り、土塁には25本の大槙が植 えられていたこ とが分かる。土塁の長

さか ら槙 は約 9m間隔で植 えられていた もの と推測 され る。土塁表面 は小篠 が覆 っていた。

絵図に記載 された元城屋町見付か ら元連雀町見付 (現在の武田通 り)ま での距離 は現在の通 りと一

致 し、江戸時代の街路 を踏襲 していることが確認 された。発掘調査 によって検 出された堀の幅は約13

mで、古絵図の記載 と若干異なる。 また、土塁は、堀上面か ら南側の近代 の石積 み までの約 12mの幅

が、「土手高八尺 鋪 (敷)六間半」 と記載 された数値 とほぼ合致す る。この こ とか らも、近世の地割

線が近代へ と引 き継がれていることを確認す ることがで きる。調査区東側 の堀・土塁部分 に関 して も、

現在 の地籍図の区画線 とほぼ一致す ることか ら、「楽只堂年録」付図が精緻 な測量 をもとに作成 された

ことが分か り、今後、城下町の復元 を命 ってい く上で貴重な参考資料 となる。
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第 4節 近代

明治30年筆写の図 (絵図 6)に は、道幅 と土地の寸法・所有者が記載 され、堀 は灰色で描 かれてい
る。道路 は朱色で塗 られ、江戸時代の森下小路部分 に「日向町道 巾四間」 とある。土塁部分 と平行 し

て東西の通 りが あ り、その両通 りをつな ぐ南北通 りも書 き込 まれている。調査区には「四番風間伊七」

とあ り南北 36間 1尺 5寸 ×東西 53間 1尺 5寸の敷地であったことがわかる。特 に南北 36間 1尺 5寸の

寸法 は武家屋敷 の区画線の長 さであった もの と考 えらえる。

大正 8年、茅野市出身の丸茂文六 により、敷地 6,000坪に費用45万円をかけて製糸工場が建設 され、

翌 9年 2月 か ら操業 を開始 した。当時県外資本 としては最大規模であ り、水道 を引 くこ とが許可 され

なかったため 2基の井戸 を掘削 した との ことである。その内の 1基が今回確認 された■号井戸であっ

た。当時 は敷地一杯 に工場の施設が建 ち並び (写真 90)、 北側 に湿地状の二の堀跡が見 える。この時代

の遺構 として先述 した11号井戸・石積遺構・支柱状遺構があ り、繰糸鍋 (図 42-361)・ 集緒器 (図 43

-366～ 367)な ど製糸工場関係の遺物が検 出された。
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絵図 1 甲府御城下絵図「柳沢文庫蔵」

絵図 3 甲府城下絵図「山梨県立図書館蔵」
(弘化 2年 )

絵図 5 懐宝甲府絵図 2版「山梨県立図書館蔵」
(嘉永 2年以降)

絵図 2 甲府城下絵図「柳沢文庫蔵」

絵図 4 懐宝甲府絵図 1版「山梨県立図書館蔵」
(嘉永 2年 )

絵図 6 明治時代図面 (明治30年 )

町絵図 (部分 )
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写真 2 調査区仝景 写真 3 A区仝景

写真 4 1号溝

写真 5 2号 溝 写真 6 3号溝 写真 7 1号清東側胴木

写真8 10号清(右 )・ 28号溝(左 ) 写真 9 4号溝 写真10 7号溝 写真|1 12号溝(右 )・ 17号溝(左 )

写真12 11号清 写真13 7号溝鋤出上状況

A   区
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写真 15 1号井戸 写真16 2号井戸

写真18 5号井戸 写真19 6号井戸

写真20 6号井戸半哉状況

雲―鵜

写真21 7号井戸

鶴 1141イ

‰
,1,I
i111鞍

写真22 8号井戸半哉状況 写真23 8号井戸木材検出状況

区

写真25 9号井戸 写真26 11号井戸

写真24 9号井戸半哉状況
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写真27 埋桶 1 写真28 埋桶 2 写真29 埋桶 3

写真30 埋桶 4 写真31 埋桶 5 写真32 埋桶 6

写真33 埋桶 7 写真34 埋桶 8 写真35 埋桶 9

写真36 写真37 埋桶 11 写宣38 ナ里桶 5 ・ 8
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1号土坑 写真40 7号土坑 写真41 8号土坑

写真42 21号土坑 (左 )・ 22号土坑 (右 ) 写真43号 24号土坑

写真44 23号・24号・25号土坑

写真45 23号土坑 写真46 25号上坑

写真47 23号土坑上画集石

写真48 石積遺構 写真49 支柱状遺構部材

A   区
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写真74 B 区
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写真75 土塁検出状況 写真76 1号井戸

期レ
B

写真77 二の堀・土塁ライン 写真78 T-6ト レンチ 写真79 T-7ト レンチ

写真80 2号井戸 写真81 8号清出上金属製品
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写真90 甲府丸茂製糸場合景
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甲 府 城 下 町 関 連 略 年 表

年  号 西 暦 日  イ寸 な で とき主

元暦元年

正和元年
永正16年

永正17年
大永 3年
大永 4年
天文10年

天文17年
天文20年
天文21年
弘治 2年
元亀 4年
天正 2年
天正 9年
天正10年

天正18年
天正19年

文禄 2年
慶長 5年
慶長 6年
慶長 8年
慶長12年
元和 2年
寛永 9年
寛文元年
寛文10年
万治 3年

元禄 6年

元禄16年

年
年

年
年

年

一死
２
２

７

９

永

永
永
保

保

宝

宝
宝
享

一早

年
年
年

一死
６
７

享
暦
和

延
宝
明

年
年

明
和
天
享

享保 12年

享保 20年

文化初年
文政 5年

嘉永 5年
嘉永 7年

日召不日20年

年

年

年
年

年
年

　

年

年

年
年

年

年
年

７

２
２

４

３
６

　

７
９

１０
２９

３６
元

５

政
久

応
応

治
治

　

治

治
治

治

治

和
和

安

文
慶
慶

明
明
　

明
明

明
明

明
昭
昭

1184

1312
1519

1520
1523
1524
1541

1548
1551
1552
1556
1573
1574
1581
1582

1590
1591

1593
1600
1601
1603
1607
1616
1632
1661
1670
1660

1693

1703

1704
1705

1722
1724

1727

1735

1782
1803

1804
1822

1860
1862
1866
1868
1870
1873

1874
1876
1877
1896
1903
1926
1930

1945

6月 16日

8月 15日
8月 16日
12月 20日

6月 30日
4月 24日
6月 16日
6月 14日
9月 23日
6月 4日
8月 23日
11月 27日
10月 10日
4月 12日
8月 2日
12月 24日
3月 11日
3月 29日
6月 15日
12月 12日
7月 13日
3月

11月 20日

正 月28日

間4月 26日
9月 13日
10月 23日

5月
二 月 18日

12月 27日

11月 22日
12月 23日

12月 9日

4月 23日

9月 2日

10月 5日

3月 23日

7月 6日

日

日

日

日

・２
Ｈ
４
９

月
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一条忠頼、源頼朝により謀殺 される (吾妻鏡 )
一条小山にあった忠頼館は、忠頼死後夫人により尼寺 となる (甲斐国志 )

甲斐国守護職一条時信 を開基 として一蓮寺を創建 (甲斐国志 )
武田信虎、印闘ケ崎に新府中の鍬立の儀 を行 う (高白斎記 )
新館を信虎検分 (高 白斎記 )
信虎・太井夫人、腰【圏ケ崎館に移る (高自斎記 )
この年、信虎、有力国人層の新府中への集住 を断行する (勝山記 )
信虎、積翠寺丸山に要害城の建設工事を起す (高白斎記 )
信虎、湯村山城建設の工事 を起す (高白斎記 )
信虎、一条小山に砦を築 く (高白斎記 )
晴信、父信虎 を追放 し甲斐国の守護 となる (勝山記 。高白斎記他 )
晴信宛て、今川義元の書状に「甲府」の地名初見 (堀江家文書 )
府中で地下人が田畠・新屋敷 を作 ることを禁止する (高自斎記 )
腰I悶ケ崎館西曲輪の増設始 まる (高白斎記 )
今川義元の娘、晴信嫡男義信に嫁 ぎ、腰[lElケ館西曲輪に入る (高白斎記 )
八日市場に夜廻 りの番帳を出す (坂田家文書 )
信玄、信濃伊那君Б駒場にて病死。後、四郎勝頼家督 を継 ぐ
勝頼、府中柳町宿の家並みを整備する (新編会津風上記 )
勝頼、腰[明ケ崎館 より新府城へ移る (甲陽軍鑑 )
武田氏天 目山に減亡 (塩山向嶽禅庵小年代記・信長公記 )
穴山氏領地 を除き甲斐国は、河尻秀隆が領有する
本能寺の変後、河尻秀隆殺害される
徳川家康、重臣平岩親吉 らに甲斐国守備 を命 じる (朝野旧聞哀藁 )
羽柴秀勝、甲斐国を受封する (甲斐国志 )

響藤義棄叛冦斐F生墨華泰全薬示話界育修動する(一蓬寺過去帳)
浅野長政・幸長親子甲斐国に入部 (甲斐国志 )
関ケ原の戦い。浅野氏紀伊国和歌山へ転封
徳川家康、重臣平岩親吉に再び甲斐国守備 を命 じる
徳川二郎太 (義直)甲斐24万石 を受封、平岩親吉城代 となる (朝野旧聞哀藁 )
徳川義直、尾張国清洲1に 47万石で転封により甲府城番が設置される (甲斐国歴代譜 )
徳川国千代 (忠長)23万石を受封 (元和年録 )
徳川忠長の所領没収 (徳川実紀 )
徳川綱重 (甲府家)甲斐国を領有
甲府の町人人口1万 2772人内、下府中1万 420人、上府中2352人
昼七ツ時 (午後 4時)九蔵火事伊勢町酒屋江戸屋二郎兵衛 より出入、柳町・八日町・三 日
田丁・二E田丁・芙三準雪fH丁・ 猜ミ円丁・デくにコ円丁カモリ(
古紺屋町 より出入、愛宕町・金手町・上一条町・下一条町・和田平町の本家 171、 寺社 19、
小借家184軒焼失 (坂田家文書 )
夜八ツ時 (午前 2時)元禄大地震発生
宝永火山噴火に伴い、地震発生
柳沢吉保、武蔵国川越から甲斐国 15万石へ所替え
町名呼称の変更 を行 う (甲府略志 )
甲府の町人人口1万 3291人
片羽町より出火、緑町・遠光寺村・束青沼村・蔵田本寸焼失
柳沢吉里、大和郡山への所替えを命 じられる
甲府動番支配が置かれる

降季羹著岳F奮静奉竪こ∈諄尋室驀李Qは澤層亀査昂酵自許:害ユ寃許1最降守聖遂冨弯
内町・光沢寺地内町・蔵田村・東青沼本寸焼失
暮六ツ半時 (午後 7時)柳町より出火、上連雀町・下連雀町・魚町・穴山町・鍛冶町・桶
屋町・緑町・西一条町の本家299軒 と借家311軒 を焼失
夜九ツ時過 (午前 0時)緑町、左官新兵衛宅より出入、本家12軒と借家26軒焼失
甲府の円丁ノ(卵、口 1万 2872ノ、

窪器

｀
r雫遷磐鋒 ,簸る合 ∇紹震再甲径蜃誘手軍需 1塗学金

ヽ
.星里楽「IT∇ 操齢恐匙簑春と岳

町丁数29丁、電数1160軒焼失

窪畳撞予堂≦築解 竿二案繹中霜圏辱平爆長顆委冨褒麦讐″
火、愛宕町 。長禅寺・甲府陣

夜五ツ時 (午後 8時)大地震

南海諸道に地震。下府中被害甚大 (坂田家 日記 )
穴山町四丁目西側の新八宅より出入。下連雀町・桶屋町・深町御組屋敷四軒焼失
細工町より出入。広小路 。畳町・竪町 。新紺屋町・元連雀町の電数83軒、郭内10軒焼失
甲府勤番廃止。替わ りに甲府城代が設置される
官軍甲府城に入城
甲府の人口 1万3662人 (甲府町方家人数取調書 )
権令藤村紫朗の命により内城の保存決 まる
見付諸門撤去、堀が埋め立てられ市街地になる
錦町に県営勧業製糸場完成
甲府城内に勧業試験所建設される
勧業試験所内に葡萄酒醸造室を設置
中央線の敷設工事開始。清水曲輪 を鉄道院に割譲
中央線開通により、清水曲輪・御花畑曲輪が消滅 し城下町 も南北に分断される

掃蒲令辛撮広縁暴程得程?舌桑贅辞唇貿螢暴雲雪筵藍お この時楽屋曲輪の堀が埋め立てら
ンとる
甲府空襲。市域の64%焼失
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ふ りが な

所収遺跡名

ふ り が な

所 在 地

コ ー ド
】ヒ牟幸 東経

調査期間

調 査 原 因

市田丁オ寸 遺跡番号 調査面積

甲府城下町

遺跡

山梨県甲府市

北口二丁目

19201
35°

40′

19990512

19991006
店舗・駐車

施設の建設

*,1000m2

所収遺跡名 薫三  男J 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

甲府城下町

遺跡
城下町

世

世

代

中

近

近

溝・暗渠・土坑

墓・井戸・土坑

柱穴・石列 。二

の堀跡・土塁

かわらけ、瀬戸・美濃系

陶器、白磁、染付、肥前

系磁器、石臼、硯、五輪

塔、銭貨、漆製品

武家屋敷で

使用された

大量の陶磁

器を検出








